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  プロローグ

  

  　ドキドキが止まらない。

  　ドックン、ドックン、ドックン。

  　本当に心臓が飛び出しそうで、それに合わせて体の熱も急上昇。

  　なんだか頭の中もぼ～っとして、気がついたら教室の一番うしろの壁に背中がくっついていた。

  　追い詰められようとしていた。

  　誰に？

  　君に。

  　君は僕をまっすぐに見つめたまま、一歩一歩近づいてくる。

  　窓から差し込む夕陽は目眩めまいがするほど赤くて、学校の制服姿の君を染めている。

  　でもたぶん僕の顔のほうがずっと紅潮していて。

  　緊張、混乱、驚きよう愕がく、焦しよう燥そう、そして高こう揚よう……。

  　それらすべてが過去十七年の人生の中での最高記録を叩き出し、僕はもう声も出せず、君のちょっと強張こわばった表情、微かすかに震える睫毛まつげ、意志の強そうな瞳、拗すねたようにツンとさせた唇などを見つめるだけ。

  「あたしだって、好きでこんなことしようとしてるわけじゃないわっ」

  　君は言う。いいわけするように。そしてはずかしさをごまかすように、一瞬瞳を逸そらす。

  「でもこればっかりはしょうがない。ほかに考えられないんだもの」

  　君は、壁を背にして立つ僕に視線を戻す。

  　心なしか潤うるんだ瞳に、僕は吸い込まれそうになる。

  　かわいい。

  　こんな女の子に、誰もいない放課後の教室で迫せまられているなんて。

  　ほかの男子からみれば、悶もん絶ぜつするほどに羨うらやましがられるシチュエーションなのかもしれない。

  　でも、今は正直、逃げ出したい。

  　君と初めて出会った昨日と同じように、僕は逃げ出したかった。

  　女の子が苦手というわけじゃない。いや、得意というわけでもないけど。

  　でも同じクラスの女の子とは問題なく、あたりさわりなく接している。冗談だってたまには言う。ウケたためしはないかもだけど。

  　なのに、今の僕はひたすら動揺するばかりで、まともに体が動かない。声も出せない。教室から出て行くことなんてできっこない。

  　君は机の間をするりと通り抜け、僕の目の前までやってきた。

  　いったい……。

  　渇かわいた口の中で呟つぶやく。

  　いったい君の前でどんな態度を取ればいいの？

  「覚悟を決めなさいっ」

  　君は拳こぶしをぎゅっと握りながら言い放ち、それから一度深呼吸をした。その息が僕の鼻先をくすぐるくらいに近づいている。

  　いったい君になにを言えばいいの？

  「いい？　もう一度言うわよ」

  　女の子から好きと言われたことも、つきあってと言われたこともないのに。

  「これは命令よ」

  　いきなりあんなことを言われるなんて。

  「君――」

  　信じられなくて。

  「――あたしをなめなさい！」

  　そう、こんなことを言う君に、僕は……。



  


  １

  

  　五月。

  　今年初めて、花壇のカキツバタが花を咲かせた日の放課後。

  　僕、葉はノの宮みや洋ひろは、詩し雨さめ駅前の繁華街を星ほし音ね紗さ代よちゃんと肩を並べて歩いていた。といっても仲良く一緒に帰ろうとしていたわけでも、二人で遊びに行こうとしていたわけでもない。紗代ちゃんとはそういう仲じゃない。

  　彼女は種眠たねむ北高校にこの春入学したばかりの一年生で、僕とは同じ部活の先輩後輩という間あいだ柄がら。

  「化学肥料でしょ？　腐ふ葉よう土どでしょ？　それから、え～と……なんでしたっけ？　あれれ？　さ、紗代忘れちゃったですよ。緊急事態です、葉ノ宮先輩。う～ん……あ、思い出せそう……イチゴクレープ？」

  　紗代ちゃんは、くりっとした大きな瞳ひとみをパチパチさせながら、必死に思い出そうとしている。肩の下辺りまで伸びた髪が軽やかにウェーブし、彼女の小作りの顔に似合っている。

  「小型プランターと防虫網、あと栄養剤。ちなみにうちの部にイチゴクレープは必要ないけど、部員のたっての希望なら、買って帰ろうか？」

  　微笑ほほえんで言うと、

  「やたっ」

  　紗さ代よちゃんは嬉しそうにその場でぴょんっと飛び跳ねた。が、その拍子にバランスを崩し、

  「ふえっ!?」

  　道路脇の電信柱にゴツンッとヘッドバット。

  「あいたたたたた～」

  　ぶつけた頭を押さえてうずくまろうとしたら――ガシャン――道端に駐輪していた自転車をおしりで倒し、

  「は、はれ？」

  　それが十台ほど横並びしていたものだから、バタバタバタッと見事な自転車将しよう棋ぎ倒だおしを完成させた。

  「ほわああ、紗代、なんてことを！」

  「だ、大丈夫。僕も手伝うから、二人で直しちゃおう」

  　二人で倒れた自転車を立て直していく。

  　紗代ちゃんはいつも元気で、部活動にも熱心な女の子。だけど実は慌あわて者で、かなりおっちょこちょいなところがある。

  　たとえば花の鉢を落としたり、スプリンクラーを暴走させたり、転んで頭から花壇に突っ込んだり、温室の温度を四十度にして花たちに生死の境をさまよわせたりと、その手のエピソードには事欠かない。ちなみにスプリンクラーは僕がびしょ濡れになりながら直したし、温室の異常も僕が早めに発見できたので、全滅は免まぬがれた。

  　うん、後輩のミスは先輩がフォローすべきだし。

  　それに、紗代ちゃんの失敗は彼女の一生懸命さから生まれたもの。ほんの少し要領が悪いだけだということも、この一か月、一緒に活動してきた僕にはわかっていた。

  　だから彼女の失敗を責めたことは一度もない。

  　まあ、僕自身、怒ったり、自分の意見を押し通したりすることは苦手ということもあるのだけど。

  「いつもいつもごめんなさいです、先輩」

  　自転車を元に戻し終えると、しょんぼりしながら紗代ちゃんは言った。

  　僕は励ますように、

  「気にしない、気にしない。さ、それより買い物しちゃおう」

  　そう言って駅ビルデパートのほうへ足を向けようとしたら、チョイッと制服の袖そで口ぐちをつかまれた。振り返ると、紗代ちゃんが上うわ目め遣づかいで僕を見つめている。

  「紗代ちゃん？」

  　紗代ちゃんは照れくさそうに小声で、

  「良かったです。葉はノの宮みや先輩が、紗代の先輩で」

  　そして今日の春の陽気のような、そんな穏やかな笑顔で付け加えた。

  「楽しいです、部活」

  　部活。

  　そう、僕たちの部活。

  　プロレス同好会――じゃなかった（紗さ代よちゃんのヘッドバットが脳のう裏りに焼きついていた）。

  　そうじゃなくて、種眠たねむ北高園芸部。

  　それが僕たちの部活。

  　そして今日は、その園芸部の活動に必要な園芸道具を買い出しに来たわけだ。

  　ちなみに、二年の僕と新入部員の紗代ちゃんがその担当になったのは、偶然でも誰だれかの思おも惑わくでもなんでもない。

  　園芸部員が今現在、僕と紗代ちゃんの二人しかいないからだ。

  「でも、こ～んなに楽しいのに、どうして部員が集まらないんですか？　お花ってキュートでラブリーで、見てるだけで、ほんわかウキウキしちゃうのに。紗代、ちょっと意外です」

  　駅ビルデパートの一階、種しゆ苗びようや園芸資材を豊富に扱っている『ふらＷＡ！』という店の中で、紗代ちゃんはハート型の花弁が愛らしいゼラニウムや、放射状の花を咲かせたマーガレットの鉢植えに目を輝かせた。

  「花壇だってあるし、立派な温室まであるのに。あ、先輩、マーガレットの花言葉ってなんですか？」
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  「恋占い」

  　僕は化学肥料の重い袋を抱えながら答えた。

  　花好き園芸好きな僕は、それが高じて花言葉にも詳しかったりする。

  　男のくせに、と言われそうで、いや実際今まで何度も言われたから、あまり人前では言わないようにしているけど、同じ部活仲間の紗さ代よちゃんには隠していない。

  「そっか、これって、〝好き、嫌い、好き、嫌い……〟ってやりながら、花びらをぷちぷち千ち切ぎっていくアレですよね？」

  「うん」

  「く～、紗代、知ったら無性にぷちぷちしたくなりました」

  「い、いや、それはお店の商品だからやめようね」

  　マーガレットから紗代ちゃんの関心を逸そらすために、僕は話を戻した。

  「野球とかサッカーとは違って、園芸部みたいな地味なとこは、どこもこんな感じだよ。毎年新人集めに苦労しているし、廃部になるとこだって少なくない」

  　言いながら、抱えていた化学肥料の袋をショッピングカートに入れる。贔ひい屓き目に見ても貧弱な体格で、実際に体力のない僕は、ふうーっと息を吐いた。

  「そのうえウチは去年できたばかりだから、知名度もないしね」

  「先輩が園芸部を創らなかったら、あの温室、取り壊されていたんですよね？」

  「うん」

  「はわ～、危機一髪ですよ～。もしそうなってたら、今あそこで咲いているお花たちに会えなかったんですから」

  　紗代ちゃんはそう言うと、ぐっと拳こぶしを握り締めた。

  「でもだからこそ、紗代は園芸部、頑張っちゃいます。先輩がお花たちのために命がけで創った部ですから！」

  　いや、命までかけた覚えはないけど。

  　しかし紗代ちゃんは、自分の発言に奮ふるい立ったようだ。それからは店内を馬ば車しや馬うまのように駆け回り、必要な品を次々にカートに放り込んでいった。……と思ったら、その三分の二は不必要なもので、税込み一万八千円の胡こ蝶ちよう蘭らんを鷲わしづかみにしてきたときには唖あ然ぜんとした。

  　結局精算する前に、もう一度品物を返しに店内を一回りすることになった。

  「あう～、滅めつ法ぽう、すいません。紗代、なんだか迷惑をかけてしまったようです……」

  　店を出るとき、紗代ちゃんは申し訳なさそうに肩を落としていたけど、僕はまったく気にしていなかった。

  　そんなことより、僕一人だけだった園芸部に新しい仲間が入り、こうして賑にぎやかに活動できることのほうが、ずっと嬉しい。

  「それじゃ、最後に一番大事なものを買って帰ろっか？」

  　紗さ代よちゃんは一瞬首を傾かしげ、それから思いついたように、手をパチンと叩いた。

  「クレープ！」

  　クレープ屋は駅ビル前の大通り沿いにある。

  　なるべく僕が重い荷物を持ち、紗代ちゃんには比較的軽いものを持ってもらいながら、デパートの出入り口に向かう。紗代ちゃんは僕のすぐうしろで「クレープ、クレープ」と楽しそうに呟つぶやきながらついてくる。

  　日はすでに傾いており、オレンジ色の光が自動ドアの透明ガラスから差し込んでいた。

  　ドアが開く。春の夕風が頬ほおを撫でる。

  　そして――。

  「え？」

  　そこで――。

  「あれって？」

  　僕は見た。

  「――バラ？」

  　視界に飛び込んできたのは、大たい輪りんの真っ赤なバラ。

  　夕陽よりも赤く、街並みに溢あふれたどの色彩よりも鮮烈な無数のバラ。

  　大通りの人波の一角に咲いたそれは、小さな花火のように真紅の花弁を広げ、そこだけが世界から切り離されたように、孤こ高こうの美を描き出していた。

  　すべてを寄せつけず、それでいてすべてを呑みこむような神こう々ごうしさ。

  　花びらは流りゆう麗れいな輪郭によって縁ふち取どられ、その一枚一枚が魅み惑わく的に語りかけてくる。僕の五感を虜とりこにする。

  　そしてついに心までも奪うばわれ、僕はただ立ちすくむ。

  　息をするのを忘れるくらい呆ぼう然ぜんと……。

  　バラは駅前通りを歩く人々の間を移動していた。

  　いや、違う。

  　移動しているのは……人ごみを抜けようとしているのは……――ひとりの少女。

  　周囲を圧倒するように咲くバラの束は、少女の背中の辺りから頭上の虚こ空くうに向かって花を広げていた。

  　それはまるでホログラムのように、もしくは少女マンガの背景に描かれる特殊効果のように、少女の背後を彩いろどっている。

  　なんだ……いったい……。

  　少女の周囲では何事もなく人々が行き交かっている。足を止めたり、少女を振り返ったり、その背後を見て目を丸くしている人はどこにもいない。

  　僕は隣となりに視線を向ける。紗さ代よちゃんがいる。

  「紗代ちゃん、あれ……」

  　目め顔がおでバラの少女を指す。が、紗代ちゃんは僕の目線の先と顔を交互に見つめ、

  「どうかしたんですか？　葉はノの宮みや先輩？」

  　不思議そうに首を傾かしげただけだった。

  　紗代ちゃんにも、皆にも見えていない？　僕だけにしか見えていない？

  　何度目を瞬しばたたかせても、目を擦こすってみても少女の背中のバラは消えない。

  　もう一度目を凝らす。

  　どうしても、少女が実際にバラの花束を背負っているようには見えない。

  　外がい縁えんが微かすかに半透明がかったバラの群れは、少女の背後に満開となって浮かんでいるようだった。

  　足早に通り過ぎていく少女の顔は、ここからはもう見えなかった。ただそのバラと、その向こうにわずかに透けて見える長い髪、そして華きや奢しやな体に着込んだ種眠たねむ北高の制服が、僕の目に焼きついていた。

  「葉ノ宮先輩？」

  　横から紗代ちゃんの声が聞こえたが、僕は遠ざかっていく少女の背から目が離せないでいた。

  　バラ。

  　花言葉はなんだったろう？

  　唐とう突とつにそんなことを思う。

  　たしか……。

  　バラを纏まとう少女の背中が人ごみに紛まぎれていく。

  　たしか……。

  　凜りんとした少女の背が消えていく。去ってしまう。

  「……――〝愛〟と〝美〟」

  「え？　先輩？」

  　両手に持っていた荷物をその場に落とし、僕は駆け出していた。
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  　ああ、なにやってんだよ。

  　自分でもワケわかんないうちに、僕はバラの少女のあとを追っていた。

  　なんていうか、もう……衝動――としかいえない突飛な行動だ。

  　元々僕は、よく言えば慎重、悪く言えば臆病な性た質ちだ。街中で見かけた少女を追いかけるなんて想像したこともなかった。一歩間違えれば変質者だし。

  　なのに、僕は少女を追った。

  　いいわけをするなら、やはりあの異常現象――少女の背後に咲いた満開のバラが気になってしょうがなかったから。

  　一目ボレ？　そんなんじゃ――……う～ん、わからない。

  　でもなんだか本当に、僕はバラの芳ほう香こうに誘われる蝶のように、彼女に引き寄せられてしまったんだ。

  　少女の姿は、駅前通りを行き交かう人々に紛まぎれたり、ネオンが瞬またたき始めた建物の陰になったりして、僕は何度も見失いそうになった。

  　しかしその都度、視界の端にバラの赤が浮かび、それを目印に僕は彼女についていくことができた。

  　いったいなんなんだろ、あれ。

  　バラの少女を気にかける人はいない。通行人は、皆平然と、無関心に少女とすれ違う。

  　やっぱり僕にしかあのバラは見えていない？

  　だとすると僕の目が、いや頭がおかしくなった？

  　そんな不安がよぎりながらも、僕の両足は前へ前へ、少女に向かっていく。

  　そうしてたどり着いた先は、線路に掛け渡された陸橋の上だった。

  　駅前通りと交差した道路が隆りゆう起きし、線路を越えていく陸橋。

  　通過していく車の量は多いが、徒歩で渡る人の姿は僕たち以外になく、威圧的に高い手すりは、夕陽を映して鈍にぶく輝いている。

  　バラの少女は橋を半分ほど渡ったあたりで、その手すりの間から線路を見下ろすようにして佇たたずんでいた。

  　僕は少し息を切らしながら、少女に気づかれないように近づいていく。

  　でも近づいてどうすんの？

  　いまさらながらに、自分の行動に頭を抱えてしまう。自分がなにをしたいのかわからない。

  　あの真紅のバラを間近で見たいから？

  　そのバラは相変わらず華麗に誇らしく咲いている。その艶つややかな姿を見せつけるように、あるいは少女の体を苗なえ床どこにして、外の世界へ手足を広げるように。

  　その美しさに思わず息を呑んだ。

  　もう少し近づきたい。あのバラに……あの女の子に……。

  　そんな想いを抑えられず、僕はまた一歩、少女に近づく。

  「来た」

  　少女の声が聞こえたのはそのときだった。

  　短く鋭い声。それはピンと張り詰めた緊張感を孕はらんでいて、僕はそれに気け圧おされるように足を止めた。

  「ペイジランクの完全植物型ね」

  　少女は線路を見下ろしたまま、ふんっと鼻で笑い、

  「ここで狩らせてもらうわ」

  　不敵に言い放った。

  　ペイジランク？　植物型？　狩る？

  　言葉の意味がわからないまま、僕は少女に倣ならって、橋の下の線路を見た。

  　ガタタン、ガタタン。

  　目がなにかをとらえるより早く、耳に電車の走行音が聞こえてきた。視線を少し遠くに向ける。

  「!?」

  　思わず目を見張った。

  　その車両は数百メートル先から規則正しい音を響かせ、まっすぐにこっちに向かってくる。一見なんの変へん哲てつもない客車。

  　しかしその先頭車両の天井には……天井には……。

  　ウソ……でしょ？

  　巨大な植物が根を張っていた。

  　いや、だからありえない。

  　植物はアザミのような鋭い有ゆう刺しの二ふた葉ばで、客車の車高と同等の高さがあるように見える。

  　天に向かって伸ばした二つの葉。それは植物の体たい躯くの半分以上を占め、闇を内ない包ほうしたような暗あん緑りよくの葉よう身しんは禍まが々まがしく、車両とともに近づいてくる。

  「え？　君、あれが見えてるの!?」

  　不意にバラの少女の声が聞こえた。

  　僕は巨大二葉に呆あつ気けに取られながらも振り返る。少女は背後にバラを咲かせたまま、信じられないといった表情で、僕を見つめていた。

  　初めて少女を真正面から見る。

  　腰こしの辺りまである長い髪、それを留めたヘアバンド、意志の強そうな瞳、細い顎あご、思わずみとれてしまうほどの端たん整せいな顔立ちに、折れてしまいそうなほどの華きや奢しやな体。着ている制服は間違いなくうちの学校のものだったが、何年生だろう？　もちろん知らない顔だ。

  「あ……いや、その……」

  　僕はうまく声が出せなかった。

  　少女に咲くバラに巨大二葉。唐とう突とつな超常現象に混乱していたところに話しかけられ、おまけに少女の美び貌ぼうに心奪われ、頭の中が真っ白になった。が、

  「まあいいわ、話はあと！　ぼさっとしてると、喰くわれるわよ！」

  　少女にぴしゃりと言われ、なんとか我に返る。

  「まずはあいつをかたづける！」

  　少女は迫ってくる車両を睨にらみ、真下の線路に向かって右腕を伸ばした。

  　チャリンッ。

  　鈴の音ねのように、少女の右手首のチェーンブレスレットが鳴った。

  　少女の細い手首に巻かれた銀色のチェーンには、同色の五、六センチほどの拳けん銃じゆう型キーホルダー――趣味が悪いとちょっと思った――がついていて、腕を突き出した拍子に少女の手の中に滑り落ちた。

  「典てん麗れい萌ほう芽が花か機き発はつ動どう――」

  　まるで呪文のように言葉を紡つむぎ、

  「――ガン・ブロッサム！」

  　決然と声を上げた。と同時に、少女の手の中のキーホルダーが淡く光りだし、次の瞬間、そこから何本もの細い緑色の蔓つるが飛び出してきた。

  　つ、蔓？

  　たしかに蔓。植物の蔓。

  　それはキーホルダーに巻きつき、絡からみつき、全体を覆おおっていく。形は拳銃のフォルムを保ったまま、植物が育つように銃身がぐぐっと伸び、巻きついていく蔓によって本体の大きさも増していく。あっという間に小さなキーホルダーだったものは、実際の拳銃以上の大きさになり、

  　バサッ。

  　トリガーにあたる部分に卵型の葉っぱを一枚、

  　ポンッ。

  　銃口にあたる部分には、釣つり鐘がねを横にしたような、ピンクをにじませた白い花を咲かせた。

  「……」

  　ほんの数秒で、拳銃型キーホルダーは、一いち輪りん花ばなと拳銃が融合したような、ファンシーな物体になった。

  　拳銃型切り花？　切り花型拳銃？

  　そんな形状の物体に僕はもう……なんというか……その……絶句――。

  　夢ならいいかげん醒めてほしい。

  　驚きよう愕がくと衝撃をはるかに超え、呆あきれたようにそんなことを思う。

  　しかし少女の顔を見てハッとした。

  　花はな型がた銃じゆうを携たずさえた少女の顔はどこまでも真剣で、その緊張感がこっちにもひしひしと伝わってきたからだ。

  「外はずさないわ」

  　ギャグにしか思えないような銃を構えたまま、少女が呟つぶやく。背中のバラは燃えるように咲いている。

  　その視線と銃口――花弁だけど――は手すりの隙すき間まから線路の上へ。ついに百メートルほどに迫った車両に、いや、その天井で二ふた葉ばを広げた巨大植物に向けられている。

  　ガタタン、ガタタン。

  　電車の音は喧やかましく。

  　ガタタン、ガタタン。

  　少女が唇をキュッと結ぶ。

  　ガタタン、ガタタン。

  　巨大植物が天を仰ぐようにその葉を掲げ、

  　――ダーンッ!!

  　花型銃が唸うなった。
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  　僕の視界に映ったのは、花はな型がた銃じゆうの銃口から飛び散った無数の花びら。その優ゆう雅がな舞まい。

  「銃じゆう花かの弾丸は心の力を秘めた光の種よ。よく見なさい。あたしの心の強さが密みつ鬼おにを狩るわ」

  　その言葉の意味はさっぱりだったが、たしかに小さな光の弾丸が、巨大二葉の片方の葉を見事に撃ち抜いていた。

  　真ん中に穴を穿うがたれた葉は、次の瞬間生せい気きを失い、萎しおれ、枯れ、風圧によって脆もろく崩れ去っていく。

  　しかし、それが茎を伝ってもう片方の葉を侵食する寸前、その片割れは葉よう身しんと茎とを結ぶ葉よう柄へい部分を捩ねじ切ると、上空に向かって飛び上がった。

  「葉っぱが飛んだよ!?」

  　僕は叫んだ。なんかもうおかしな奴の寝言のようだが、事実なのだからしょうがない。

  　しかもその葉っぱ、僕に向かって飛んできた。

  「うっ、うわわあっ！」

  　情けない悲鳴をあげ身を引こうとするが、さらに情けないことに恐怖に足がすくんで動けなかった。

  　迫ってくる巨大な葉は僕よりも大きく、その葉先の棘とげは三十センチほどもある。それはまるで錐きりのように鋭く、僕の薄い胸なんか容易に刺し貫きそうだ。

  　有ゆう刺しの葉は、一度は橋の手すりを掠かすめるように飛び上がり、しかしすぐに空中で方向転換すると、震える僕に狙いを定め急降下する。

  　僕は無意味と思いながらも両手で頭を覆おおった。

  「なっさけないっ」

  　有刺の葉が風を切る音とともに少女の呆あきれた声が聞こえた。そして、

  　ダンッ！　ダンッ！

  　銃声二発。

  　数秒ののち、自分の体がまだ無事だということに気づいた僕は、顔を上げた。

  　白い花びらが舞う。有刺の葉はもうどこにも見えない。

  　花びらの乱舞が、少女の銃があの〝葉〟を仕し留とめたことを物語っていた。

  　そっか。僕は彼女に助けられたんだ。

  　ようやく気がついた。

  　舞い散る白い花びらの向こうから、その背に赤いバラを咲かせた少女が近づいてくる。

  　綺麗だと思った。巨大二葉に襲われたショックを忘れるほどに、すべてが美しいと思った。

  　少女は僕のそばまで来て立ち止まると、じっと見み据すえた。

  「君、あたしの密みつ花ばなも見えてるの？　見えてるんでしょ？」

  　なんのことやら。

  「うん、やっぱり、そうよね……花はな視みだわ、こいつ。能力特とつ化かがまだみたいだから、覚かく醒せいはしてないようだけど……うん、わかってる。こんな偶然、滅多にないもの……うん……うん……でもね……なんかこの子、冴えないのよ。よれよれのＴシャツみたいだもの」

  　少女は目の前の僕ではなく、まるで誰だれかと電話で話しているかのようにぶつぶつと呟つぶやいている。ていうか、よれよれのＴシャツって、僕？

  「ああ、うん、そんなの関係ないのはわかってる……でも……でもあたしも初めてっていうか、初体験だしさ……」

  　戸と惑まどうように少女の目が泳ぐ。

  「え？　それもやっぱり関係ない？……そ、そうね。そうよね。よ、よし、やるわ！　やってやるわ！　あたしにまかせなさい！　すぐにあんたを助けてあげるからねっ」

  　少女は見えない誰かに向かって開き直るように言い放ち、そして改めて僕を見み据すえた。

  「君――」

  「はい？」

  　少女の唇が動く。その動きさえも美しい。美しいのに――……。

  「君、あたしをなめなさいっ！」

  　そのセリフだけは、お世辞にも、美しいとは言えなかった。
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  『君、あたしをなめなさいっ！』

  　陸橋の上で、初対面の少女からそう言われた僕は愕がく然ぜんとした。

  　そりゃするよ。

  　少女の顔とその背後のバラが迫ってくる中、僕は彼女のセリフをもう一度胸きよう中ちゆうでなぞり――あたしをなめなさい？――そのあまりの非常識さにくらくらした。

  　と同時に目の前の非日常が、僕の平穏な日常を脅おびやかすのが怖くなって、

  「うっ」

  「う？」

  「うっわああああっ!!」

  　悲鳴をあげてダッシュした。逃げた。

  「ちょっ、な、なによ君!?　逃げるな、バカ！　ていうか、失礼でしょ、バカ～！」

  　少女の怒鳴り声を背後に残し、人生最高速度で激走した僕は、涙目、汗だくになりながら陸橋をあとにし、通りかかったタクシーに飛び乗った。

  　そしてそのまま、まっすぐ帰宅。自分の部屋にこもった。

  　寝よう！

  　ベッドに倒れる。身体はへとへとなのに、気持ちは異様に高ぶっていた。

  　落ち着け落ち着けと言い聞かせながら、頭まで布団を被かぶる。今日はもうなにもしたくないし、誰とも会いたくない。

  　家には僕一人だけだった。

  　うちの親は共働きで夜遅くじゃないと帰ってこないし、息子に対し放任主義であまり干渉もしてこない。そんな両親に今日だけは心から感謝した。

  　いやホント。もし我が子の異変に気づいて何事かと心配してくる親がいたら、僕はなんと答えればよかったのだろう？

  「あのさ、学校帰りにバラを背負った女の子を見つけてね。その子を追ってったら電車の上に巨大な二ふた葉ばが生えててさ。それを見た女の子はキュートな花の銃で二葉を撃ち倒しちゃったんだ。で、そのあとで女の子が僕に言うんだよ。私をなめてって。あははっ、驚くよね！」

  　……軽く将来が崩壊するよ。

  　ため息をつき、ぎゅっと目を瞑つぶる。このまま明日の朝まですべてを忘れて眠りたい。

  　なのに、寝返りを打つたびに陸橋でのことがフラッシュバックした。

  　バラの少女、襲いくる巨大二葉、花の銃……。それらが瞼まぶたの裏に浮かび、興奮と恐怖を呼び起こす。胸の鼓こ動どうは高鳴ったまま。そして――。

  『君、あたしをなめなさいっ！』

  　少女の声が一晩中、頭の中でリフレインした。

  　結局ほとんど眠れずに夜が明けた。

  　正直、学校へ行く気にはなれなかった。が、温室のシネラリアの花が、昨日元気がなかったことを思いだした。

  　水を控えて様子を見ようか。それとも栄養剤を与えたほうがいいかな。土が合わないことだって考えられるし……。

  　う～ん、気になる……ものすご～く気になる……。

  　花のことを考え出したら、おちおち休んでなんかいられない。そういう性格なんです。

  　僕は気けだるい身体に鞭むち打って登校することにした。ただしいつもの電車通学ではなく、バスに乗って。昨日の今日で電車はきつい。また車両の上に巨大二葉がいたら、なんてことを考えると、やっぱり怖かった。

  　僕のクラス、二年Ｃ組の朝はいつもと変わらず、ホームルーム前のひとときは、クラスメイトたちのおしゃべりで賑にぎやかだった。

  　種眠たねむ北高は進学校だけど、だからといって皆が机に齧かじりついて自習しているわけでもない。まだ二年生だし。担任の島しま田だ明あき恵え先生が時々呆あきれぎみに言うように、Ｃ組にはのんびり屋が集まっただけ、なのかもしれないけど。

  　そんな二年Ｃ組の雰囲気が、僕は気に入っている。

  　しかし今朝は、その雰囲気に混ざる気力も体力もなかった。

  「おお？　なんだなんだ洋ひろ？　おまえ、なんかやつれてんじゃね？　あれか？　昨日やりすぎ？　うっひょ～、わけえなあ、おい」

  　窓際の一番うしろの席で突っ伏した僕に、前の席の男が能天気に話しかけてきた。

  　鐘かね綿わた昌しよう平へい――中学の頃からの僕の親友、いや、悪友か。

  「じゃなけりゃ、あれか？　具合悪そうなフリして保健室行き？　さらに保健委員の女子に優しく介かい抱ほうされて～、なんて考えてやがるな、こいつ！　策士、おまえ、とんでもねえ策士！――でもうちの保健委員って誰だっけ？……ぬお、人気ナンバーワン、聡さと美みちゃんじゃねえか。ちくしょう、負けねえぞ。俺が先に保健室に行ってやる。洋、今すぐ俺を殴れ、殴るんだ。そして俺を聡美ちゃんと一緒に保健室へ～！」

  　もうホントうるさい。

  　僕はしかたなく顔を上げ、

  「おお、殴ってくれるか？　痛くなく、でも保健室に行かないとどうしようもなく、且かつ、聡美ちゃんの同情を引くくらいの強さで頼む」

  　昌平の注文は無視して口を開く。

  「昌平」

  「なんだ？」

  「バカばっかり言ってると、将来に花が咲かないよ」

  「いやっほう！　俺の将来、満開のトリカブトが咲いてるぜ！」

  　いや意味わかんないし。しかも猛毒の花が咲く将来って……。

  　友人の前途に不安を覚えながらも、僕は話を打ち切るように窓の外に目をやった。

  　澄んだ空からは、朝陽が燦さん々さんと降り注いでいる。今日も暖かくなりそうだ。

  　昼休みに、花壇と鉢植えに水を撒まいといたほうがいいかも。

  　ぼんやりとそんなことを考える。

  　シネラリアには朝一で栄養剤をあげておいたし、それでもダメなら、もっと水はけのいい土に移し変えてみよう。あ、そうだ。鉢植えのシレネを日当たりのいい場所に動かさなきゃ。そろそろ防虫対策もとらないといけないし、春蒔まきの種だって検討しなくちゃならない。うん、いろいろとやることはある。忙しいぞ。

  　大好きな園芸部の仕事で頭をいっぱいにすると、昨日のこと――バラの少女や巨大二ふた葉ば、それを撃ち抜く花の銃のことが、次第に現実味をなくしていった。

  　元々非常識過ぎたのだ。一晩たって落ち着いて考えてみると、とうていあれが実際にあったことだとは思えなくなってくる。

  　そうだ、僕は白はく昼ちゆう夢むでも見たんじゃないか。

  『君、あたしをなめなさいっ！』

  　思わず苦笑する。

  　ありえない。どこの世界に初対面でそんなことを言う女の子がいる？

  「うん、きっと夢だったんだ」

  　窓の外を眺めながら、そんな呟つぶやきをもらしたとき――。

  　ガラッ。

  　教室の扉とびらが開き、明あき恵え先生が入ってきた。

  「起立」

  　クラス委員長の声に皆が立ち上がる。もちろん僕も。

  「――!?」

  　が、僕はイスから半分ほど腰を浮かした姿勢で、瞬間冷凍のごとく固まってしまった。息も止まった。鼓こ動どうだって止まったように思えた。

  「おはようございま～す」

  　クラスメイトの声が呑のん気きに響く。

  　僕は声もなく、教壇に立つ明恵先生の隣を見つめていた。

  　そこには昨日のバラの少女が立っていた。

  

  「尊みこと莉り花か……」

  　転校生だという少女は小声で名乗ると、軽く頭を下げた。挨あい拶さつらしい挨拶なんかない。

  　クラスメイトの好奇の視線を浴びても終始俯うつむいたまま。感情の読みとれない瞳は床の一点をじっと見つめ、唇はつまらなそうに引き結ばれている。

  　う～ん、なんていうか……積極的に皆の輪の中に入っていくタイプではなさそう。

  　その態度からは、寡か黙もくでとっつきにくそうな印象を受けるし、整った顔立ちは、俯いてるとあまり目立たない。

  　どことなく周囲を寄せつけないような、頑かたくなな雰囲気を感じる。

  　そんな感想を抱いたのは僕だけじゃなかっただろう。転校生と聞いて盛り上がった教室内の高こう揚ようは消え、クラスメイトたちがひそひそと交かわす囁ささやきには、微かすかに戸惑いが感じられたからだ。

  　思わず首を傾かしげる。

  　その顔立ちも、背格好も、長く綺麗な髪もヘアバンドにも見覚えはある。あのバラの少女にそっくりだ。

  　しかしそんな自分の記憶を疑いたくなるほどに、尊莉花と名乗った転校生からは、バラの少女の持つ強烈な存在感が消えていた。

  　そしてさらにもう一つ違うこと。

  「バラがない……」

  　そう、転校生の背後にはバラなんてなかった。どれだけ目を凝らしてみても、何度、目を擦こすってみても、バラはない。

  「……やっぱり昨日のアレは……夢……」

  　口の中で呟つぶやく。

  　そのとき、俯うつむいていた彼女が僕にチラリと視線を向けた。

  　そしてほんの一瞬、昨日のバラの少女を彷ほう彿ふつさせる不敵な笑みを浮かべた……ように見えた。

  　僕はぞくりとし、視線を逸そらす。

  「尊みことさんの席は――」

  　明あき恵え先生の声が聞こえてくる。

  　僕は前を向くことができず、顔を横に向けたまま。

  　そこには、Ｃ組の生徒数が奇数のために空あいている席が一つ。

  　ハッとする。

  　空こ席れってまずくない？

  　悪い予感と同時に、明恵先生の明るい声が響いた。

  「――葉はノの宮みや君の隣ね」

  　ちょっと待って！　と、言えるわけもなく、あわあわと言葉にならない声をもらす僕に、彼女は静かに近づいてくる。

  「……」

  　尊莉り花かは僕の前まで来ると、その髪をわずかに揺らして会え釈しやくした。

  　無表情なのでなにを考えているのかわからない。が、彼女が隣の席のイスを引いたときになって、ようやく気がついた。

  　彼女の制服の袖口から覗のぞくチェーンブレスレット。そこに見覚えのある拳けん銃じゆう型キーホルダーが付いていることを。

  　イスに腰掛けた彼女は、持っていたスクールバッグを机の上に無造作に置いた。

  　その拍子に拳銃型キーホルダーがカチャッと音をたて、ついに僕は確信して、観念した。

  　昨日のできごとは、やっぱり現実だったんだ、と。
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  「ぐすっ、ひどいです～、葉はノの宮みや先輩～」

  　昼休み。

  　中庭の花壇に如じよ雨う露ろで水をあげてると、パタパタと駆けてきた紗さ代よちゃんが、僕を涙目で睨にらんできた。もちろん怖くはないが、その顔を見て僕は「あっ」と声を上げ、危うく如雨露を落としそうになった。

  「ご、ごめん」

  　まずは謝る。

  　昨日の夕方からの予想外の連続イベントに気が動転していたのだろう。昨日、一緒に園芸道具の買い出しに行った紗代ちゃんを、いっぱいの荷物とともに置き去りにしたことを、今になって思い出した。

  「紗代、あのあとずっしりと途方に暮れましたよ～。腐ふ葉よう土どとか肥料とか重くて、びくともしなくて、骨も心も脱だつ臼きゆうしそうになりました。泣きそうになりました、い～や泣きました、泣きましたとも」

  　たしかにあの量の荷物を女の子一人で持って帰るのは無理だ。男の僕でさえ（腕力はからっきしだけど、それでも紗代ちゃんよりはあるはず。たぶん）細こま々ごましたものを紗代ちゃんに持ってもらって、休み休み、学校に戻ろうと思っていたのだから。

  「ホントにごめん。ごめんなさい！」

  　後輩の女の子に向かって頭を下げる僕に、先輩の威い厳げんなんてまるでない。元々ないけど。

  「いったいなにがあったんですか、先輩？」

  　紗代ちゃんは僕の手からそっと如雨露を取ると、僕の代わりに花壇に水をかけはじめた。

  　春の花壇には、小さな花びらが傘状に集まったイベリスや、白い花弁を星形に広げたオーニソガラムが咲き、キラキラと水滴を輝かせている。

  「紗代、ものすご～く心配したんですよ」

  　ひどいことをした僕を心配してくれた紗代ちゃんに感激しつつ、とにかく猛もう省せい。

  　しかし昨日のことについて言うのはためらわれた。ていうか言えるわけがない。先輩としてというより、人としてなにかを失いそうだし。

  　しかたがないので、「突然急用を思い出しちゃって……」と、苦しい理由でごまかし、紗代ちゃんにつっこまれる前に、逆に質問した。

  「でも、紗代ちゃんはどうやって学校に戻ってきたの？」

  　タクシーにでも乗ったのだろうか？　もしそうなら部費から、いや自腹でもいいけど、タクシー代は払うべきだ。

  「へ？　いや、その、てへっ」

  　紗さ代よちゃんは花壇を向いたまま、なぜか慌あわてたように如じよ雨う露ろを持った手を振り回した。ちょっとした噴水のように水が飛び散っているが、紗代ちゃんに気にするそぶりはない。

  「さ、紗代、ほとほと困って、で、ですから、その……宗そう也やくんにエマージェンシーコールをしまして、それで来てもらったといいますか、にはは」

  「宗也くん？」

  「は、はい……あ、あの……紗代の……その……なんというか……カ……」

  「カ？」

  「カ……カカ……カカカカレ――ンデュラ！」

  「カレンデュラ。別名キンセンカ。キク科の一年草。花言葉は〝悲嘆〟」

  「花は綺麗なオレンジなのに、花言葉はブルーです～――じゃないですっ！」

  　紗代ちゃんはようやく向き直り、耳を真っ赤にさせて、

  「か、彼氏……です」

  　消え入りそうな声で言った。

  　彼氏？

  　紗代ちゃんにそんな人がいたとは意外だった。が、ドジだけど、素直で性格もいい紗代ちゃんのことだ、彼氏くらいいてもおかしくはないだろう。

  「そっか。じゃあ、その彼氏にも迷惑をかけちゃったね。ホント、ごめんね」

  　僕がもう一度謝ると、紗代ちゃんは「いいえ」と、俯うつむき加減に首を振った。如雨露を振り回していた手はいつの間にか止まっていた。

  　なんだか少し妙な間が開いたが、

  「葉はノの宮みや先輩！」

  　紗代ちゃんが満面の笑みを浮かべて言った。

  「今日の園芸部の活動はなんですか？　紗代、楽しみです」

  　しかしその言葉に、僕はまたもや頭こうべを垂れる。

  「ごめん。今日もちょっと用があって、もしかしたら部活遅れる……いや、もしかしたら行けない……かもしれない」

  　歯切れの悪い僕の言葉に、紗代ちゃんは怪け訝げんそうな表情を向ける。

  「なんの用事です？」

  　僕は「クラスメイトと……約束をね」とだけしか言えず、約束というより脅迫だよな、と心の中で嘆なげいた。

  

  　それは三時間目の数学の授業中のことだった。

  　昨日、ありえない状況下で出会った尊みこと莉り花かが、今日の朝は転校生として現れ、今は僕の隣の席で授業を受けている。

  　僕は何度も横目で尊みことさんの様子を窺うかがった。すました表情で黒板の文字をノートに書き写している。

  　背中のバラがあってもなくても、その横顔はやっぱり……綺麗で、かわいい。

  　な～んてことをのほほんと思ってる場合じゃないぞ。

  　僕は一人、頭をかきむしり、小さくため息をつく。

  　この得体の知れない不安、心に漂う怖れ、暗闇に取り残されたような焦しよう燥そう。

  　まるで判決を待つ被告人のようだ。被告人になった覚えはないけど。

  　そんなふうにそわそわしていると、不意に僕の机の上に小さな紙きれが置かれた。

  　それは二つ折りになっていて、僕が、おや？　と思う間もなく、その紙をよこした少女の手は、隣の席へ戻っていった。

  　尊さんからのメーセージだ。

  　心臓が一気に高鳴る。

  　尊さんは何事もなかったように黒板を見み据すえたままだ。質問を受け付けてくれそうにはない。

  　僕は紙きれを手に取る。

  　ちょっとだけ指が震える。

  　深呼吸を一つし、ゆっくりとそれを開けた。

  〝放課後、教室に残りなさい。逃げたら撃つ。ドッキューンッ〟

  「……」

  　うう、〝ドッキューンッ〟が、鮮血のような赤い字で、とてもおどろおどろしい……。

  　昨日の、巨大二ふた葉ばを撃うち抜いた花はな型がた銃じゆうが脳のう裏りをよぎる。

  　ああ、逃げたら本当に撃たれるのかな。消されるのかな。僕の平和な高校生活ってどこにいったのかな。

  　暗あん澹たんとしながら、もう一度、尊さんを見つめる。

  　尊さんは前を向いたままチラッと笑みを浮かべ、右手首の拳銃型キーホルダーを指で軽く弾はじいてみせた。

  　……崖っぷちに追い詰められたような気分です。

  　僕はごくりと唾つばを呑み込んだ。

  　もう逆らえるわけがない。僕の運命は危険な非日常へぐいぐい引っ張られているようだ。

  　どうなっちゃうんだろ？　僕。

  　思わず引きつった笑顔を浮かべたら、それと同時に、数学の担当教諭から次の問題をあてられた。

  

  「先輩？」

  　先程のことを思い出して、僕は少しぼ～っとしていたらしい。気がついたら紗さ代よちゃんが僕の顔を心配そうに覗のぞきこんでいた。

  「先輩、少しおかしいです。悩みがあるなら、紗代、ど～んと相談に乗りますよ」

  「あ、いや、大丈夫だよ、なんでもない、なんでもない」

  　僕は精一杯笑顔を作った。心を落ち着かせるように花壇を見つめる。

  　水を浴びて色を増した花々は美しく、どれも力強くひたむきに咲いていた。

  　花はいいな。

  　まるで僕を励ましてくれているよう。

  　心配ないよ、洋ひろ。私たちがここで見守っているよ、洋。そんな花の声さえ聞こえてくるようで――。

  「わひゃっ！」

  　悲鳴とともに、紗代ちゃんが花壇に尻しり餅もちをついた。

  「いたたたっ、紗代、縁ふちに足を引っかけました～」

  　そう言ってバツが悪そうにはにかむ紗代ちゃんのおしりの下、僕を励ましてくれていた花は――見事に潰れていた。

  「……」

  　とても縁起が悪かった。



  


  ５

  

  「――君、あたしをなめなさいっ！」

  　夕陽が差し込む二年Ｃ組の教室に、尊みことさんの声が響き渡る。

  「ちょ、ちょっと待ってよ、尊さん」

  「莉り花かでいいわ！　君にはいろいろと協力してもらわないといけないんだから、そのくらいは許可するわよ！　どうぞよろしくねっ！」

  「そ、そんな逆ギレ気味に言われても。ていうか、皆の前と態度が違うような……」

  「そんなの当然！　あたしは学校では一人でいたいの！　目立ちたくないの！　友達づきあいなんてまっぴらなの！　そんなので〝花はな狩かり〟に支障が出たらやだもの！」

  　はなかり？

  　眉をひそめた僕の両肩を、尊さんはガシッとつかんだ。その顔は真っ赤。怒っているんじゃなくて、彼女自身もはずかしいのかもしれない。

  「いいから早くなめなさい！　こんなとこ誰かに見られたらどうすんのよ！」

  　尊さんが転校してきた日の放課後。

  　そのメッセージどおり待機していた僕は、皆が帰ったのを見み計はからったように現れた彼女に迫られていた。

  「み、見られて困るようなことはやめようよ」

  「なめないと、もっと困るのよ！」

  　目の前に尊さん、うしろは教室の壁。追い詰められた僕に向かって、彼女はゆっくりと顔を近づけてくる。

  　な、なにをする気!?

  　間近で見る彼女は、今朝、皆の前で自己紹介したおとなしそうな転校生ではない。その熱く激しい口ぶりは、間違いなく昨日のバラの少女だ。

  　僕はその迫力と魅力にくらくらしながら、声を振り絞しぼる。

  「待って！　待ってよ！　わけわかんないよ！」

  　身を捩よじってその手から逃のがれようとする。が、僕が非力なのか尊さんの腕力が並み外れているのか、その手が僕の肩から外れることはなかった。

  「花は見られることで美しく力強く咲くの！　そしてそれが花の能力者の力になる！」

  　尊さんが僕の顔を覗のぞき込んでくる。

  　僕は彼女の深い瞳に吸い込まれそうになった。

  「昨日君はアレを見たんでしょ？」

  　幾いく分ぶん小声で尊さんが訊いてくる。

  　アレとは尊さんの背後に咲いていたバラか、巨大二ふた葉ばか、それとも花はな型がた銃じゆうか。

  　尊みことさんは僕の答えを待たずに続けた。

  「〝花はな視み〟の力を持った子に偶然出会えるなんて驚いた。とんでもなくラッキーだって思ったわ。でもすぐに気づいたの。君がまだ完全に覚かく醒せいしていないことにね」

  「……」

  「花視が覚醒していれば、ノーアクションで密みつ花ばなを視みることはできないはずよ。すべての力が花視能力に特化されるから。その意味ではあたしたちより不便かもしれないけど、花視の力を自在に使いこなせればそんなの問題じゃないわね。まあ、それはともかく、君が昨日あたしの密花に気づけたのは、きっと覚醒前だったから。でも君の様子じゃ、今はあたしの花は視えてないんでしょ？　うん、それは覚醒の準備が整ったってこと。あとはきっかけさえ与えれば、君は花視に目覚めるわ。どう、わかった？」

  「はい。一ミリも理解できません」

  「君、バカァ？」

  　いや今ので理解しちゃうほうが、ある意味バカでしょ？

  〝花はな狩かり〟、〝花視〟、〝密花〟、〝能力〟、〝覚醒〟……。

  　そんなキーワードはまるで漫画のようだし、現実でそんなことを語られたら普通は引く。僕だって昨日のことがなければ、尊莉り花かは変人なんだと決めつけていただろう。

  　だけど……。

  　心の中で呟つぶやく。

  　だけど僕はこの目で見ちゃったんだ。

  　巨大二葉を。それに対する花の銃を。そして美しい尊莉花に咲く、美しい真紅のバラを。

  　だからたとえ意味がわからなくても、僕は彼女の話を無視することはできなかった。

  「とにかく君、あたしの蜜みつをなめて、完全に花視として覚醒しなさい！」

  　でもホント理解は無理。

  　しかも〝あたしの蜜〟ってなんだか、その、ちょっと……いやらしい。

  　そんなことを考え、さらに狼ろう狽ばいする僕の前で、尊さんは軽く頭を振った。綺麗な髪がさらりと揺れ、髪で隠れていた尊さんの右耳が覗のぞいた。夕陽を反射し、キラッとなにかが光った。

  　イヤリング？

  　尊さんは桜の花びらを象かたどった、小さなイヤリングをつけていた。

  「ねえ？」

  　不意に僕から視線を逸そらして、尊さんが言った。

  「それでいいのよね？」

  「いや、僕に訊かれても」

  「君じゃないわよ、バカ」

  「？」

  　思わず首を傾かしげると、僕と尊みことさん以外の人の声が聞こえてきた。

  〝はい。たぶん莉り花かさんの花はな狩かりの力が刺激となって、彼さんの花はな視みの力が目覚めるはずです。一種の共鳴反応です〟

  　その声は携帯電話から聞こえてくるような、機器を通した女の子のもの。ゆったりと穏やかに耳に届く。

  〝うふふ、ですからなめさせてあげてください。れろれろれろ～と〟

  「いや、そんなふうにはなめられたくないんだけど」

  〝では、にちゃにちゃにちゃ～と〟

  「もっとイヤよ！」

  　そこでようやく僕は気がついた。その声が、尊さんの右耳の花びらイヤリングから聞こえてくることに。それが超常現象的産物なのかハイテク技術なのかは知らないが、声の主が楽しんでることだけはわかった。

  〝莉花さん、照れちゃってかわいいです、うふふ〟

  　と言って笑う。

  「もうっ、あたしで遊ぶな」

  　ぷくっと頬を膨ふくらませて怒る尊さんは、なんだかとても子供っぽく見える。

  「と、とにかく、こいつの力を覚かく醒せいさせたら、すぐに連れてくわ」

  〝はい。お二人ともエッチな気分にならないでくださいね〟

  「バカッ！」

  　尊さんは顔を真っ赤にして言い放ち、それから僕に向き直った。

  「……覚悟はいい？」

  　その言葉はやっぱり、僕にというより尊さんが自身に言い聞かせているように思えたが――バッ――唐とう突とつに彼女は僕の頭を抱きしめ、自分の体に引き寄せた。

  「!?――み、尊さん!?」

  「あたしの――！」

  　僕の声を遮さえぎって尊さんが言う。

  「あたしの蜜みつ口ぐちは首筋よ！」

  　彼女に引き寄せられた僕の頬が、ちょうどその首筋に触れる。ほのかに石せつ鹸けんの香りがする。尊さんの肌はつやつやとしていて、桜色に艶つやっぽく染まっていた。

  　僕は、ぼ～っとしていた。脳みそがとろけてしまったようだ。

  　女の子に抱きしめられたのも、こうやって肌を触れ合わせたのも初めてだ。体はぎしぎしと硬直し、体温は沸ふつ騰とう、感覚がきゅうっと絞しぼられるように、彼女しか感じられなくなっていく。

  「尊……さん」

  　視界には彼女の首筋しか映らない。僕の熱い息がそこにあたる。

  「んっ……」

  　彼女が喉のどの奥で声を上げる。

  　僕の中でこんなにも鼓こ動どうが高鳴っているのに、彼女の声は、その吐息とともにはっきりと聞こえてくる。

  「早く……なめなさい……よ」

  　耳元で彼女が言う。僕の茹ゆだった頭では思考が回らず、彼女に言われるままその首筋に唇をくっつける。

  　彼女がビクッと体を震わせた。

  「そう……そこ」

  　いつの間にか、僕も彼女の体を抱きしめていた。細くて柔らかくて、折れてしまいそうな彼女の体。それを全身で感じながら、僕はおずおずと舌を出す。そして――。

  　ぺろっ。

  「ひゃっ」

  　彼女の小さな悲鳴を耳にしつつ、その首筋をなめた。

  　ドクンッ。

  　太鼓のような鼓動。頭の中で炸さく裂れつする光。

  　その衝撃に僕はふらつき、彼女の体から離れると、その場にぺたんとへたり込んでしまった。
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  　ドクンッ。

  　鼓こ動どうとともに、視界は暗幕で覆おおわれたように閉ざされ、

  　ドクンッ。

  　次の鼓動でその暗幕が剥はぎ取られ、光が戻ってくる。

  「あ……」

  　そのとき僕の鼻び腔こうに花の香りが広がった。それは瞬またたく間に肺に満ち、そこから体の隅すみ々ずみにまで運ばれていく。

  　その花の香りはバラだったろうか？

  　判然としないまま、それは体の中に溶けるように消え、代わりに漠然とした花の輪郭が脳のう裏りに描かれていく。次第にそれははっきりとした形を持ち、そしてようやく、僕の視界に昨日のバラが映し出された。

  「どう？　視みえる？」

  　尊みことさんが僕を見下ろしている。

  　その背後には、彼女と初めて出会ったときと同じ、鮮せん紅こうのバラの傘が広がっていた。

  　ああ、本当に昨日のことは夢じゃなかったんだ。

  　僕はそう思いながら、彼女のバラをもう一度見られたことが、なんだか無性に嬉しかった。

  「見えるよ……尊さんのバラが」

  「尊さんじゃなく、莉り花か」

  　僕は一瞬ためらい、それからちょっとだけうなずいた。

  「莉花……さん」

  　莉花さんは肩をすくめ、

  「ま、いっか」

  　それだけ言うと、突然僕の制服の襟えり元もとをつかんで引き上げようとする。

  「ほらシャキッとしなさいよ！」

  　怒られて、僕は慌あわてて立ち上がる。

  「とっとと行くわよ！」

  「い、行くってどこに？」

  　莉花さんは、僕を教室の出入り口に向かってぐいぐいと引っ張っていく。

  「そんなの決まってるじゃない！」

  　莉花さんは足を止めないまま、当たり前のように言った。

  「あたしのうちよ！」
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  　詩し雨さめ駅は種眠たねむ市の市街地に位置し、種眠北高校と種眠第二中学校という二つの学校の最も寄より駅になっている。そのため朝と夕方のラッシュは、両校の生徒たちを中心に多くの乗客でごった返す。が、今日はいつもより遅く乗ったせいだろう、電車の中は意外にすいていて、僕と莉り花かさんは難なく座ることができた。

  「この電車って漣れん芽が駅に……」

  　転校してきたばかりの莉花さんは、まだこの路線のダイヤに慣れていないようだ。ちょっと不安そうな顔で、車内の路線掲示板に目を凝らしている。

  「漣芽にはどの電車も止まるはずだよ」

  　教えてあげると、

  「そ、そんなの知ってるわよ」

  　すまし顔で答え、路線掲示板から目を逸そらした。

  　莉花さんのうちは、詩雨駅から上のぼりで六つ目の漣芽駅下車で、そこから徒歩で数分のところにあるらしい。漣芽町は新興住宅地として数年前から開発が進んでいる地域で、マンションがやたらに増えている。

  　ちなみに僕は普段、詩雨駅と漣芽駅の真ん中にある果か彩さい駅を利用している。

  　なので途中、電車が果彩駅のホームに滑すべり込んだときには、つい座席から腰を浮かしてしまい、

  「君、逃げる気？　撃つわよ」

  　莉花さんから殺気のこもった視線を投げかけられた。

  「あたしの銃じゆう花かは生身の人間にも効くんだから」

  　そう言って、手首の拳銃型キーホルダーをチラつかせる。

  「や、やだなあ、逃げないよ」

  　僕がへらっと笑って答えると、それを見た莉花さんは、呆あきれたように息を吐はいた。

  「臆おく病びよう者もの」

  「え？」

  　その言葉が胸むねにチクリと刺さる。

  「君って周囲に流されるタイプじゃない？　ていうか、周りに合わせるだけの人？　それを穏やかな性格とかって勘違いして、臆病な自分を隠している人？」

  「……」

  　いきなりそんなことを言われて、僕は言葉に詰まった。

  「あたしの嫌いなタイプだわ」

  　莉花さんは揶や揄ゆするように笑い、座席に深くもたれた。

  　その背のバラは潰れることなく、莉り花かさんの背中と座席に重なり合って咲いている。

  　まるで３Ｄ画像か幻覚のよう。さっき莉花さんに気づかれないように触れようとしたら、指は素通りしてしまった。

  　僕はそんな莉花さんのバラを見つめる。うまく言葉が出てこない。莉花さんの指摘は……当たっている。だからこそ、カチンときた。

  「そ、そんなこと莉花さんに言われたくないよっ。会ったばかりの莉花さんに、み、皆の前で演技して、本当の自分を隠している人に言われる筋合いはないよっ」

  　僕はつっかえながらも言った。言ってしまった。

  　あっちゃ～。

  　すぐに、しまったと思う。こんなこと、それこそ会ったばかりの莉花さんに言うべきことじゃない。どうかしている。

  　僕は慌あわててこの状況をフォローする言葉を探す。が、それよりも早く莉花さんが口を開いた。

  「それも、そうね」

  　拍子抜けするほどにあっさりと一言。

  「う～ん」

  　莉花さんは難しい顔で唸うなり、それから数秒後――ガツンッ！――不意打ちぎみに、持っていたスクールバッグで僕の頭を叩いた。

  「いった～！　ていうかなんで殴るの!?」

  「なんだかいま、無性に頭にきたからよ」

  「だからって暴力はどうかな！　そのバッグものすごく硬かったし！」

  「あ、ほら、こっちの学校で使う教科書、全部もらったから」

  「教科書全部入ったバッグは、凶器でしょ！」

  　痛みにもだえる僕を尻目に、莉花さんは晴々とした表情でうなずいた。

  「ま、君がどんな子だろうとどうでもいいんだけどね」

  　ど、どうでもいいことで僕は凶器バッグで殴られたの？

  　うらめしそうに莉花さんを見る。でもその顔を見てると、教室で彼女の首をなめたことが思いだされ、すぐに目を背けてしまった。

  「――心が、〝密みつ花ばな〟を咲かせるの」

  　唐とう突とつに莉花さんが話し始めた。

  

  「心、そのものだとも言えるわね、密花は」

  　電車は規則正しい振動を刻みながら漣れん芽が駅に向かって進んでいく。

  　車内には僕たち以外にも種眠たねむ北高の生徒の姿がちらほらと見受けられたが、知り合いはいないようだ。

  　僕は秘かに胸を撫で下ろす。美少女転校生と一緒に帰っているところを同級生にでも見られたら、それだけで格好のネタにされてしまう。

  　しかし莉り花かさんは若干声をひそめただけで、特に周囲を窺うかがう様子もなく淡たん々たんと話す。

  「心は目に見えないもの。秘密とされるもの。でもそれを密花という特殊な花として認識できる人たちがいる。それが――」

  　莉花さんが僕を目め顔がおで指す。

  「あたしたち〝花か族ぞく〟と呼ばれる能力者たち」

  「家族？」

  「ファミリーじゃなくて、花の一族の花族のこと」

  　俄にわかには信じがたい話だが、密花に関しては、実際に目の前でそれと思われるバラが咲いているのだから、信じないわけにはいかない。

  　それに莉花さんの真剣な表情を目まの当あたりにすると、彼女の口から語られる内容がどんなものであれ、疑う気持ちにはなれなかった。

  「花族は世界中にいるわ。で、それを統とう括かつしているのがフラワー協会という機関なの」

  「フラワー？……」

  　そのネーミングはどうだろう？　普通に園芸関係の組合みたいだし。

  「表向きは園芸事業の普及活動をしてるわよ」

  　なあんだ。じゃあ問題ないね（そうか？）。

  「心の花が見えちゃうとか、世間に知られるわけにはいかないでしょ」

  　たしかに騒ぎになりそうだ。

  「ああ、それから君のことは昨日のうちにフラワー協会に連絡しといたわ。近いうちに日本支部の担当者が会いに来るはずよ」

  　それを聞いた僕は、莉花さんに気づかれないようにため息をつく。

  　僕の知らないうちに物事がどんどん進んでいく。

  　莉花さんはさっき僕のことを周囲に流されるタイプだと非難したが、こんな大きな流れに呑み込まれたら、もうそれに身を任せるしかないと思う。それが正気を保つ唯一の術すべだ。

  「でも、どうして僕にも花族の力が？」

  　花は大好きだが、だからといってそんな不思議な力を望んだ覚えはない。

  「さあね」

  　あっけなく莉花さんは答えた。

  　花族の中には代々能力者を生む家系もあるが、基本的にその力は老ろう若にやく男なん女によ問わず、突発的に発はつ現げんするらしい。

  「だからあたしも君も、どうして花族の力を宿したのかはわからない。あたしは幼い頃に目覚めたけど、君の場合はその年になってようやくでしょ？　あ、それとも君が力に気づいていなかっただけとか？　君、鈍にぶそうだし。あははっ」

  　あはは、じゃないよ。

  「どうせなら気づかないままでいればよかった」

  　愚ぐ痴ちっぽく本音をもらすと、莉り花かさんは、ふふん、と鼻で笑った。

  「まあ、そうやって逃げるのも君らしいわ」

  「に、逃げるなんて言ってないよっ」

  　少しムキになった僕に構わず、莉花さんは〝密みつ花ばな〟と〝花族の力〟の関係に話を戻す。

  「密花は心の形だから、人それぞれさまざまな花を咲かせるわ」

  「ちょっと待って。じゃあ、それって僕にも咲いてるの？」

  　僕は首を曲げて自分の背中に目を凝らしてみる。そうすればなにか見えるかもと思ったが、残念ながらなにもなかった。

  「花はな視みが自分で自分を〝視みる〟にはかなりの精神力が必要だって言うし、君みたいな弱っちい子の密花は、あたしたちにもほとんど見えないのよね。それに君の蜜みつ口ぐちは……」

  　蜜口？

  　莉花さんは僕の体を上から下へ、じぃ～っと見つめ、

  「――!?」

  　なぜか僕の腰の辺りで視線を止めると、みるみるうちに赤面した。

  「莉花さん？」

  「な、なんでもなははあいっ」

  「口調がおかしくなるくらい動揺してるのに？」

  「なんでもないって言ってるでしょ！　撃つわよ！」

  　よくわからないが、死にたくないので黙ることにした。

  　莉花さんは気を取り直すようにゴホン、ゴホンと咳せき払ばらいをする。

  「ま、このさい、君の密花のことは置いといて」

  「置いとくの？」

  「宇宙の果てにでも置いときなさい」

  　莉花さんは無理矢理作ったような真ま面じ目め顔で話し始めた。

  「とにかく密花はその人の心だと思いなさい。たとえばそうね、あたしのバラは、あたし自身の愛と美の心を象徴してるんだと思うわ」

  　そんなアッパレな発言も莉花さんなら許される、と僕は思った。

  　しかし僕は〝愛〟と〝美〟に違う意味で引っかかった。

  　それがバラの花言葉そのものだったからだ。そのことを指摘すると、莉花さんは、

  「うわっ、君、男のくせに花言葉なんかにも詳しいの？」

  　若干引いた。しまった、言わなきゃよかった。

  　しかし莉り花かさんはすぐに真顔に戻って呟つぶやいた。

  「でも君にとっては好都合かもしれない」

  「？」

  　莉花さんは改めて僕を見み据すえる。

  「花言葉は花か族ぞくによって編へん纂さんされたものだと言われているわ。昔の花族が、密花の研究成果を著あらわしたものが世間に広がったんじゃないかって。だから密花の性質は花言葉と同じことが多い」

  「……」

  　次から次へと想像を超えた話を聞かされ、僕は呆あつ気けに取られてしまう。理解が追いつかない。

  　そんな僕を見て、莉花さんはニヤニヤと笑った。

  「オーバーヒート？　君、頭、悪そうだもんね。成績は？」

  「一応、学年でトップ二十には入ってるけど」

  　ちょっとだけ自慢だ。

  「――……さ、話を続けるわ」

  　僕の答えがお気に召さなかったのか、莉花さんは軽く舌打ちをすると話を戻した。

  　今度、莉花さんの成績も聞いてみよう。

  「花は綺麗だけど、そればかりじゃない。心に負ふの感情があるように、密みつ花ばなにも悪あしき歪ゆがみが生じることがある」

  　莉花さんは感情を押し殺した口ぶりで、

  「そしてその異常を起こした密花が、鬼を呼び寄せるのよ」

  　と告げた。

  「鬼？」

  　鬼って、昔話とかに出てくる、ツノの生はえたあれのこと？

  　僕の思ったことを察したのか、莉り花かさんは、違う違う、というように手を振った。

  「密花を狙ねらう謎のあやかしを、花族はそう呼ぶの。密やかな心を餌えにする鬼――密みつ鬼おにと」

  「密鬼……」

  「密鬼も普通の人には見ることはできないけど、その姿形はいろいろよ。君の貧困な発想じゃ考えつかないぐらいにね」

  「僕のは貧困な発想じゃなくて、常識的な発想だと思うけど」

  　真まっ当とうに反論すると、莉花さんはやれやれといった表情で一言。

  「つまんない子」

  　なにをしても自分の好感度が下がっていく状況に嘆なげきたくもなる。が、今はそれよりも話を聞くのが先だと思い直した。

  「密鬼は密花を喰くい尽くす。歪ゆがんだ密花の持ち主も、そしてその周囲の人たちの密花も全部、ね」

  　莉り花かさんはそう言って微かすかに睫まつ毛げを震わせる。

  「密みつ花ばなを喰い尽くされた人間は死んだも同然。なにも感じない、心を失った骸むくろになってしまう……」

  　その瞳に一瞬、哀しみがよぎったように見えたのは、気のせいか。

  　すぐに莉花さんは不敵な笑みを浮かべ、

  「で、そんな密みつ鬼おにや密花の問題を解決するのが、花か族ぞくの力を有したあたしたちなのよ」

  　胸むねを張ってそう言う。

  「フラワー協会所属の能力者は一定の研修を終えると、全国各地に派遣されるわ。もちろんいろんな〝花の問題〟を人知れず解決するためにね。で、あたしはここ種眠たねむ市の担当になったってわけ」

  　そう言ってから、莉花さんは不機嫌そうに爪を噛かんだ。

  「まさか来た早々、こんなに密鬼と遭遇するとは思わなかったけどね」

  　悔くやしげに顔をしかめると、右耳の花びらイヤリングをそっと触った。教室を出てからあの声は聞こえていない。

  「大丈夫よ、きっと」

  　莉花さんはイヤリングに囁ささやくように言って、一度深呼吸をしてから続けた。

  「あたしは密鬼と戦うことが専門。花族戦闘エキスパートの――〝花はな狩かり〟よ」

  　莉花さんはそう言って、右の手首に巻かれたチェーンブレスレット、それにぶら下がっている銃のキーホルダーを眼前にかざした。

  「これは密鬼や悪しき密花を葬ほうむることのできる〝銃じゆう花か〟。フラワー協会が、科学と花族の力を融合して生み出した武器。ちなみにあたしはこう見えても、三年連続銃花競技大会ジュニア部門の優勝者なんだからね」

  　誇らしげな莉花さん。

  　開いた口が塞ふさがらない僕。

  「ふふんっ、どう？　驚いた？」

  「そんな裏競技大会があったなんて」

  「いや、そっちに驚かれても」

  　莉花さんは不満そうに僕を睨にらんだが、すぐに諦あきらめたように息を吐はく。

  「で、君のように――」

  　僕を指さした。

  「密花を特別な視覚で〝視みる〟ことで、その人の精神力を高められる能力者を――〝花はな視み〟と言うのよ」

  　ちょうどそのとき、駅のホームに電車が止まった。莉花さんがぴょんっと立ち上がる。

  「ほら、ぐずぐずしない！　降りるわよ！」

  　いつの間にか漣れん芽が駅だった。

  　僕はまたもや莉り花かさんに襟えりをつかまれ、ペットのように連れられて電車を降りることになった。
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  「ここよ」

  　漣芽駅をあとにし、アーケード商店街や閑かん静せいな住宅街を通ってたどり着いた先は――。

  　地上十階建て、モスグレーの壁が印象的な、シックな外装の分ぶん譲じようマンションだった。

  　莉花さんはそそくさと共同玄関口でロックを解除し、開閉ドアをくぐっていく。高級感漂う洗練された外観を見上げていた僕は、慌あわててそのあとに続いた。

  　ドアの向こうにはこぢんまりとしたエントランスルームがあり、左手のほうにはガラス窓のついた部屋が見える。管理人室だろう。

  　莉花さんはその管理人室と反対側のエレベーターに向かう。

  「あの……、どうして僕は莉花さんのうちに行くの？」

  　莉花さんの背に声をかける。

  　学校を出るときにも同じ質問をしてみたが、そのときの莉花さんは「くればわかるわよ」とだけしか答えてくれなかった。

  　そして今、エレベーターに乗り、七階のボタンを押した莉花さんは、

  「……」

  　僕を完全無視でした。

  　エレベーターが動き出す。僕は居い心ごこ地ちの悪さを感じつつ、莉り花かさんの様子を窺うかがう。

  　莉花さんは階数表示パネルを見上げたままで、僕の視線はついつい、制服の襟えり元もとから覗のぞく首筋へ。

  　あそこを僕はなめたんだ……この口をくっつけて……この舌で……うはあっ。

  　ポワワ～ンと、そんなことを思っていると、

  「ガン・ブロッサム」

  　不意に莉花さんが低く呟つぶやき、その手に昨日の花はな型がた銃じゆう――銃じゆう花かを出現させた。

  　ぎょっとする。

  　ま、まさか、やらしいこと考えた僕に怒りの制裁!?

  「ごめんなさい！」

  　撃たれる前に僕は謝った。外見は切り花のようなファンシーな銃だが、驚異的な威力を保持していることは、昨日この目で確認ずみだ。

  　しかし莉花さんは頭を下げた僕に見向きもせず、花弁型の銃口をエレベーターのドアに向けて構えている。背中の密みつ花ばなは、相変わらず見る者を圧倒するように咲いている。

  「どうしてこんなところに？」

  　莉花さんが苦にが々にがしげに呟く。エレベーターが止まる。

  「莉花さん？」

  「力が覚かく醒せいしてるくせに鈍にぶいわね。この異様な気配に気づかないの？」

  　と言われても、なにがなにやらさっぱりで。

  「階数パネルを見なさい」

  　莉花さんに言われて、僕は顔を上げた。エレベーターの階数表示パネルには現在の階数がデジタル表示されている。別におかしいところはない。今それは87階を示している。

  「……――って、87階!?」

  　ありえない。先程外から見たマンションは、たしか十階建てだったはずだ。

  　なのに87階ってなに？　故障？

  「よく見なさい。ここは87階じゃないわ」

  「いや、でも87って表示が――」

  　改めて階数表示パネルを見る。

  「!?」

  　不意に〝87〟のデジタル表示がぐにゃぐにゃっと形を変えた。

  　おや？　と思いながら見つめていると、それは〝87〟から――。

  　ぐにゃぐにゃぐにゃ。

  　なんと〝花〟の一文字へ変化した。

  「ああ、なるほど。87だけに花……――ダジャレ!?」

  　そんな〝花〟表示に唖あ然ぜんとしたとき。

  　チンッ。

  　短いチャイムを合図に、エレベーターのドアがすすすすすっ、と開いた。

  「!?」

  　とたんにむせ返るような甘い匂い。まるで香水をぶちまけたよう。たまらず僕は顔を背そむける。

  「バカ！　君の武器はその目！　どんなときでもしっかりと前を向きなさい！」

  　莉り花かさんの叱しつ咤たを受け、慌あわてて前を向く。

  「なっ!?」

  　そしてその光景に目を見張った。

  　マンションの廊下には、この世のすべての色彩をまぶしたような花吹雪はなふぶきが、空間を埋め尽くすような勢いで四方から噴きだしていた。

  　その大量の花びらはキラキラと金粉を纏まとったように輝き、風もないのに上下左右に飛散している。

  「なんだ……これ……」

  　視界が極ごく彩さい色しきの花吹雪に覆おおわれていく。充満していた匂いが花の臭しゆう気きだと気づいたときには、その苛か烈れつさに胸がムカムカして、息をするのもしんどくなった。

  　いくら花好きの僕でも、この異様な花吹雪には目も鼻もどうにかなりそうだ。

  「ざ、斬ざん新しんだね。ここデザイナーズマンション？」

  「おもしろい冗談ね」

  　莉花さんは銃じゆう花かを前方に向けたまま、エレベーターから出る。僕もそれに倣ならい、背後でエレベーターのドアが閉まると、莉花さんが早口で告げた。

  「毒を持つ植物があるように、密みつ鬼おににも毒のような特殊能力を使う奴がいるわ」

  　莉花さんは目の前に広がる花の宴うたげに目を凝らし、ちっ、と舌打ちをする。

  「これは密鬼の見せる幻覚よ。密鬼本体を倒せばきっと――」

  　莉花さんが最後まで言う前に、花吹雪の向こうに人影が浮かんだ。

  「気をつけて！」

  　緊張が走る中、現れたのは六十代後半と思われる小太りの男性だった。

  　男性はトレーナーとトレーニングパンツといった格好で、目尻の小こ皺じわが人の良さそうな印象を与えている。

  「管理人さん？」

  　莉花さんが驚きの声を上げ、狙いを定めていた銃花の銃口がわずかにぶれた。

  　ニタアッ。

  　そしてその瞬間を、管理人さんと呼ばれた男性は逃のがさなかった。

  　管理人さんは引きつったように笑い、エレベーター前の僕らに向かって猛然と飛びかかってきた。

  　その跳躍力、スピード、身のこなし。すべてが見た目からは想像もつかない動き、というより人間離れしている。

  　管理人さんは一瞬で僕らに接近すると、そのまま莉り花かさんに体当たりを喰らわした。

  「莉花さん！」

  　莉花さんの体はエレベーターのドアに押しつけられ、動きを封じられる。

  　なのに情けない僕は足がすくみ、震えていた。

  「密みつ鬼おにが……管理人さんに寄生してるんだわ」

  　莉花さんが、苦しげな表情で告げる。

  　と同時に、管理人さんの白髪しらが混じりの頭から、一輪の花がひょっこりと立ち上がった。

  　花はカトレアのような二十センチほどもある優ゆう雅がな花弁をつけているが、色は黒に近い灰色だ。それがまっすぐに屹きつ立りつし、なんだかまぬけなちょんまげのよう。

  　しかしそんな滑こつ稽けいな格好の管理人さんの腕が、乱暴に莉花さんを押さえつけている。

  「しっかり……あたしを視みなさい……花はな視みの目は……能力者の精神力だって高められる……それが戦闘能力を……増幅させるんだからっ……」

  　莉花さんは僕にそう言いながら、銃じゆう花かを構えようとする。が、その腕を管理人さんが捻ひねり上げ、莉花さんの顔は苦痛に歪ゆがんだ。

  「くっ……ちゃんと……視なさい……全然、君の力……感じないじゃないっ」

  　もちろん僕は必死に目を凝らしていた。

  　能力の使い方なんてまるでわからなかったが、ただひたすら莉花さんを凝ぎよう視ししていた。

  　でもダメだった。

  　どんなに目を見開いても細めても、僕にも莉花さんにも、なんの変化も現れなかった。

  　くそっ、くそっ……僕の役立たず！

  　悔しさと情けなさで胸が苦しくなる。

  　そしてそんな僕の視線の先で、管理人さんの頭の花が、ぶぅん、と唸うなった。とたんにその花びらすべてが反そり返る。

  「!?」

  　放射状に広がった花びら。その中央には獣の口のような真っ赤な穴が開き、牙きばのような無数の棘とげさえ覗のぞいている。

  　そしてそれが今、莉花さんの顔に向けてぐぐっとせり出してきていた。醜しゆう悪あくな棘が莉花さんに迫る。

  　僕は恐怖に襲われた。密鬼に対してではない。

  　莉花さんが傷つくことへの恐怖。莉花さんを失うことへの恐怖だ。

  「うわああああああっ！」

  　気がついたら僕は思いっきり叫び――〝視みて〟なんかいられない――管理人さんに突進していた。

  　体全体に感じる衝撃と、その視界に映る不気味な棘とげの口。

  「莉り花かさんから離れろ！」

  　僕は管理人さんを懸命につかんだまま、後方に身を仰のけ反ぞらせた。そのまま管理人さんと組み合うように倒れ、胸をしたたかに打って息を詰まらせる。

  　銃声が響いたのはそのときだった。

  　腹に響くような音。ビクッと痙けい攣れんする管理人さんの体。

  　一発、二発、三発、四発、……。それでも止まらない。十発以上は数えるのをやめた。

  　そして――。

  「――もういいわよ」

  　その声におそるおそる顔を上げたときには、廊下を満たしていた花吹雪はなふぶきは消滅していた。花びら一枚残さずに、跡あと形かたもなく、残り香もなく。まるで悪夢から醒めたように。

  　そこにはなんの変へん哲てつもないマンションの廊下が伸び、僕の目の前には頭の花がなくなった管理人さんが倒れている。

  「なにかに寄生した密みつ鬼おには、宿しゆく主しゆ体たいから精神力を奪ってるぶん手て強ごわいの。昨日みたいな単体よりもずっとね」

  　莉花さんは疲れた表情で言いながら、

  「君が花はな視みの力を使えてたら、こんな苦労することなかったのに」

  　大きくため息をついた。

  「ご、ごめんなさい」

  　僕は顔を伏せ、莉花さんに謝った。言葉がぽろぽろと零こぼれていく。

  「僕、全然ダメで。なにもできなくて。視れなくて。役に立てなくて。莉花さんの力になれなくて。悔しくて。怖くて……」

  　かっこ悪い。こんなのただのいいわけだ。

  　そう思ってさらに自分が嫌になる。

  「バカ」

  　莉花さんの叱しつ責せき。当然だ。

  「贅ぜい沢たくなのよ、君は。君はまだド素人しろうとのパシリみたいなもんなんだし。なのにそんな君があたしを助けた。それで満足しなさいよ、バカ――ありがとっ」

  「……へ？」

  　最後にお礼を言われたような気がしたけど。聞き間違い？

  　戦闘のショックで、まだ頭がうまく回らない僕に構わず、莉花さんは倒れている管理人さんのそばに行くと、その首の横に手を当てた。脈をみているようだ。

  「頭の花を消滅させただけだから……うん大丈夫ね。しばらくすると気がつくでしょ。密みつ鬼おにに寄生されてたことなんて覚えてないだろうし。こんな年なんだから、夢と現実の区別なんてついてないわよ、きっと。あはっ」

  　なにげにひどいことを言っていると思うけど……。

  　しかし次の瞬間、莉り花かさんの顔色が変わった。

  「――ねえ、聞こえてる？」

  　その声は僕に向けられたものではない。莉花さんの右耳、花びらイヤリング通信機の向こうにいる誰かへのものだ。

  「ねえ、ちょっと返事しなさいよ！　帆ほ鳥とり！　帆鳥ってば！」

  　莉花さんは耳からイヤリングを取り、それに声をぶつけるように叫びだした。

  　しかし声は返ってこない。莉花さんの顔は蒼そう白はくで、表情は強こわ張ばり、

  「帆鳥！　ねえ、帆鳥！　どうしたのよ!?　お願いだから返事してよ！　帆鳥！」

  　次の瞬間、莉花さんは弾かれたように廊下を駆け出していた。

  「莉花さん!?」

  　僕はもちろん、莉花さんのあとを追うことしかできない。
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  　莉花さんは七〇七号室に駆け込むと、室内のドアを次々に開けていった。

  「帆鳥！　どこなの帆鳥!?」

  　事態が呑み込めない僕はどうしていいかわからず、ただ莉花さんについていく。

  　非常事態が起きていることは莉花さんの態度から明らかで、その切迫した様子に僕も不安でいっぱいになる。

  「返事して！　帆鳥！」

  　マンションは３ＬＤＫだろうか。フローリングの床に簡素な調度品が置かれたリビング、広々としたシステムキッチンやベッドを据すえた寝室。しかしそのどこにも人の気配はなかった。

  「帆鳥！」

  　莉花さんの顔は蒼白で、心なしか背に咲くバラも色褪あせて視える。

  「帆鳥！　帆鳥！」

  　莉花さんは猛然と部屋を突っ切り、今度はトイレのドアを開け、洗面所のドアを開け、そして最後にバスルームのドアを開け放った。それはもうドアが吹き飛ぶほどの勢いで。湯気がかき消えるほどの勢いでだ。

  　だからバスルームの中に佇たたずむ、長い黒髪の少女の姿が……もうなんというか……つまり……僕にもはっきりくっきり見えてしまったわけで。

  「帆ほ鳥とり！」

  　莉り花かさんはきょとんとしている黒髪の少女に抱きつくと、

  「心配したんだから、もうっ！　なんで応えてくれないのよ!?」

  　と、びしょ濡れのその頭を少し乱暴に撫なでつけた。

  　僕らよりは年下に見える黒髪の少女は、莉花さんを不思議そうに見つめ、それから「ああ」と思い当たったようにうなずいた。

  「だって莉花さん、お風呂入るときははずしますよ、イヤリング」

  　黒髪の少女は自分の右耳をちょいちょいと指さし、それから困ったように笑った。

  「それから莉花さん？」

  「ん？」

  「私、裸でして」

  「うん、お風呂に入ってたんだから当たり前よね。ていうか、一緒に入ろっかな」

  「え？　三人でですか？」

  「三人？」

  「ええ、そちらに男の子がいたりするんですが」

  「へ？」
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  　莉り花かさんが振り返る。僕と目が合う。

  　早さつ急きゅうに断りを入れておくが、僕は黒髪の少女の裸をじろじろと見ていたわけではない。それじゃ変質者だ。痴漢だ。犯罪だ。

  　ただあまりにも素敵な、じゃなくて、予想外の光景に衝しよう撃げきを受け、体がフリーズしていただけ。そこに下心なんてなかった。本当なんだ。信じてくれるよね、莉花さん？

  「殺す！」

  　信じてくれなかったみたいです。

  「君の記憶が消えるまで撃ち殺す！」

  　日本語としておかしいと思う。

  「この大最低バカ～ッ!!」

  　バスルームに莉花さんの怒声が反響した。

  

  「そういうわけだったんですか」

  　黒髪の少女は、密みつ鬼おにがマンションに侵入していたことを聞くと、思し案あん顔がおになった。

  「あたしはてっきり帆ほ鳥とりが襲われたんじゃないかと思って、もう生きた心地がしなかったんだから。今でも心臓がバクバクいってるわ」

  　莉花さんはグラスを載せたお盆を手にリビングに戻ってきて、

  「はい、帆鳥のオキニのパインジュース」

  　ソファに座っている黒髪の少女の前のテーブルに、それを置いた。

  「うふふ、ありがとうです、莉花さん」

  　ついでといった感じで、莉花さんは向かいの僕の前にもグラスを置き、黒髪の少女の隣に座る。怒りが少しは治まってくれたようだ。

  　僕は胸を撫で下ろしつつ、改めて黒髪の少女に視線を向けた。

  　お風呂あがりのその子は、今は大きめのＴシャツとキュロットといういでたちで、ほんわかと笑みを浮かべている。

  　少女の名は貴き島しま帆鳥。

  　莉花さんより頭ひとつ分ほど小さく、ロングの黒髪とパッチリとした瞳、透き通るような肌が印象的だ。

  　年は十五で中学三年生、莉花さんとは姉妹のように育った幼なじみだと、先程自己紹介があった。

  「私も莉花さんと同じく、この区域の担当になった花か族ぞくの花はな狩かりです」

  　帆鳥ちゃんは落ち着いた口調で、今はこのマンションで莉花さんと一緒に住んでいることを付け加えた。

  「洋ひろさんのことは、だいたいのことはこれで」

  　洋さん、と呼ばれてこそばゆい僕に、帆ほ鳥とりちゃんは莉り花かさんが付けているものと同じ、花びらイヤリングをつまんでみせた。フラワー協会が開発した通信機だという。

  　二人はそれで連絡を取り合っていたようで、教室での僕と莉花さんの赤面必ひつ至しのやりとりも聞いていたらしい。そういえば、あのときイヤリングから聞こえてきた声は、帆鳥ちゃんのものだった。

  「聞いてる私も……うふふ……あれはちょっとはずかしかったです」

  　そう言われて僕は俯うつむく。莉花さんが慌てて、侵入した密みつ鬼おにの話題に切り替えた。

  「これほど密鬼が出現するなんて、普通じゃ考えられないわ」

  　帆鳥ちゃんはパインジュースをくぴくぴと飲み、それからまっすぐに僕のほうへ顔を向ける。

  「洋さん」

  　その真剣な眼まな差ざしに、僕は居い住ずまいを正す。重要な話のようだ。

  「洋さん」

  「はい」

  「――私の裸どうでした？」

  「ぶふぉっ」

  　理性を総動員して必死に忘れようとしていたのに。

  　僕はもう一度心を落ち着かせようと、パインジュースの入ったグラスをあおった。

  「こら、帆鳥、あんたなんてこと訊いてんのよ！」

  　莉花さんがチョンと帆鳥ちゃんの頭を小突く。

  「うふふ、冗談です、洋さん。私、気にしてませんから」

  　帆鳥ちゃんは悪戯いたずらっぽい口調で言って、

  「私の密みつ花ばなの蜜みつが、密鬼を呼び寄せるほど溢あふれ始めている、ということなんですね」

  　不意にその瞳に憂うれいをにじませた。

  　異常を起こした密花が密鬼を呼び寄せると、さっき莉花さんは言っていた。

  「心配しないで、帆鳥。そのためにこいつを連れてきたんじゃないの。大丈夫。きっとうまくいく。そうじゃなかったら、この男、覗のぞき魔まとして警察に突き出しちゃお」

  　僕に関しての不穏な発言はとりあえず置いとこう。

  　莉花さんは帆鳥ちゃんを励ますようにその手を握った。

  「ホントにありがとうです、莉花さん」

  　帆鳥ちゃんははにかみ、それから僕に向き直って話し始めた。

  「一週間前、私の密花は密鬼に呪われたようです」

  　その日、詩し雨さめ町に密鬼の気配を感じた二人は、その行方ゆくえを追った。

  「密鬼の気配は花か族ぞくの心をひっかくのです」

  「心をひっかく？」

  　帆ほ鳥とりちゃんは自分の胸に手を置いた。

  「ここを、獣のやすりのような舌でなめられるように、冷たく、ざらついた感覚に襲われます。密みつ鬼おにの存在が近く、そして強大であればあるほど、その感覚は激しく、心がかき乱されそうになるのです」

  　実際に二度も密鬼に遭そう遇ぐうしてるけど、花か族ぞくになりたての僕は、まだそんな気配を感じたことはない。

  「あたしと帆鳥はその気配を頼りに、密鬼を追跡したんだけど……」

  　密鬼を追い詰め、挟はさみ撃うちにしようと二手ふたてに分かれたことが裏目に出た。

  「悔しいわ！　一緒に行動していれば帆鳥をこんな目に遭あわせることもなかったのに！」

  　莉り花かさんが自分を責めるように、拳こぶしで膝ひざを叩く。帆鳥ちゃんは微笑ほほえみながら、首を横に振った。

  「莉花さんのせいじゃないですよ。私のドジですから」

  　追跡していた密鬼は、逃走中、まやかしの分身を作り幻惑してきたという。

  「それに気を取られた瞬間、私の花はな狩かりの力が急激に低下したのです」

  　なにが起こったのか、わからなかったと帆鳥ちゃんは言った。

  「莉花さんがすぐに駆けつけてくれたので、密鬼は逃げていったのですが」

  　その日から帆鳥ちゃんの密みつ花ばながみるみるうちに枯れてきたのだという。

  　密花は心の花。

  　それが完全に枯れるということは心が死ぬということ。心が死んだら、人は……。それ以上は考えられない。考えたくない。

  「それが密鬼の呪い？」

  　僕が尋ねると、帆鳥ちゃんは小さくうなずいた。

  「密鬼の得体の知れない力を花族は呪いと呼んでいます。そして呪いを使えることから、私たちが追っていた密鬼は、クイーンランク以上の強敵だと考えられます」

  「クイーンランク？」

  　訊きかえした僕に、帆鳥ちゃんはゆっくりと説明してくれた。

  「密鬼はその能力の高さによってランク分けされています。それはフラワー協会に古くから伝わる選別方法で、強力なものから順にキング、クイーン、ナイト、ペイジと。タロットカードの小アルカナの構成が用いられています」

  　そういえば、昨日遭遇した巨大二ふた葉ばを見て、莉花さんは、ペイジランクとか言っていたはずだ。

  「洋ひろさん、フラワー協会の所蔵する文献によれば、世界に絶望の闇を落とした、〝大アルカナの死神〟と呼ばれた密鬼もいたそうですよ」

  　怪談を話すような帆ほ鳥とりちゃんの口ぶりに、僕はブルッと震えた。帆鳥ちゃんはくすくすと笑い、代わりに莉り花かさんが口を開いた。

  「ランクの高い密みつ鬼おには、自分よりも低い密鬼を呼び寄せるのよ」

  　昨日の巨大二ふた葉ばや、管理人さんに寄生した密鬼はそうやって引き寄せられたものだという。

  「密鬼の出現率は高くない。でも、一度ランクの高いヤツが現れたら、そいつに引き寄せられ、一気にそれは跳はね上がる。殲せん滅めつが難しくなる」

  　莉花さんは重々しく言う。

  「帆鳥が今言った文献には、心を喰われ、生ける骸むくろで溢あふれかえった街のことも書かれてあるわ。花か族ぞくがまだ体系化されていないころの話だけど、それが現代のどこかで起きないとも限らない。だから悪あしき芽は早いうちに刈りとらなきゃならない」

  　莉花さんはそう言ってから、

  「でも今は、帆鳥を助けるのが先」

  　帆鳥ちゃんを心配そうに見つめる。

  「呪いはそれを仕掛けた密鬼を倒せば無力化できるわ。でも帆鳥が襲われたとき、あたしはそいつを取り逃がしてしまった。あのときもう少し早く駆けつけていれば」

  　莉花さんはまた自分の膝ひざを叩いた。

  　それを見た帆鳥ちゃんは顔の前に人差し指を立て、莉花さんを叱るように言った。

  「ダメですよ、莉花さん。自分を責めてばっかり」

  「だって――」

  「そんなに自分をいじめてたら、洋ひろさんにＭだって思われますよ」

  「え？　あ、いや、僕はそんなことは――」

  「じゃあ洋さんは、莉花さんがＳだと？」

  「いやそうじゃなくって、あ、でもどちらかといえばＳか……な」

  「女王様ですよね」

  「ね」

  「――て、なに二人して納得してんのよ!?」

  　怒った莉花さんが投げつけたスリッパが、僕のおでこに命中。僕は涙目でおでこをさする。

  「そ、それで、僕はなんでここに呼ばれたの？」

  　それを聞いた帆鳥ちゃんはポッと頬ほおを赤らめ、莉花さんは僕をビシッと指さした。

  「君、帆鳥をなめなさい！」

  　また、これですか……。
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  「花はな視みの目は特別なのです」

  　帆ほ鳥とりちゃんは立ち上がると、テーブルの脇を通って、ソファで固まっている僕の隣に腰掛けた。

  　ち、近い。

  　お風呂あがりの甘い香り――ジャスミンの花だ――がして、頭の中がふやけそうになる。

  　帆鳥ちゃんをなめろと命じた莉り花かさんは、テーブルの向こうで不機嫌そうに腕を組んでいる。その視線が痛い。

  「で、でもなんで、花視はなめないといけないの、かな？」

  　答えを求めるように、僕は莉花さんと帆鳥ちゃんを交互に見つめた。答えてくれたのは隣の帆鳥ちゃんだった。

  「花か族ぞくなら誰でも、密みつ鬼おにや密みつ花ばなをある程度見ることはできます。とくに花はな狩かりの私たちには、戦うべき存在の密鬼ならはっきりと見えます。でも密花だけは曖あい昧まいにしか見えないのです」

  　それを帆鳥ちゃんは〝視力〟の違いにたとえた。

  　つまり密花や密鬼など、常人が見ることのできないものを、花視の能力者は視力二・〇で正確に〝視みる〟ことができる。が、ほかの花族は、花視に比べるとその視力は低く、密花に関しては視力〇・一くらいでしか〝見る〟ことができない、と。

  「心は秘め事ですから、それも当然なのだと思います。無闇に心を覗のぞかれたくないでしょう？　私だって――」

  　帆鳥ちゃんが僕の手に触れた。

  「心に秘めたエッチなこととか、知られたくないですもん」

  「エ、エッチ!?」

  「たとえばのお話です、洋ひろさん」

  　帆鳥ちゃんは、うふふ、とかわいらしく笑って、触れていた手を離した。

  　なんだか帆鳥ちゃんって、清純小悪魔風（なんだそれ？）です。

  「それ以上鼻の下を伸ばしたら、そこに風かざ穴あなが開くわよ」

  　莉花さんの殺気を感じたので、僕は慌あわてて顔を引き締めた。

  「それで、その花視の力と、なめることになんの関係があるの？」

  「花視がなめるのは、蜜みつ口ぐちと呼ばれている密花とのリンクポイントなのです。そこから密花の蜜みつがもれていると考えられてます」

  「花の蜜ってこと？」

  「はい。つまりその蜜が人の心――密花という秘密の花に繋つながっているというわけです」

  「ダジャレみたいだね？　あはは」

  「〝あはは〟じゃないわよ！」

  　莉り花かさんがたまらずといった様子で立ち上がった。

  「花はな視みの目は〝花か族ぞくの道しるべ〟とも言われているのよ！　それほど重要で貴重なの！　君はまずそんな能力の担にない手になったことを自覚するべきね！」

  　莉花さんはぷんぷんと怒って、言い放った。

  「花視はまず蜜みつ口ぐちをなめる！　その舌で密みつ花ばなの蜜みつを感じて、密花を視みる！　視ることでその人の心の歪ゆがみを正し、精神力を増幅させる！　強くする！　いい!?」

  「は、はい！」

  「君にはこれからじゃんじゃんなめてもらうわ！　君自身の花視の力を高めるためにね！　一日でも早く、あたしたちをサポートできるようになりなさい！」

  「はい！」

  「それじゃさっさと帆ほ鳥とりをなめなさい！」

  「はい！」

  「私の蜜口はおっぱいです」

  「えええええ!?」

  　無理無理無理！

  　目を白黒させる僕に代わって、莉花さんが「こらっ！」と帆鳥ちゃんを叱った。

  「違うでしょ！」

  　帆鳥ちゃんがぺろっと舌を出して笑う。

  「冗談でした。私の蜜口は右手の人差し指です」

  　全身から力が抜けて、僕はソファから滑すべり落ちた。

  「君もいちいち動揺しない！　これは遊んでるわけでも、やらしいことしてるわけでもないの！」

  　莉花さんの声が僕の頬をぴしゃりと張る。

  「花視の力に目覚めたんなら、それを使うことに真剣になりなさい！　責任を持ちなさい！　君がなめる行為は、人を助けることだって自覚しなさい！」

  　莉花さんは少しつらそうに声を上げた。

  「帆鳥の心が……命が――君にかかってるのよ！」

  「！」

  　ハッとした。その言葉がグサッと胸に突き刺さった。

  　花視の力なんて望んで手に入れたものじゃない。密花や密鬼の存在なんて気づかなければよかったと今でも思う。でも……。

  　僕は唇を噛かみ、腰を上げた。

  　でもそんなこと、今はどうでもいい。

  　目の前の帆鳥ちゃんを助けられるなら、この僕が必要とされるなら、今だけでも花視の力に真剣に向き合おう。全力で取り組もう。

  　だって帆ほ鳥とりちゃんの心を死なせたくないから。そんなの絶対にイヤだから。

  　だから！

  　僕は二人に毅き然ぜんとした顔を向けた。

  　今こそ言おう！　僕の花はな視み宣言！（桜、見に行くわけじゃないけど）。

  「なめるよ！　僕は全力でなめ続ける！」

  「なんかキモいわね」

  　あろうことか莉り花かさんが引いていた。真剣になれって言ったの莉花さんなのに……。

  　いろいろとがっかりだったが、そんな僕の目の前にすうっと手が差し出された。

  　帆鳥ちゃんの右手だ。

  「洋ひろさん、お願いします」

  　そう言って帆鳥ちゃんは、まだ乾ききっていない黒髪を、左手でそっとかきあげた。

  

  　花視は能力者の力を高めることもできる。

  　それが莉花さんが言っていた――花は見られることで美しく力強く咲き、それが自分たちの力になる――ということなのだろう。

  　つまり今、僕に期待されていることは、帆鳥ちゃんの蜜みつ口ぐちをなめ、密みつ花ばなの蜜みつを感じ、花視の目で密花を視みて、それによって帆鳥ちゃんの花か族ぞくとしての力を回復させること。

  「そうすれば、花族に本来備そなわっている自じ浄じよう能力だって戻るはず。きっと密みつ鬼おにの呪いだって解除できるわ」

  　莉花さんはそう言った。

  　うまくいくだろうか？　管理人さんに寄生していた密鬼との戦闘では、僕は莉花さんの力になれなかった。

  「帆鳥の密花をしっかりと視なさい」

  　莉花さんに命令され、僕はためらいがちに帆鳥ちゃんの手を取った。しかし、

  「どうやって……なめよう？」

  　途方に暮れそうになって、

  「ぱくんと、どうぞ」

  　帆鳥ちゃんがあまりにもあっさりと言ってくれたので――ぱっくん――反射的に、その人差し指を口に咥くわえてしまった。

  　うっわあ。

  　相手が二つ年下の中学生だからだろうか、莉花さんのとき以上に、なんだかとてもいけないことをしているような気がする。

  　いやいや、これは帆ほ鳥とりちゃんを助けるためじゃないか。

  　そう自分に言い聞かせ、口の中で舌を動かした。

  「くふ……ん……これは予想以上に……は、はずかしい……です」

  　帆鳥ちゃんは赤くなった顔を隠すように左手をかざし、莉り花かさんを上うわ目め遣づかいに見つめた。

  「莉花さん」

  「ん？」

  「私、大人になってしまいました」

  「なってない！」

  　焦って答える莉花さんを見て、帆鳥ちゃんは悪戯いたずらっぽく笑う。

  　二人は、おませな妹とそれに振り回される姉のようで微笑ほほえましい。と同時に、莉花さんの意外な一面が見られて、得した気分にもなったり。

  　な～んてことを、帆鳥ちゃんの指をなめながら思っている僕って……やばいかも。

  　思わず不安になったとき――。

  　帆鳥ちゃんの背後に密みつ花ばなが咲いた。

  　それは三、四センチほどの花か径けいで、澄んだ空そら色いろに真ん中だけが雪のように白い花――ネモフィラ。花言葉は〝可か憐れん〟。帆鳥ちゃんに似合っていると思った。

  　しかし今、その愛らしいネモフィラは、帆鳥ちゃんの肩の上辺りにほんの一束あるだけ。その周囲には土つち気け色いろに変色した茎と、乾いた花弁だけが浮かんでいる。

  「視みえたようね」

  　僕の様子に気づいた莉花さんが口を開き、そのわずかなネモフィラに視線を向けた。

  「あたしたちにも見えるわ。帆鳥の密花はたった一週間でこうなってしまったのよ」

  　莉花さんは、すうっと帆鳥ちゃんのそばまで来ると、その頭を優やさしく撫でる。帆鳥ちゃんはくすぐったそうに目を細めた。

  「精神力と比例する花はな狩かりの力も、すでに使えなくなりました。たぶんこのままでは、四、五日後には、私の密花は枯れきってしまうと思われます」

  　帆鳥ちゃんが気き丈じように言う。

  「もちろんフラワー協会さんも動いてくれてますが……」

  「間に合うかどうかはわからない」

  　莉花さんの沈ちん鬱うつな表情を横目に、僕は帆鳥ちゃんの指を口から離した。

  　やるしかない。

  　深呼吸をし、改めてネモフィラを見つめる。まっすぐに。真しん摯しに。懸命に。

  　帆鳥ちゃんを助けたい。その小さな背に、いっぱいのネモフィラを咲かせたい。

  　心の中でそう祈りながら、僕はひたすら帆鳥ちゃんの弱々しい密花を凝ぎよう視しした。

  　しかしなにも起きない。ただ時間だけがむなしく過ぎていく。

  　しっかりしてくれ、僕の……力。

  　焦しよう燥そうにかられる。額に汗がにじむ。本当に花はな視みの力が使えているのか不安になる。迷いが視線を逸そらそうとする。慌あわてて視線を戻す。帆ほ鳥とりちゃんを視みる。

  　帆鳥ちゃんのネモフィラは力なくうな垂れたままで。

  　はらり。

  　その花びらの一つが儚はかなく散った。

  　僕は慌てて、落ちていく花びらに手を伸ばす。

  　ほんのひとかけらの密みつ花ばなでも、今は失いたくない。

  　しかし密花の花びらは、出した僕の手のひらをすり抜け、

  「うわっ」

  　バランスを崩した僕は、ソファから落っこちた。

  　花びらはひらひらと床に落ち、まるで粉こな雪ゆきのように消えていった。

  「密花はその人の心。生身で触れるわけがないじゃない」

  　莉り花かさんの声が聞こえ、僕は唇を噛かんで顔を上げる。

  　きっと莉花さんは呆あきれている。怒っている。こんな僕に頼ったことを後悔している。

  「ほら」

  「え？」

  　しかし莉花さんは僕の腕をつかみ、グイッと引っ張り上げてくれた。その顔は呆れても、怒ってもいない。少しぶっきらぼうに、でも柔らかい口調で。

  「焦あせりとか不安はあたしが受け持ったげる。だから頑張れ、バカ」

  　その言葉が心に染しみる。僕をつかんでくれている彼女の手は温かかった。

  　本当にその手を通して、僕の焦りや不安が莉花さんに受け渡されていくように思えた。

  　……キシ……キシ……。

  　小さく、耳みみ障ざわりな音が聞こえてきたのはそのときだ。

  　僕は眉をひそめ、音の出所を探ろうと視線を巡らせる。

  　キシ……キシ……。

  　木もく片へんを擦こすり合わせているような音。聞いてるだけで胸騒ぎを感じる音。

  「どうかしましたか？　洋ひろさん」

  　帆鳥ちゃんから声をかけられ、振り向いたときに僕は確信した。

  　間違いない。この音は帆鳥ちゃんの背後――密花のネモフィラから聞こえてきている。

  「なに？　なんなの？　なにか視えてるの？」

  　莉花さんが心配そうに、僕と帆鳥ちゃんを見つめている。

  　僕の視界の中で、異物が蠢うごめいた。

  「!?」

  　一瞬目を疑ったが、異物はたしかにネモフィラの花弁の裏から顔を覗のぞかせている。

  「……虫……」

  　それはわずか一センチほどの虫だった。

  「花に……虫が……」

  「む、むむむ虫？」

  　莉り花かさんの震える声が聞こえたが、僕はとにかく虫を視みることに集中する。

  　虫は胡ご麻ま粒つぶのように黒く、あまりにも小さくてその体の構造は判別できない。しかしそれはキシキシと体を鳴動させて、花弁を這はいずっている。

  　そしてその体が通り過ぎると、花弁の空そら色いろは枯れた薄茶色に変へん貌ぼうしていた。

  　これが……――呪いの正体!?

  　僕は莉花さんに向かって声を上げた。

  「あの虫を駆く除じよして！　早く取ってあげて！　莉花さんの銃じゆう花かならそれができるよね!?」

  　生身の肉体が密みつ花ばなに触れられないのなら、それを侵おかしているあやかしの虫にも僕の手は届かないだろう。でも心の力をエネルギー源とする銃花なら、あの虫にも有効なはずだ。

  「し、指示しなさい！」

  　莉花さんはすでに銃花を手にし、帆ほ鳥とりちゃんの密花に銃口を向けていた。顔が青ざめている。莉花さんも緊張しているのだろう。

  「早く！　あたしたちにはそんな虫は見えていないの！」

  「見えてない？」

  「だから教えなさい！　その虫がいる場所を！」

  　虫を視つけたのが花はな視みの力だということに気づいた僕は、慌あわてて指をさした。

  　帆鳥ちゃんの背後を。

  　そこの一いつ角かくに咲くネモフィラを。その花弁を蝕むしばんでいる存在を。おぞましい呪いという名の虫を。

  　莉花さんの銃花が鋭く鳴り響いた。
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  　僕の〝ペロペロ修行〟が始まった。

  　……

  　…………。

  　………………なにそれ？

  　頭が痛くなりそうなネーミングをしてくれたのは帆ほ鳥とりちゃんで、それを聞いたのは、例の〝虫退治〟のあった日――。

  

  　莉り花かさんと帆鳥ちゃんのマンションの一室。

  　僕の目が帆鳥ちゃんの密みつ花ばなに取りついていた虫を捉とらえ、莉花さんの銃じゆう花かが発動。光の弾丸が寸分のくるいもなく虫に命中し、呪いは消滅。

  　と同時に、枯れていたネモフィラの茎くきや葉は生せい気きを取り戻し、空そら色いろの花びらが帆鳥ちゃんの背後いっぱいに広がった。

  　僕は密花の劇的な変化に驚きつつ、帆鳥ちゃんを抱きしめる莉花さんと、莉花さんに子猫のように身を委ゆだねている帆鳥ちゃんを見つめていた。

  　良かった……。

  　帆鳥ちゃんが助かったこと、そのことで莉花さんが喜んでいること、そして自分がほんのちょっとでも役に立てたことが嬉しかった。

  　これで終わったんだ。また穏やかな生活に……戻れる。

  　僕はそう実感しながら、たぶん満足気な表情を浮かべていたのだろう。

  　莉花さんが僕のほうを見て、眉をひそめた。

  「君、なにその、やりきった感いっぱいの顔は？」

  「へ？」

  「これで終わった。また穏やかな生活に戻れる――とか考えてんじゃないでしょうね!?」

  　ず、図星!?

  「君の力はまだミジンコ以下よ！　今だって結局帆鳥の力を高めることはできなかったじゃない！」

  「でも呪いの原因は視みてくれましたよ、洋ひろさんは」

  　優しい帆鳥ちゃんがフォローしてくれたが、莉花さんはそれを無視し、僕を指さした。

  「君、明日から修行よ！　花はな視みの力をとことん鍛きたえなさい！」

  　しゅ、修行ってなに？

  　胸騒ぎを感じる僕に、

  「ペロペロ修行の始まりですね」

  　優やさしい帆ほ鳥とりちゃんが止とどめを刺してくれた。

  

  　ペロペロ修行＝一人でも多くの人をなめること。

  「やっぱ無理だよ！」

  　少々かび臭くさい部屋の中、僕は莉り花かさんに詰め寄っていた。

  　ペロペロ修行（この名称、定着？）五日目。

  　種眠たねむ北高、昼休みの資料室。

  　壁沿いに置かれた書棚にはファイルや書籍が雑多に積まれ、床にはボール紙や大きな分度器などの備品が詰まった箱。奥には古ぼけたラジカセや、頭の半分欠けた石せつ膏こう像ぞうまで置いてあり、全体的に埃ほこりっぽい。

  　なんでわざわざこんなとこにいるかというと、単なる物置部屋と化しているここは、校舎の中でもっとも人ひと気けのない場所でもあるからだ。

  　花はな視みや密みつ花ばなといった話をほかの生徒たちに聞かれるわけにはいかない。加えて、学校の莉花さんは周囲と交流しないよう、誰とも話さず誘いも受けず、完全に孤立しているので、人前ではなるべく話しかけてこないようにと釘くぎを刺されている。

  　よって同じクラスの隣の席同士だというのに、僕が莉花さんと普通に話せる場所や時間は限られてくる。

  　そこで昼休みの資料室というわけだ。

  「なにが無理よ！　そんなこと言ってるから全然なめれないのよ！」

  　莉花さんはここ数日、学校の休み時間や放課後になると、僕にその辺を歩いている生徒をなめさせようとした。

  　……間違いなく無む謀ぼうでしょ？　ていうか、もう犯罪一歩手前だよ。

  　しかし莉花さんの命令を拒否なんてできない僕は、五日間で六度、内うち訳わけは男性二名、女性四名（当たり前だが、密花は女性だけのものではない）、それこそ清きよ水みずの舞台から全裸で飛び降りる（？）くらいの勢いで、声をかけてはみた。

  「あ、あの、すいません」

  「はい？」

  「これは一種の人助けなんですが」

  「はあ？」

  「けっして変な意味じゃなくてですね」

  「ええ」

  「あなたをなめさせてください！」

  「この変態！」

  　ビンタ（女子の場合）。鉄てつ拳けん（男子の場合）。ダウン（僕）。

  　こんな調子で、羞しゆう恥ち地じ獄ごくのペロペロ修行は過ぎていった。

  　しかし驚いたことに、そんな中でも僕にはある二つの能力変化が起きていた。

  　一つは、密みつ花ばなの視覚化のオンオフができるようになったこと。

  　つまり、今のところ僕が花はな視みをした二人――莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんの密花を、僕の意思で視みたり視なかったりできるようになったのだ。

  　二人の密花は美び麗れいで魅力的で、ずっと眺めていても飽きることはない。でも密花は心の象徴。それに視線を向けていることは、彼女たちの秘めた心を覗のぞいているのと一緒だ。正直うしろめたい。

  　だから僕は普段、莉花さんと帆鳥ちゃんの密花を視覚外に置いておくことにした。

  　そしてもう一つの能力変化が、蜜みつ口ぐちが視えるようになったこと。

  　花視をするのに、つまりなめるには欠かせない密花とのリンクポイント――蜜口。

  　こちらも自分の意思で、おもに集中の度合いによって、その場所を見み極きわめることができるようになっていた。

  　蜜口のポイントは十じゆう人にん十と色いろで、人によっては……なんていうか……その……十八禁的な場所にあったりもした。視てるこっちがはずかしかった。

  　が。その形のほとんどは一様に淡い光こう点てんで、時折それは、一ひとつ葉ばや二ふた葉ばなど葉っぱの形をしていた。

  　そのことを莉花さんに訊いてみると、

  「あたしたちには、蜜口は光の点にしか見えてないけどね。もしかしたら……精神力の強さが、花視には葉っぱの数で視えるのかもしれないわ」

  　と、興味深そうな表情を浮かべていた。

  　ちなみに周囲の人たちの蜜口は一つ葉や二葉だが、花か族ぞくの莉花さんと帆鳥ちゃんの蜜口は四よつ葉ば形だったので、莉花さんの推測は間違ってはなさそうだ。

  　そしてそれに関してのちょっとした発見が一つ。

  　なんと自分の蜜口を確認できたのだ。

  　お風呂に入ったときに、たまたま発見したその場所は……へその下、下腹部。しかも僕の……アソコのほんの少し上辺り、かなりきわどい部分に、一つ葉として。

  「……」

  　花か族ぞくなのに一つ葉というところをつっこむべきか。その微妙な場所を嘆なげくべきか。

  　なんにせよ、これでは密花を視ようと自分でなめることもできない。

  　しょうがない。いつか僕以外の花視に出会ったときに密花を視てもらうことにしよう……って、こんなとこをなめてもらうの？

  　とりあえず、自分の密みつ花ばなに関してはしばらく忘れることにした。

  　それはともかく、こういった能力変化は、僕の能力がペロペロ修行とは関係なく向上しているということだろう。

  「それならペロペロ修行しなくても……」

  「調子に乗るんじゃない！」

  　莉り花かさんから一いつ喝かつ。

  「そんな力はおまけに過ぎないの！　重要なのはあたしたちをパワーアップさせることでしょ!?　それができないんじゃ、君の存在価値はゼロよ！」

  　ゼロとはあんまりです、莉花さん。

  「で、でもこのままじゃ、僕、変態高校生だよ」

  　必死に訴えるけれど、莉花さんは容よう赦しやなく言い返してくる。

  「そんなの無視！　今、あたしたちがするべきことはなに!?　この学校に潜ひそんでいる密みつ鬼おにを倒すことでしょうが!?」

  　僕は言葉に詰まった。

  〝この学校に潜んでいる密鬼を倒すこと〟

  　それを初めて聞かされたのも帆ほ鳥とりちゃんの虫退治後、マンションのリビングでだった。

  

  「――帆鳥を襲った密鬼を倒さなきゃ、意味がない」

  　ペロペロ修行を言い渡され戸と惑まどう僕の前で、莉花さんはリビングのテーブルに種眠たねむ市の地図を広げた。

  「さっき言ったでしょ？　クイーンランクの密鬼になれば、それ自体が求心力になって、ランクの低い密鬼を呼び寄せるって」

  　ここ数日、この地のナイトやペイジランクの密鬼を撃退していた莉花さんは、ある傾向に気づいたという。

  「見なさい。ザコが出現した現場は、種眠北高を中心に広がっているわ」

  　種眠市の地図にはそれらの出現場所が記されており、それはたしかにうちの高校を中心に放射状に点在していた。

  「それってつまり、種眠北高にボスがいるってこと？」

  「間違いないわね」

  　莉花さんが大きくうなずく。

  「密鬼にとり憑つかれた人の心は変へん貌ぼうし、喰われていく」

  　その瞳に焦しよう燥そうがにじむ。

  「そればかりじゃないわ。クイーンランク以上にもなれば、ごく稀まれにその存在を物体化させて人を襲うヤツだっているの。心だけじゃなく、身体ごと喰われる恐れもあるのよ」

  「身体ごと……」

  　身の毛がよだつ話だ。

  「そうなる前にボスを倒さなくちゃならない。そのためにも君の花はな視みの力を上昇させる必要があるってこと。わかった？」

  　そしてペロペロ修行へ。

  

  「なに、ぼ～っとしてんのよ!?」

  　先日のことを思い出していた僕は、少し惚ほうけていたらしい。

  　莉り花かさんはいつの間にか資料室の窓際のイスに腰掛け、お弁当を広げていた。ラップに包まれたおにぎりと弁当箱に入った惣そう菜ざいが見える。

  「お茶」

  「は？」

  「お茶。買ってきてあるんでしょ？　さっさとよこしなさいよ」

  　あらかじめ莉花さんからお茶を買ってくるようにと言われていたので、ここに来る前に、売店で二本買っておいた。

  「はい」

  　僕は手に持っていたビニール袋からパックのお茶を出すと莉花さんに渡した。

  「ありがと」

  　結局、ペロペロ修行見直しへの訴えは却下されたようだ。

  　僕は気が抜けたようにため息をつき、それから自分の分のお茶にストローを挿さした。

  「ヤなの」

  　莉花さんがお弁当に視線を落としながらポツリと呟つぶやいた。それは平板な声だった。

  「密みつ鬼おにに心を食べられてく人を見るのは、それを止められないのは……もうヤなの」

  「……」

  　なにも言えなかった。莉花さんの硬い横顔が、僕の発言を拒絶しているように思えたからだ。

  　僕は口をつぐみ、パックのお茶を飲んだ。苦かった。

  「僕、そろそろ行くね」

  　まるで逃げるように。

  　そうすることしかできない自分が歯は痒がゆくて、僕は唇を噛かみ締め、資料室の出入り口に向かった。

  「君」

  　不意に呼ばれて振り返ると、視界の中、おにぎりが空中を山なりに飛んでくる。

  「わっ、わわっ」

  　慌あわてて手を伸ばし、ナイスキャッチ。

  「あたしが作ったの。それあげるから、ペロペロの自主練に励むのよ」

  　莉り花かさんはイスに座ったまま、くすっと笑った。

  

  　午後の授業が始まるまではまだだいぶ時間があったし、なにより莉花さんからもらったおにぎりをじっくりと味わいたかったので、僕は校内で一番落ち着く場所――温室に向かった。

  　種眠たねむ北高の温室は、校舎裏と運動場の途中にある直径十メートルほどのドーム型で、全面ガラス張り。遮しや光こうカーテンや攪かく拌はん扇風機、暖房器具まで設置されている本格的なものだ。

  　室内には、細長い花か茎けいが特徴的なストレプトカーパスや、花弁の縁ふちがフリルのようになったセントポーリアなど、十種類ほどの鉢植えが棚に載せられ、それが壁に沿って花々の輪を作っている。

  　室内の中央には小型のベンチが置かれ、そこに座ってなにも考えずに花を眺めていることは、僕にとって、もっともほっとする時間だった。

  　しかし今日はそこに先客がいた。

  「紗さ代よちゃん？」

  　僕一人だけの園芸部に入部してくれた後輩、星ほし音ね紗代ちゃんだった。

  　紗代ちゃんはハッとしたように僕を見て、それからいつものように相そう好ごうを崩した。

  「あ～、葉はノの宮みや先輩も和なごみに来ちゃいましたね。わかります～。紗代もここに来てぼ～っとしてると時間経つの忘れちゃいますから。にはは。気がついたら午後の授業が終わってたこともしばしばです」

  　しばしばはまずいよ、紗代ちゃん。

  「おやや？　先輩はお昼これからですか？」

  　紗代ちゃんは僕の持っているおにぎりとお茶を見てそう訊くと、

  「あ、ここどうぞです」

  　スペースは充分あるのに、わざわざベンチから立ち上がった。

  「紗代、お花に水をあげないと」

  　いいわけするように言って、ベンチの脇に置いてあった如じよ雨う露ろに手を伸ばす。

  「いたっ」

  　一度は如雨露の取っ手をつかんだ手が、それを持ち上げた瞬間に離れ、如雨露はカランッと音を立てて足元に転がった。

  「紗代ちゃん？」

  　紗代ちゃんは手首を押さえ、微かすかに顔をしかめている。

  　怪け我がでもしたのだろうか？

  　僕は立ち上がり、紗さ代よちゃんの手を取ろうとした。

  「あわわわ、大丈夫です、紗代、平気なのです」

  　紗代ちゃんが慌あわてて手を引っ込めたとき、その袖そで口ぐちから手首の内側が覗のぞいた。

  「紗代ちゃん、それどうしたの？」

  　そこには大きな青あお痣あざがあった。

  　紗代ちゃんはさっと袖口を引っ張って青痣を隠し、少し硬く、笑った。

  「えへへ、転びました……。紗代、ドジですから」

  　紗代ちゃんらしくないぎこちない笑顔。そしてそのときになって僕は初めて気がついた。

  　前髪で隠してはいるが、紗代ちゃんの額の端にも、五百円玉ぐらいの大きさの痣がついていることに。

  「その額も、転んだときに？」

  　そう言うと、紗代ちゃんは悪戯いたずらがばれた子供のような、そんな表情を浮かべた。

  「ホント、紗代、ドジすぎです……ね」

  　紗代ちゃんは額を押さえながら、困ったように視線を逸そらす。が、すぐにその表情がくしゃっと歪ゆがんだ。

  「先輩……」

  　目じりが光ったのが涙のせいだと気づいたときには、紗代ちゃんは僕の胸にコツンと頭をぶつけるように身を寄せていた。

  「さ、紗代ちゃん？」

  　紗代ちゃんが震える声で呟つぶやく。

  「紗代の……相談に乗ってもらえないでしょうか？」
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  　怪しいわね、と莉り花かさんは言い、ちょっとかわいそうですね、と帆ほ鳥とりちゃんが言った。

  　種眠たねむ北高から徒歩で十分ほどのところにある市立図書館の中。

  　僕から紗さ代よちゃんの相談事を聞かされた二人は、考え込むように押し黙った。

  　種眠北高の生徒もよく利用する市立図書館の休憩スペースの一角。僕たち三人は、ほかの生徒たちから離れて、向かい合わせに座っていた。

  　僕が紗代ちゃんの相談を受けてから、丸一日が経っている。

  　たった一日。しかしその一日を僕は悩みに悩みぬき、そしてついに莉花さんと帆鳥ちゃんに、紗代ちゃんのことを話そうと決めた。

  　いいわけするようだけど、僕はおしゃべりなほうではないし、口は堅いほうだと思う。人から相談されたことを誰かに平然と話せるほど無神経じゃない。心苦しい。食事も喉のどが通らないくらいに。実際、昨日の夕方からなにも食べていない。

  　しかしそれでも二人に打ち明けようと決めたのは、紗代ちゃんの相談事が、どう考えても〝花〟絡がらみのような気がしてならなかったからだ。

  「人が変わったような言動……」

  　莉花さんが思案顔で呟つぶやく。

  「花に襲われる夢……」

  　帆鳥ちゃんがポツリともらす。

  「秘密の花……」

  　僕がそう付け加えると、莉花さんと帆鳥ちゃんは顔を見合わせうなずき合い、それから僕のほうを向いた。

  「密みつ鬼おににとり憑つかれているわ」

  　断言したのは、莉花さん。

  

  「宗そう也やくんの様子がおかしいんです」

  　昨日。

  　昼休みの温室で相談事があると言った紗代ちゃんは、伏し目がちにそう切り出した。

  「宗也くん？」

  「紗代の……カレの名です」

  　そう言えばつきあっている人がいるって、この間、言ってたような気がする。

  　紗代ちゃんは沈んだ表情のまま、宗也くんのことを話し始めた。

  「宗也くんは紗代と同じ種眠北高の一年生。紗代の幼なじみなんですよ」

  　紗代ちゃんと香こう月づき宗そう也やは家が隣同士で、幼い頃は毎日一緒に遊んでいたほど、仲が良かったという。

  「宗也くんはドジばっかりの紗さ代よを絶対に怒らないんです。転んでも、忘れ物をしても、寝坊しても、財さい布ふを落としても、間違って宗也くんのおやつを食べちゃっても。それはもうすごいんです。何度も何度も食べたのに、宗也くんのおやつ」

  　何度も何度もはダメだと思うよ、紗代ちゃん。

  「それでも宗也くんは、いつでも優しく笑ってそばにいてくれる。そんな男の子だったんです」

  　しかしそんな二人も、小学校の高学年になると、お互いほかの友人たちと過ごす時間のほうが多くなったらしい。

  　次第に二人だけで遊ぶことはなくなったと、紗代ちゃんは言った。

  「でもそのおかげでしょうかね～。ちょっと距離を置いたらわかっちゃって……えへへ」

  「？」

  「……あ、あの～、言いづらいので、なにを？　って訊いてくれますか、先輩」

  「なにを？」

  「ほ、星ほし音ね紗代は、香こう月づき宗也くんを……す、すすすす好きな男の子として……見るようになってましたっ、うひゃっ」

  　紗代ちゃんは声を裏返らせてそう言うと、

  「ややや、はずかしいです～」

  　身を捩よじりながら、たまたま手近にあったカンパニュラの花を、たぶん無意識に、ぶちぶちと千ち切ぎった。

  「さ、紗代ちゃん」

  「もう辛しん抱ぼうたまらず（ぶちぶち）、思い切って中学入学と同時に紗代から告白しまして（ぶちぶち）」

  　紗代ちゃんの話に水を差したくないので、ここはぐっと我慢。カンパニュラのことは黙っておくことにした。ごめんなさい、カンパニュラ。

  「そしたら宗也くんはＯＫしてくれて、なんと紗代たちはカレシカノジョに」

  　そうして二人は幼なじみから恋人になり、幼い頃のように、いやそれ以上に、一緒にいる時間を大切に、楽しく過ごしてきたという。

  「ホント～に、宗也くんは紗代のことを一番に考えてくれるんですよ。大切にしてくれます。だから紗代は、ずっと宗也くんのそばにいたいって思ってたんです。ううん、今でももちろん思ってますよ。ええ～い、このさい葉はノの宮みや先輩に誓ちかっちゃお、はい！」

  　いや、僕に誓ってもらっても。

  「でも……」

  　そこで紗代ちゃんの顔から、すうっと表情が消えた。

  　室内は暖かいのに、紗代ちゃんは寒そうに自分の体をその腕で抱いた。

  「二週間ほど前からでした」

  　宗そう也やくんの態度がおかしくなったという。

  　それは最初は些さ細さいなもの。時折、ぼんやりと口をつぐんでしまうといった、その程度のものだったと、紗さ代よちゃんは話した。

  「でも、それが一日に何度も起きるようになって、今度は変な独り言を言うようにもなっちゃったんです……」

  「変な独り言？」

  「はい。ぶつぶつと、あまり聞き取れないんですけど……」

  　紗代ちゃんはそう前置きし、思い出すように温室のガラス張りの壁をじぃっと見つめた。

  「たしか……――」

  　唇が動く。

  「――〝もっと欲しい、秘密の花が〟……て」

  「秘密の花？」

  　紗代ちゃんの言葉が頭の中で繰り返される。心臓がドキドキいいだした。

  　秘密の花は心の花――密みつ花ばなのことじゃないのか？

  　僕は不穏な予感に胸苦しくなりながら、紗代ちゃんの話に耳を傾ける。

  「それから宗也くん、つらそうに言ってました。毎晩同じ夢を見るって。うなされるって」

  　それは花のお化けに襲われる怖い夢。

  　植物の蔓つるに巻かれ、身動きが取れなくなる夢。逃げても逃げてもお化けが迫ってくる夢。悪夢。

  　もし……、もし宗也くんが密みつ鬼おににとり憑つかれているなら……。

  　その夢は、心が密鬼に喰われまいと抵抗していることの暗示、なのかもしれない。

  「宗也くん、元気がなくなりました」

  　元々明るい性格の宗也くんは言葉数が少なくなり、不機嫌そうに顔をしかめていることが多くなったという。

  　そして――。

  

  「――四日前に癇かん癪しやくを起こすように暴れ、その紗代って子にも手を上げた、と」

  　莉り花かさんは胸の前で腕を組み、二度、三度とうなずいた。

  「帆ほ鳥とりを襲った奴かしら？」

  　莉花さんは立ち並ぶ書しよ架かに殺気のこもった視線を投げ、たまたまその横を通りかかった女子学生を震え上がらせた。

  「別の密みつ鬼おにだとしても、放ってはおけませんね」

  　憂うれい顔の帆ほ鳥とりちゃんは中学の制服を着ていた。

  　密みつ花ばなが再生した帆鳥ちゃんは、三日前から詩し雨さめ駅の向こう側にある、種眠たねむ第二中学校に通っている。

  「それで君、当然、その、そいやって子と――」

  「宗そう也やくんだから。そんな掛け声みたいな名前じゃないからね」

  「その宗也って子と会うことにしたんでしょうね？」

  　莉り花かさんが探るような視線を向けてくる。ここで首を横に振ったら、使えない僕しもべだわ！　などと罵ば倒とうされるのだろうが、幸運にも僕はうなずくことができた。

  「明日の土曜、会うことになっちゃった」
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  「葉はノの宮みやせんぱ～い！」

  　広がった噴水の向こうから紗さ代よちゃんが手を振り、パタパタと駆けてくる。その大きな声に、噴水の周囲のベンチや四方の石段に腰掛けている人たちの視線が向けられ、ちょっと気はずかしい。

  「ごめんなさいです。紗代、待たせちゃいましたか？　てへへっ」

  「ううん、僕も今来たとこだから。あははっ」

  〝なによそのバカップルぶりは!?　虫むし唾ずが走ったわ！　全速力で！〟

  　耳元で聞こえてきたのは莉花さんの声で、紗代ちゃんには聞こえないぐらいの音量だ。

  　僕は髪型を整えるふりをして、右耳につけた花びらイヤリング通信機が髪の下から見えていないことを確認した。

  　紗代ちゃんから宗也くんのことで相談を受けたとき、一度宗也くんに会ってほしいと頼まれた。

  　人が変わったように怒りっぽく、ついに暴力を振るうようにもなった宗也くん。

  　紗代ちゃんはもちろん、自分を抑おさえきれない宗也くん本人も狼ろう狽ばいするばかりで、病院の精神科で診てもらうことも考えているという。

  「あんな宗そう也やくんを見てるのはつらいです。でも……でも本当にもう病院に行くしかないのかな……。ほかに、元の宗也くんに戻れる方法はないのかな……？　ねえ先輩、紗さ代よ、もうわかんないですよ。なんだかもう、頭の中ぐっちゃぐちゃなんです」

  　だからこそ、僕が実際に宗也くんと会って話をしたらどんな印象を持つのか、それを聞かせてほしいと紗代ちゃんは言った。

  　数日前までの僕だったら、役に立てないと尻込みしていたはずだ。

  　でも今の僕は、一応、花か族ぞく。

  　密みつ鬼おにが関わっていそうなことを無視するわけにはいかないし、なにより困っている紗代ちゃんをほっとけない。

  　だから僕は、紗代ちゃんからの申し出を快かい諾だくした。

  　そして今日。

  　元々紗代ちゃんと宗也くんのデート日だったという土曜日。

  　現在午前十時五十分。

  　詩し雨さめ駅の北口近くにある石畳の噴水広場で、三人は待ち合わせの予定だった。

  「宗也くんは一緒じゃなかったんだね？」

  〝なんでよ？　家、お隣さんなんでしょ？　二人で一緒に来ればいいじゃない？〟

  　紗代ちゃんが答えるより先に、通信機からの莉り花かさんの声が答える。音量はなるべく低く設定してあるが、それでも紗代ちゃんに聞こえないかと、僕は気が気じゃない。

  　莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんは、僕のイヤリング通信機からこっちの会話を聞いているはずだ。実際に僕らの様子をどこかから窺うかがってもいるだろう。

  　昨日そういう方針に決まり、スペアのイヤリング通信機を渡された。

  　フラワー協会が開発した桜の花びら型イヤリング通信機。

  　高性能な特殊ＩＣチップに、花族の力を融合させることで花族同士の通信を可能としている。使用方法としては、相そう互ごの力で生じたパルスを共鳴させることで通話ができるようだ。けど説明されても、ちんぷんかんぷん。

  　それに、いきなり僕に花族のパルスの共鳴とやらができるわけもないし。

  　よって莉花さんと帆鳥ちゃんの間で繋つないでもらった通信機を、そのまま僕の耳に付けておくことにした。

  　通信機の使用なんて、紗代ちゃんを騙だましているようで気がとがめる。でも危険な密鬼が関係しているのかもしれないし、それとの戦闘になる可能性だってある。細心の注意を払う必要があった。

  「あ～、葉はノの宮みや先輩、たとえおウチがお隣同士でも、デートのときは待ち合わせ場所を決めるもんですよ。好きな人を待ったり待たせたり、そういうのもデートのドキドキわくわくです。わかってませんね～、先輩」

  〝悪かったわね！　わかってなくて！〟

  　莉り花かさん、なるべく声のトーン抑えて。

  「宗そう也やくんは遅刻しない人ですから、たぶんそろそろ来ますよ」

  　しかし、待ち合わせ時間の十一時を過ぎても、宗也くんは現れなかった。

  「う～ん、おっかしいなあ……」

  　紗さ代よちゃんが携帯電話で宗也くんと連絡を取ろうとしたのは、十一時十五分過ぎだった。

  〝なにかあったのかしら？〟

  　僕は電話をしている紗代ちゃんから少し離れ、声をひそめた。

  「まさかもう、密みつ鬼おにに心を食べられちゃったなんてこと、ないよね？」

  〝その子の話を聞く限りじゃ、まだそこまではいってないはずよ。精神的に不安定なのは心が密鬼と戦っているせいだから、完全に食べられるまではまだ時間があるわ〟

  　莉花さんの声に僕は少し安心し、電話をしている紗代ちゃんに視線を向けた。連絡がついたのだろうか。紗代ちゃんの話し声が聞こえてくる。

  「え～、そんなあ、せっかく葉はノの宮みや先輩も来てくれたのに～」

  　紗代ちゃんが困こん惑わくした表情を浮かべている。

  「う～ん……、それだとしかたないかな……渋々だけど、許す……うん……うん、先輩には紗代から謝っとく……」

  　通話を終えると、紗代ちゃんは申し訳なさそうな顔で振り向いた。

  「宗也くん、急用ができちゃったそうです」

  〝ドタキャン!?　生意気だわ！〟

  　莉花さんの憤ふん懣まんが耳に痛い。

  「ごめんなさいです」

  　頭を下げる紗代ちゃんに僕は首を横に振った。

  「ううん、気にしないで。元々今日はなんの予定も入ってなかったし、宗也くんとは明後日あさつて、学校で会ってもいいんだしね」

  　身を縮ませて謝る紗代ちゃんを宥なだめ、笑顔で言う。

  「ホントにホントに、ごめんなさいです」

  　紗代ちゃんは頭を上げようとせず、僕のほうがなんだか恐縮してしまう。

  「紗代ちゃん、もう気にしないで――」

  「うっきゃあっ」

  　紗代ちゃんが壊れた!?

  「もう、こうなったら憂さ晴らし～！　今日は遊んじゃいましょう、葉ノ宮先輩！」

  　やけくそ気味に元気になった紗代ちゃんが、呆ぼう然ぜんとしている僕の腕を取った。

  「予定変更！　今日は先輩と園芸部特別課外活動――」

  「は？」

  「――という名のデートです！」

  「ええっ!?」

  　驚く僕の耳には、

  〝こら待て、なによ、それ!?〟〝うふふ、素敵ですね〟

  　二人の花か族ぞくの声が、たしかに聞こえた。

  

  　紗さ代よちゃんに腕を引かれ、

  「紗代、実は植物園って初めてなんです。ドキドキ」

  　なんだかわからないうちに、種眠たねむ市の植物園に来てしまっていた。

  　こんなことしてていいの……かな？

  　宗そう也やくんのことはもちろん気になるし、不安は募つのる。

  　しかしそれも、目の前に広がる花園と、紗代ちゃんのはしゃぐ姿を見ているうちに薄れていった。

  「うっわ～、植物園って侮あなどりがたしですね～。お花好きには楽園ですよ、これは！」

  　詩し雨さめ町の隣町、雪ゆき空そら町にある市営植物園は、敷地内に約八百種類の花木を展示し、その中央には、熱帯植物園と銘めい打うたれた温室施設まで設もうけられている。

  　土曜日ということもあり、園内には家族連れの来客が多く、結構な賑にぎわいを見せていた。

  「先輩はもちろん来たことあるんですよね？　ここ」

  　花オタクの僕は、すでに十回近くはここを訪れている。軽く常連だ。そしてたぶんこれからも頻ひん繁ぱんに訪れるだろう。

  　四季折々、その姿を変えていく花の園は、何度訪れても飽きることがないからだ。

  「見てください！　シャクヤクとカーネーションがあ～んないっぱい！」

  　長閑のどかな青空の下、春の花に囲まれた紗代ちゃんは足取りも軽く、屈くつ託たくのない笑みを浮かべている。

  「ま、いっか」

  　シャクヤクの豪ごう奢しやな花に見とれている紗代ちゃんを眺めつつ、僕は小さく呟つぶいた。

  　宗也くんのことで昨日はあれほど憔しよう悴すいしていたのだ。問題は解決されてないけど、紗代ちゃんが少しでも元気を取り戻せるなら、デート……じゃなくて園芸部特別課外活動くらいならしてあげたい。

  「今日は楽しく過ごさせてあげよう。それでいいよね？」

  　小声でイヤリング通信機に向かって言ったつもりだが、返答はなかった。

  　紗代ちゃんとのデート……じゃなくて園芸部特別課外活動になってしまったので、莉り花かさんたちは通信をやめてしまったようだ。たしかにする必要もない、か。

  「葉はノの宮みやせんぱ～い！　早く行きましょ～！」

  　ボタン園に向かおうとしている紗さ代よちゃんが、振り返って僕を呼んだ。

  　その声に笑顔を向け、僕は歩き出した。

  　園内の見学コースに沿って、のんびりと花々を見て回り、熱帯植物園に入場して極ごく彩さい色しきの花に感嘆する。紗代ちゃんはいつでもどこでも楽しそうに、各コーナーを駆け回っていた。

  　そして最後にレストハウスに立ち寄ることにした。

  　レストハウスは花の即売所と記念グッズなどを取り揃えた売店、クラブサンドがおいしいと評判の喫茶店からなっている。

  「あわわ、ストラップが大変なことに！」

  　紗代ちゃんを驚かせたのは、売店にあった記念携帯ストラップで、植物園に相応ふさわしくデフォルメしたかわいい花のマスコットが付いている。それ自体はとくに目新しさはないのだが……。

  「全三百種？」

  　そのマスコットの種類の多さに目を見張った。植物園常連の僕も初めて見る代しろ物ものだ。

  　ずらりと並んだそれは、ポピュラーな花から、花好きの僕でもようやく思い当たるマイナーなものまで、律りち儀ぎにマスコット化されている。

  「すごいです、すごいです、革命的です～。紗代、製作者の執念に負けました。完敗です。もう買うしかないでしょう、先輩」

  　紗代ちゃんは全三百種の中からお気に入りを懸命に探そうとしている。

  　記念にいいかもしれない。

  　僕も紗代ちゃんと一緒に品選びを始めた。

  「紗代、これにしまっす！」

  　たっぷり十分ほどをかけ、ようやく紗代ちゃんが選んだのは、スイートピー。花言葉の〝別離〟がなんとなく気になったけど、パステル調のピンクがたまらない、と紗代ちゃんが目をキラキラさせていたので黙っておいた。

  「じゃ、じゃあ、僕にそれ、プ、プレゼントさせて」

  　なるべくさり気なく言ったつもりだが、慣れないセリフに噛かんだ。

  　女の子にプレゼントをするなんて初めてかもしれない。別に深い意味はないし、たかが携帯ストラップ（税込み八百円）なんだけど。

  「へ？　そんなあ、いいんですか？」

  「うん、記念に買っていこう」

  　僕はそう言うと紗代ちゃんの選んだスイートピーストラップを手にレジに向かった。

  

  　昼食をとろうと喫茶店の席に着くと、早速紗さ代よちゃんはスイートピーストラップを自分の携帯電話に付けた。

  「ありがとです、葉はノの宮みや先輩」

  　何度目かの礼を、また言われた。

  　僕は少し面おも映はゆくて、

  「大事な後輩のためなら、このくらいどうってことないよ」

  　おどけたように言ったら、紗代ちゃんははにかんで俯うつむいた。

  「もし……」

  「ん？」

  「もし葉ノ宮先輩が紗代の……」

  「？」

  　しかしその続きを言う前に紗代ちゃんは立ち上がり、

  「――お手洗い……行ってきま～す」

  　タタタタッと、店内の奥のお手洗いに駆けていった。

  　なにを言いかけたのかな？

  　紗代ちゃんの態度にちょっとだけ引っかかりを覚えつつ、僕はグラスの水をゆっくりと飲んだ。

  　上着の胸ポケットの中の携帯電話が震えたのはそのときだった。

  　誰からだろう？

  　電話は非通知でかけられてきていた。滅多にそういうことはない。僕は少し訝いぶかしく思いながらも、通話ボタンを押し、耳にあてた。

  「――ハナノ、ノウリョクシャ、ダネ」

  　耳みみ障ざわりな高音に、一瞬で体が強こわ張ばる。

  　テレビドラマとかで時々耳にするボイスチェンジャーを使った声だと思う。実際に聞かせられると、かなり不気味だ。

  「誰だれ？」

  　おそるおそる訊く。携帯電話を持っている左手が震え、たまらず右手を添えたが、それは止まらなかった。

  「ダレ？　アハハ、オマエタチガ、オッテイルモノニ、キマッテイルダロ」

  　僕たちが追っているもの？

  　僕はハッとして、その拍子に携帯電話を落っことしそうになった。

  　まさか……――密みつ鬼おに!?

  　慌あわてて携帯電話を持つ手に力を込める。背筋がすうっと寒くなる。

  「ムダバナシヲ、シテイルヒマハナイナ、キミニハ、ジカンガナイノダカラ」

  「時間？」

  　男か女かもわからない声は、嘲ちよう笑しようを交まじえて告げた。

  「フラワーボムヲ、シカケタ」

  「フラワーボムヲ……シカケタ？」

  　思わず鸚おう鵡む返しに聞いて、その言葉を頭で理解しようとしたが、うまくいかなかった。

  　いったいなにを言ってるんだ？

  「アトジュップンデ、ショクブツエンノキャクハ、ミンナ、ケシトブ」

  　驚きのあまり、今度こそ僕は携帯電話を落としてしまった。
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  　喫茶店のテーブルの下に落っこちた携帯電話を拾い上げたときには、すでに通話は切れていた。

  「フラワーボムってなに!?」

  　思わず叫んでしまい、店内の客が一斉に僕を見る。

  　はずかしいなんて言ってられない。

  　電話の相手が花か族ぞくのことを知っていたことを鑑かんがみても、今の話がただのでまかせだとは思えない。

  　もし本当に植物園が消し飛ぶほどのなにかが仕掛けられているのなら、今すぐにでも――あと十分しかない！――ここにいる人たちを避難させる必要がある。

  　ぼ、僕一人でやるしかないのか？

  　不安と心細さで、体が震えてしょうがない。でも……。

  　胸の中で呟つぶやく。

  　逃げることなんて……できない。怖おじ気けづいている暇ひまなんてないよ。やらなくちゃ……ならないんだ。

  　そう腹を決め、僕は大きく息を吸い込んだ、そのとき――。

  〝こらバカ！　君、まさか爆弾が仕掛けられてますう！　なんて言うわけじゃないでしょうね!?〟

  　右耳のイヤリング通信機から、莉り花かさんの怒鳴り声が聞こえてきた。

  　僕は開きかけた口を慌あわてて閉じる。

  〝君みたいなアホっぽい子の言うことを信じるとも思えないけど、パニックを起こすようなマネはやめなさい！〟

  「よ、よかった、莉花さん。通信、まだ続けててくれたんだね。近くにいるの？」

  　砂漠でオアシスを発見したときのように、莉花さんの声は僕に安あん堵どと希望を抱かせる。

  〝いるわよ！　そして聞いてたわよ！　聞いてましたとも！　君とあの子のラブラブトークをね！　耳が腐くさるわ！〟

  　なぜだかかなり沸ふつ騰とうしているオアシスだが、今はそれどころではない。

  「ねえ、莉花さんにも電話の声が聞こえた？　フラワーボムが爆発するって、ここが消し飛ぶって、ていうかいったいあれは誰だったの!?」

  〝そんなの決まってるじゃない！　君が彼女へのプレゼントを買ってる間にでも、密みつ鬼おにが爆弾を仕掛けたんでしょうが！〟

  　微妙に皮肉っぽい言い方だったが、すぐに緊迫した声で莉花さんは言った。

  〝話はあと。あたしは園内の北側から東を、帆ほ鳥とりは熱帯植物園から西を探す。君は今すぐ園内の南側を探しなさい〟

  「探すってフラワーボムを!?　どうやって!?　僕、見たことないんだよ！」

  〝見たことなくても、花はな視みの能力者なら気合いで視みなさいよ！〟

  「そんな無茶な――」

  〝とにかく動きなさい！　その目を開けて、死ぬ気で探しなさい！〟

  　そして、

  〝走れー！〟

  　その最後の一言で、僕は駆け出していた。

  

  〝フラワーボムはその名のとおり花の形をした爆弾よ。子し房ぼうに蓄えた発火性種子を一斉放散するあやかしの兵器だわ〟

  　園内を駆け、必死に目を凝らす僕の耳に、イヤリング通信機から莉花さんの声が聞こえてくる。

  〝普通の人の目には見えないし、物理的な攻撃を受けるわけでもない。でもその爆発に巻き込まれたら、ここにいる人たちの密みつ花ばなは間違いなく消し飛ぶわね〟

  　つまりここにいる人たちの心が消失するということだ。

  〝帆鳥、そっちはどう？〟

  　莉り花かさんが三者間通信を始めた。

  〝特定しきれてないです。フラワーボムと思われる微弱な気配は感じるのですが〟

  〝あたしもそう。気配は感じるの。でもとらえかけた気配がまたすぐに消えてしまう。これってどういうこと？〟

  〝ボムの周囲に特殊な障しよう壁へきを張っているのかもしれないですね。少し、厄やつ介かいです〟

  〝で、あたしたちよりはるかに優秀な目を持った君はどうなのよ？〟

  　莉花さんの声が僕に訊いてきた。

  「ごめん。まだ」

  　僕は短く答え、懸命に周囲の花壇に視線を巡らせる。

  　花の爆弾を花だらけの植物園に仕掛けられたのだ。その捜索は極めて困難なように思えたが、あやかしの気配を探れば難しいことではない、と莉花さんは言った。

  　でも、僕にはそんな気配なんて微み塵じんも感じない。

  〝ド素しろう人との君にはまだ無理だろうけど、その代わり君には花はな視みの力がある。ここにいる人たちを助けたいと本気で思うなら、きっと視みえるはず、ううん、視なきゃダメ！〟

  　莉花さんからそう言われた僕は、自分を奮ふるい立たせ、園内を駆け巡る。

  　ボタン園……ツツジ園……ハーブ園……アイリスやゲラニウムが咲き揃う花壇……。

  　視えてくれ。

  　心の中で祈り、視線に力を込める。

  　しかしどのエリアのどの花を視ても、目に映るのは現実の花々だけだ。

  　足を止めないまま腕時計を見る。あの電話があってからすでに三分ほど経っている。爆弾の話が本当なら、あと七分ほどでフラワーボムの種は凶器となって、人々の心を駆く逐ちくしてしまう。

  「なんで……なんで視えてくれないんだよ」

  　走りすぎて喉が嗄かれ、ひいひいと息がもれる。

  〝やっぱり変だわ。気配を絞り込めない。花の中にそれらしきものが見当たらないの〟

  　莉花さんの声に帆ほ鳥とりちゃんが応じる。

  〝私もです。気配を感じた場所に行ってはみるのですが、そこからはもうなにも感じないのです〟

  　二人の声にも焦あせりがにじむ。

  〝ボムを感知しにくくするために、あやかしの気配をばら撒いたのかもしれないわ〟

  〝それに惑まどわされている可能性はありますね。気配が移動しているように思えるのはそのせいかもしれないです〟

  　移動している？

  　その帆鳥ちゃんの一言が引っかかった。胸の中に湧わき起こるなにかが、思考に結びつこうとする。

  　爆弾が移動？　花の爆弾が……人の目には映らない花の爆弾が……花が……移動している……。

  「……――!?」

  　頭の中に本当に花が咲いたように、ある考えが閃ひらめいた。

  「そうだ！」

  〝うわっ、びっくりしたっ。なによ、急に!?〟

  「花の爆弾を隠すには、ほかの花の中が一番なんだよ！」

  〝……〟

  　顔は見えなくても、二人が怪け訝げんな表情を浮かべているのがわかった。

  〝なにをいまさら言ってんのよ!?　だからこうやって探しているんじゃない！〟

  　莉り花かさんの声はキレ気味だったが、僕は臆おくすることなく続ける。

  「爆弾を隠したのは、植物園の花の中じゃない」

  〝じゃあどこよ!?〟

  「もう一つの花の中」

  〝もう一つの花？〟

  　僕は息を吸って、そして言った。

  「――誰だれかの密みつ花ばなの中だ」

  

  　バラ園にたどり着いたときには、タイムリミットまで四分を切っていた。

  　フラワーボムの気配が移動していることから、僕らは、園内の誰かの密花にそれが取りつけられていると推測。

  　莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんがあやかしの気配を感じたポイントを園内の掲示マップと照らし合わせ、その移動ルートを予測した。

  　人間の足なら、瞬間的に長い距離を移動することはないし、そこにはある程度の規則性が見て取れる。次にどこに向かおうとしているのか、目星をつけることは案外簡単だった。

  　そうして導きだされた場所が、バラ園だった。

  「いた！」

  　途中で合流した僕と莉花さんと帆鳥ちゃんの三人は、バラ園の中央付近――生い茂るバラの群ぐん生せいが迷路のように入り組んだ中に、その人影を見つけた。

  　幸い周囲に客の姿はない。

  「間違いないわ！　あやかしの気配を強烈に感じる！」

  　そこには痩やせぎすの中年男性が佇たたずんでいた。その格好はつなぎの作業着姿で首からタオルを掛け、頭には帽子。〝種眠たねむ市植物園〟の文字が帽子の横に縫いつけられている。

  「なるほど、ですね」

  　帆ほ鳥とりちゃんが感心したようにうなずいた。

  「植物園のスタッフさんなら、園内を移動することも多いですからね。その気配が追いづらかったのも納得です」

  「納得している場合じゃないわ！　もう時間がない！」

  　莉花さんは素早く銃じゆう花かを装備しながら、僕に振り向く。

  「ぐずぐずしないで！　早く、あのおじさんを花はな視みしなさい！」

  「え？」

  　思わず聞き返した僕に、帆鳥ちゃんが補足してくれる。

  「あのスタッフさんは密みつ鬼おにとは関係ないようですね。知らない間にフラワーボムを取りつけられただけのようですから、倒すわけにはいきません。ですから――」

  　帆鳥ちゃんがニコリと笑う。

  「フラワーボムの本体だけを解除するには、洋ひろさんにあのおじさんをなめてもらう必要がありますね」

  　ああ、やっぱり？
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  「な、なにをするんだ、あんたら!?　こんなとこでオヤジ狩りか!?　それとも痴漢か、痴女か!?」

  　植物園スタッフのおじさんが驚くのも無理はない。

  　見み目め麗うるわしい数あま多たのバラに囲まれた中、いきなり現れた三人の男女に手足を押さえつけられ、

  「おとなしくして！　この男の子になめられるだけだから！」

  　などと、おとなしくできそうにないセリフを聞かされているのだから。

  　しかし今は、パニック中のおじさんを宥なだめている時間はない。あと三分ほどでフラワーボムは爆発し、おじさんはもちろん、僕らを含む園内すべての人たちの心が消し飛ばされてしまうのだから。

  　そんなことは絶対にさせない。

  　僕は視線に力を込める。おじさんの蜜みつ口ぐちを探す。ノーマルな場所ならいいな、とチラリと思った。

  「あった」

  　おじさんの蜜口は一ひとつ葉ばの形で、左肘ひじに浮かび上がっていた。

  「許せる範囲内だ」

  　思わず安あん堵どの息をもらしたら、

  「なんのこと？」

  　莉り花かさんが訝いぶかしそうな視線を向けてきた。答えないでおこう。

  　僕はおじさんの作業着の袖そでを捲まくり上げた。

  「ひぃ」

  「なめます！」

  　意を決し、おじさんの骨ばった左肘ひじに舌を這はわせる。

  　ベロン。

  「お、ひょろおおおおおおっ!?」

  　おじさんは聞いたことのない叫び声を上げ、

  「ごめん、ちょっと黙ってて」

  　トンッ。

  　莉花さんに首のうしろに手しゆ刀とうを入れられ、ぐったりとうなだれた。少々かわいそうだが、今は緊急事態。許して、おじさん。

  　僕は気絶したおじさんに心の中で詫わびつつ、その背後を気合を込めて〝視みた〟。

  　僕の花はな視みの視界に、桃色のアザレアが花開いた。

  　波打つような花の形は優ゆう雅がに柔やわらかく、華麗におじさんの背後で咲いている。

  　予想外に華やかな密みつ花ばなが現れたことに面食らったが、アザレアの花言葉が〝節制〟や〝禁酒〟だと思い出し、納得できた。おじさんの無駄な肉のついていない体には相応ふさわしい。

  「フラワーボムを視みて！」

  　莉花さんに言われて、僕はおじさんのアザレアを視線でかき分け、花の爆弾を探した。

  「――！」

  　視つけた。

  　八重咲きのアザレアの中、その異物の花は隠されてあった。

  　それは周囲のアザレアの茎くきに結ゆわえられた、異質な花。

  　大きさも形もチューリップに似ているが、その全体は黒一色で禍まが々まがしい。そして花弁の下には拳こぶし大だいほどに膨ふくれ上がった子し房ぼうが、ドクン、ドクン、と不気味に脈動していた。

  「これがフラワーボム？」

  「そのようね。あたしたちにはおぼろげにしか見えてないけど、君の目には視えてるんでしょ？　はっきりと」

  　莉花さんが僕の見つめている先――フラワーボムに銃花の銃口を向けて言った。

  「種子の詰まった子房を、茎から切り離せば爆発することはないはずよ。指でさして。茎の正確な位置を」

  　僕はうなずき、子房の下か端たんから伸びる闇色の茎を指さそうとした。

  「!?」

  　が、その動かしかけた指が途中で止まる。

  「なによ？　どうかしたの？　時間がないのよ」

  　莉り花かさんの苛いら立だった声に、僕は掠かすれた声で答える。

  「茎くきが……二本ある」

  「はあ？」

  　見間違いではない。フラワーボムの一個の子し房ぼうには、二本の茎が繋つながっていた。

  　帆ほ鳥とりちゃんが暗い表情でため息をつく。

  「あれですね。どちらか正しいほうを切ることでしか解除できないという、この手のお約束だと思われます」

  「こんなときにお約束なんていらないわよ！」

  　憤ふん慨がいする莉花さんの横で、帆鳥ちゃんは上着のポケットを探り、そこから十センチほどの小枝のような銀のステッキ？　を取り出した。

  「やれることはすべてやっておきましょう」

  　そう言うと、ステッキを右手に携たずさえ、

  「風ふう韻いん萌ほう芽が花か機き発はつ動どう――」

  　詠うたうように、

  「ステッキ・ブロッサム」

  　唱えた。

  　銀のステッキは莉花さんの銃じゆう花かと同じように、一斉に本体から出現した緑の蔓つるに覆おおわれていく。互いに絡からみ合い、見る間に蔓はステッキと融合し、一本の茎となって一回りほど大きさを増した。

  　その茎に小ぶりの葉っぱを数枚はやし、最後にステッキの先端にパラソルのような空そら色いろの花を咲かせると、変へん化げを終えた。

  「これが私の武器――杖じよう花かです」

  　莉花さんの銃花はかろうじて銃の形が判別できるが、帆鳥ちゃんのステッキは本当にただの一輪の切り花のようだ。それが武器だとは俄にわかには信じがたい。しかし、

  「リーフレットガード」

  　帆鳥ちゃんが普段とは違う張り詰めた声で言って、花のステッキ――杖花を、くるっと振り回した。

  　ザアッ。

  　指揮者のタクトのように動かされた杖花に呼応し、空間に無数の葉っぱが出現した。

  　なにもない空間から、群れるように飛び出してくるおびただしい葉。それは微かすかに透き通っていて、帆鳥ちゃんの杖花の動きに合わせて移動する。

  「すごい」

  　飛来する葉は、瞬またたく間にスタッフのおじさんを含めた僕たち四人の周囲を囲んでいく。

  「帆ほ鳥とりちゃん、これって？」

  　帆鳥ちゃんは、胸の前で杖じよう花かを動かしつつ答えた。

  「葉は叢むらの盾たて――リーフレットガードでも爆発を防ぐことはできないでしょう。でも外部への衝しよう撃げきを、少しぐらいなら抑えられるかもしれません」

  　数秒後には、葉っぱの囲いはシェルターのように、僕たちをすっぽりと覆おおい隠してしまった。

  「その代わり、爆発すれば、私たちは真っ先に精神的スプラッターになってしまいますが……。困ったことですね」

  　全然困っていないような口ぶりで帆鳥ちゃんは言い、僕を見て、うふふっと笑った。

  「信じてますよ、洋ひろさん。洋さんの力を――。ね？　莉り花かさんもそうですよね？」

  　同意を求められた莉花さんは、

  「あ、いや、べつに信じてないけど」

  　涼しい顔で手をひらひらと振った。

  　ちょっと泣きそうになったが、帆鳥ちゃんに言われたことで、自分が今しなければならないことは理解した。

  　僕は目に染しみた汗を拭ぬぐって、両目にギンッと全神経を集中させる。

  　その視界にフラワーボムの二本の茎くきだけをとらえる。


  [image: ]


  　僕が視みるしかない。

  　僕が、どちらの茎くきがフラワーボムの解除に必要なのかを見み極きわめるしかないんだ。それくらい花はな視みならできるはずだ。いやしなくちゃならないんだ。

  「残り五秒になったら、あたしが勘でどちらかを撃つわ」

  　莉り花かさんは僕の背後でそう言って、帆ほ鳥とりちゃんに残り時間を訊きく。

  「あと三十秒です」

  「だから――」

  　莉花さんの手が僕の肩に添えられた。それは優しく、恐怖を忘れさせてくれる手。

  「だから、あと二十五秒は君を信じてあげる」

  　そう耳元で囁ささやかれた。

  「莉花……さん」

  　よし、やってやる。絶対やってやる。

  　莉花さんのその言葉は最強の援軍で、僕の体には勇気と自信が漲みなぎった。

  　できる！　なんでもできそうな気がする！

  　僕は心の中で叫ぶ。

  　莉花さんが僕を信じてくれるなら！（二十五秒だけだけど）。

  　僕は目を凝らした。フラワーボムの茎を鋭く射抜くように、ただまっすぐに。

  　フラワーボムなんてサイテーだ！　花をそんなのに利用するなんてサイテーだ！　だって花は――！

  「――花は、人を傷つけるためにあるんじゃない！」

  　叫んだ瞬間、フラワーボムの茎の一方がうっすらと、黒い電光を纏まとったように輝いた。

  「!?」

  　わずかな変化、しかし決して見逃してはならない変化を、僕の目は……、莉花さんが信じてくれた僕の目はとらえてくれた。

  「あと十秒です！」

  「莉花さん！」

  　僕はバチバチと黒光りする茎のほうを指さした。

  「よくやったわ！　あとはまかせなさい！」

  　莉花さんが僕の指先に銃口を向けた。

  　そして悪意を撃ち破る銃声、一発。

  　その刹せつ那な、僕の視界の端をなにかが横切ったような気がした。

  　それはバラ園の生いけ垣がきの向こう、もうすっかり花を落とした桜並木の間。

  　そこから向けていた視線の余韻だけを残し、その姿は一瞬で桜の木の陰に隠れてしまったように思えた。

  　気のせいかもしれない。たまたま誰だれかが通りかかっただけなのかもしれない。

  　そしてその人影が女の子のように見えたのもやっぱり気のせいだと、僕はすぐにそのことを忘れてしまった。

  

  「戻らなきゃ」

  　フラワーボムを無事稼か動どう停止させ、園内の精神爆破を阻そ止しした僕たちは疲れきっていた。僕なんか足元がふらつくくらい。正直倒れそう。が、休んでいる暇ひまはない。喫茶店に紗さ代よちゃんを残したままだ。

  「頑張れ男の子、ですね」

  　帆ほ鳥とりちゃんの笑顔も少々お疲れ気味。莉り花かさんとともにバラ園の花壇の縁ふちに腰を下ろしている。

  　ちなみにスタッフのおじさんは莉花さんに活かつを入れられて目を覚ますと、一目散に逃げていった。

  　まあ、おじさんにはフラワーボムや莉花さんたちの花はな狩かりの力は知られなかったはずだから、大騒ぎにはならないと思う。せいぜい変態少年に体をなめられたと、気味悪がられるくらいだ。それもイヤだけど……。

  「二人とも、大丈夫だよね？」

  　疲ひ弊へいした二人を残していくことがためらわれた。

  「うわっ、最悪。君に心配されるなんて。やけ食いしそう」

  　莉花さんは大おお袈げ裟さに頭を抱え、それから僕のほうを見ないまま、

  「密みつ鬼おにの気配は感じない。電話をかけてきたヤツはもうこの場を離れたんでしょ。だから安心して行けばいいわ。紗代が心配してるわよ」

  　そう言って、手を、しっしっと振った。

  　この様子だと大丈夫そうだ。

  　僕は苦笑いし、バラ園から出て行こうとした。が、ふと思い出し、踵きびすを返した。

  「な～によ？　まだなんか用？」

  　戻ってきた僕を見て、莉花さんが眉をひそめる。僕は気にせず莉花さんのそばまで行く。そして、

  「はい、これ」

  　ポケットに入れてたものを取り出し、莉花さんに差し出した。

  「なによ、これ？」

  　莉花さんは僕からそれを受け取ると、まじまじと見つめ、それから思い当たったように目を丸くした。

  「これって――」

  「帆ほ鳥とりちゃんも、もらってくれるかな？」

  　帆鳥ちゃんはそれを受け取ると、嬉しそうに目を輝かせた。

  「携帯ストラップですね」

  　それはレストハウスの売店で、紗さ代よちゃんのスイートピーストラップと一緒に買ったもの。莉り花かさんと帆鳥ちゃんの分だった。

  　もちろん全三百種の花のマスコットの中から、二人の密みつ花ばなであるバラとネモフィラを選んでおいた。

  「うふふ、ポイント高いですね、洋ひろさん。好きになってしまいそうです」

  「え？」

  「とりあえず冗談です」

  　とりあえず、ですか？

  　帆鳥ちゃんはストラップを胸に抱きしめるように持ち、

  「ありがとうです、洋さん」

  　ぺこっと頭を下げた。

  　喜んでもらって嬉しい。買ってよかった、と思いながら莉花さんの様子を窺うかがうと、莉花さんはストラップを顔の前にかざしていた。

  「ありがと」

  　莉花さんはストラップを見つめたままそう言った。その声はとても優しく穏やかで。

  　しかしその口調とは対照的に、なぜか莉花さんの瞳は寂しそうに翳かげっていた。

  　僕は急に不安になって、久しぶりに、莉花さんの密花を視界に浮かび上がらせてみた。

  　その瞳の奥に秘めた想いを、少しでも知りたくて我慢できなかったから。

  　莉花さんの心のバラは、バラ園のどのバラよりも華美で気高く悠然としていて……――そして、ちょっとだけ哀しそうに見えた。
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  　植物園精神爆破騒動から二日後の月曜日。

  　宗そう也やくんとは会えなかった。

  「ごめんなさいです～。風邪を引いて今日はお休みなんです。おバカさんは風邪引かないとは迷信ですね。いやはや、です」

  　朝の校門でわざわざ僕を待っていた紗さ代よちゃんは、そう言って謝った。

  「紗代ちゃんが謝ることないよ。それより、様子のほうはどうなのかな？」

  　僕は登校する生徒たちの人波の中、声をひそめた。

  「風邪もそうだけど……例の……精神的なほうというか……その……落ち着いてる？」

  　紗代ちゃんは控え目に笑って、うなずいた。

  「昨日は落ち着いていました。風邪のせいで暴れる元気がなかったのかもしれないですが。あ、風邪のほうも熱は下がったようなので、心配ないです。意外に頑丈、宗也くん」

  　それだと、明日か明後日あさつてには学校に出てこれるだろう。会うのはそのときでいいのかな？

  　少し悠ゆう長ちような気もする。

  　相手は恐ろしいクイーンランク以上の密みつ鬼おにだ。植物園でのこともそいつの仕業だと考えると、敵は悪意と狡こう猾かつさを持って、僕たち花か族ぞくに攻撃を仕掛けてきている。

  　それって、とり憑ついた人間の心を糧かてに、さらに力を増しているということでは？

  　もしそうなら、やはり宗也くんとは一日でも早く、いや、一時間でも早く会って真相をたしかめるべきじゃ？

  　そのことをさっそく、朝のホームルーム前に莉り花かさんに話すと、

  「ふ～ん、そうかもね」

  　気のない返事が返ってきた。

  「え？　それだけ？」

  　身を乗り出そうとしたら、じろりと睨にらまれた。

  「学校では親しくしてくるな、バカ」

  「あ、ごめん」

  　思わず謝った。

  　が、ふと思う。普段僕らは親しくしているのかな？

  　ちょっと思い出してみる。莉花さんと出会ってからのことを。

  　…………。

  　……………………怒られてばっかりだ。

  　僕はため息をつき、机の中から一時間目の授業の教科書を取り出そうとした。

  「話があるわ。放課後、この間の図書館で待ってる」

  　隣から莉り花かさんの独り言のような声が聞こえた。見ると、莉花さんは机に頬ほお杖づえをついて、そっぽを向いている。

  　そっけない態度が、逆にその話が重要なことだと伝えているような気がした。

  「話って――」

  「オース、洋ひろ！　朝から電車の中でナンパしたら、三発殴られたぜ！　男の勲章だな！」

  　四発目をあげたくなるようなタイミングで昌しよう平へいが話しかけてきたので、僕は莉花さんと話すことができなかった。

  

  　その日の昼休みは〝ペロペロ修行〟はなく――ていうか、昼休みになったとたんに莉花さんがどこかに行ってしまったから――僕は昼食後、久しぶりに花壇と温室の手入れをじっくりとすることができた。

  　途中で紗さ代よちゃんも合流し、一緒に花に水をやり、花弁の残ざん骸がいの〝花がら〟を摘んだりもした。

  　楽しかった。

  　いろいろと心配事はあるけど、好きな花の世話をし、その花を見て楽しみ、同じ花好きの子とおしゃべりをしていると、気分は軽くなっていく。

  　紗代ちゃんもそうだといいな、とその笑顔を見ながら僕は思った。

  　放課後になると、温室の温度調整だけをして市立図書館に向かった。紗代ちゃんには園芸部活動を休むことを、昼休みにすでに伝えてあった。紗代ちゃんのがっかりした顔が思い出され、胸が痛んだ。

  　市立図書館に着くと、莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんが、この前と同じ休憩スペースで待っていた。

  　帆鳥ちゃんもいるということは、話の内容は植物園で接触してきた密みつ鬼おにのことだろう。

  　そう思いながら席に着くと、

  「星ほし音ね紗代さんのことです」

  　帆鳥ちゃんから言われて、驚いた。

  「紗代ちゃんのこと？」

  　帆鳥ちゃんが困ったように、笑顔でうなずく。莉花さんは腕組みをして、不機嫌そうな横顔をこちらに向けている。

  「怒らずに聞いてほしいのですが」

  　そう前置きする帆鳥ちゃんに、莉花さんが口を挟む。

  「事実なんだから、怒られる筋合いなんてないわ。ていうか、この子が怒ったらこっそりと深海に沈めよ」

  　こっそりと恐ろしいことを言っている。

  「では単刀直入に言ってしまいますね」

  　帆ほ鳥とりちゃんは僕をまっすぐに見つめ、柔らかく窄すぼめていた唇を開いた。

  「紗さ代よさんは洋ひろさんに嘘をついています」

  　そうはっきりと告げられた。

  「嘘？」

  　思ってもみないことを言われ、僕は困惑気味に訊き返す。

  「はい」

  　帆鳥ちゃんがうなずく。

  「香こう月づき宗そう也やさんという方はこの世に存在しないのです」

  　一瞬なにを言われたのかわからなかった。

  「……どういうこと？」

  　莉り花かさんがぶっきらぼうな口調で答えてくれた。

  「帆鳥が言ったとおりよ。紗代にカレシはいないの。幼なじみなんていないの。香月宗也なんて子はどこにもいないの。すべて紗代の嘘だったの。君は騙だまされてたの」

  　莉花さんの言葉は耳には入ってくるが、そのまま素通りして理解ができない。

  「そんなわけ……ないよ」

  　僕は曖あい昧まいに笑ったが、二人が冗談を言っているのではないことは、その表情を見れば明らかだ。でも……。

  「紗代ちゃんは宗也くんから暴力を受けて、顔に痣あざまでつけて……」

  「自作自演ね、きっと」

  　莉花さんは、鼻で笑った。

  「調べればすぐにわかることなのに。実際、帆鳥が昨日、紗代の家を探して、その近所を調べたらすぐにわかったわ。だって近所のどこにも、香月って苗みよう字じさえないんだもの。種眠たねむ北高の生徒名簿はあたしが今日の昼休みに確認ずみ。もちろん香月宗也の名は一年はおろか全学年のどこにもなかった」

  　莉花さんはそう言って、

  「本当に調べればすぐにわかるのに、呆あきれるわね」

  　嘆たん息そくした。

  「土曜日に、紗代さんを初めて見たとき不思議な感じがしました」

  　帆鳥ちゃんがそのときのことを思い出すように、瞳を細める。

  「私たちの目には紗代さんの密みつ花ばながまったく見えなかったのです」

  　花はな視みの能力者ではない二人にも、密花を感じる程度には〝見る〟ことができる。

  「洋さんの花視と違って、私たちには微かすかにしか密花は見えません。見えないときだってあるくらいです。心の弱い人の場合は特にそう」

  　密みつ花ばなは心の花。弱い心の密花が見えにくいことは、なんとなく理解できる。

  「でも紗さ代よさんのは、それとは違うような気がしたのです」

  　帆ほ鳥とりちゃんが口をつぐむと、莉り花かさんがそれを継ついだ。

  「隠されていたのよ、きっと。歪ゆがんだ密花が、あたしたちに気づかれないようにね」

  　吐き捨てるように言う。今日の莉花さんはとてもイラついているように見える。

  「特殊な力で紗代の密花は隠されていた。そしてその力の気配が――」

  　莉花さんは帆鳥ちゃんに視線を向けた。帆鳥ちゃんが小さくうなずく。

  「昨日になってようやく思い当たりました。鈍いですね、私」

  　帆鳥ちゃんは自分の頭をコツッと叩き、それから言った。

  「紗代さんの密花を隠いん蔽ぺいしていた力の気配。そして私を襲った密みつ鬼おにの気配。二つの気配がとても似ているのです」

  　その言葉に胸が騒ぐ。

  「それって……つまり」

  　口の中が乾いていた。大きく深呼吸をする。

  「大丈夫ですか？」

  　帆鳥ちゃんが心配してくれたが、僕はそれには答えず二人を見つめた。その視線が険しくなっていることを自覚しながら。

  「つまり密鬼は宗也くんじゃなくて、紗代ちゃんにとり憑ついてるっていうの？」

  　そんなバカなことって。

  　しかし帆鳥ちゃんは悲しそうに俯うつむき、莉花さんは肩をすくめた。

  「宗也なんて最初っからいないんだから、犯人は決まったも同然でしょ」

  　その言い方にムッとした。

  「犯人なんて言わないでよ。そんな言い方やめてよ。紗代ちゃんは被害者じゃないか」

  「ど～かしらね～」

  　莉花さんは揶や揄ゆするように笑う。

  「歪んだ密花に密鬼が寄ってくるって言わなかったっけ？　あの子の心に問題があるんじゃないの？」

  「そんなことない！」

  　思わず大きな声を上げてしまった。ここが図書館だからって構うものか。

  「紗代ちゃんはとってもいい子で、素直で、明るくて、一生懸命で、花が大好きな優しい子なんだよ！　そんな紗代ちゃんの心が歪んでるわけがない！」

  「へ～、ずいぶんとあの子の肩を持つのね。花はな視みの力だって満足に使いこなせてないくせに、人の心のことはわかっちゃうんだ？」

  「あ、あの、莉花さん……」

  　宥なだめようとする帆ほ鳥とりちゃんに構わず、莉り花かさんも館内中に響き渡るような声で怒鳴った。

  「あの子の心がどうしようもなく弱いのよ！　弱いからありもしないオトコをでっちあげて、幸せなフリしてたんじゃない！　その歪ゆがんだ弱さが密みつ鬼おにを呼んだのよ！」

  「違う！」

  「違わない！　君に人の心はわからない！　へらへら笑ってるだけの臆病者が、人の心を理解できるわけないじゃない！」

  　その言葉に戦慄おののきながら僕も言い返していた。

  「莉花さんみたいな強い人にだってわからない！　自分の力だけでなんでも乗り越えていける人には、僕らみたいな普通の人の気持ちなんかわかりっこないんだよ！」

  　バンッ！

  　殴られたのは、僕じゃなくて休憩スペースの机だった。

  　莉花さんは勢いをつけて立ち上がると、

  「普通ってなによ!?　わかりたくもないわ！　紗さ代よも君も、見てるだけでむかつく！　あたしは弱い人間が大っ嫌い！」

  　燃えるような目で一ひと睨にらみし、それからクルリと背を向けると、あっという間に去っていった。

  　全身が強こわ張ばり、その背を見送ることしかできなかった僕は、

  「……洋ひろさん？」

  　帆鳥ちゃんの気き遣づかう声で、ようやく息を吐はいた。そのまま頭を抱える。

  「バカだ……僕」

  　情けなく嘆く僕の手に、帆鳥ちゃんの手が添えられた。

  「帆鳥ちゃん？」

  　帆鳥ちゃんは優しく微笑ほほえみ、頭を振った。

  「洋さんはバカじゃないし、莉花さんは強い人じゃありませんよ」

  「え？」

  　帆鳥ちゃんは幼い子を諭さとすような口ぶりで、

  「洋さん、強いフリができるかっこいい女の子はいっぱいいますけど、強い女の子なんていないんですよ」

  　そう言って、僕の鼻の頭をツンッと指で突っついて、笑った。

  「では、莉花さんのことをちょっとだけ教えちゃいますね」
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  　莉り花かさんを見つけたのは、種眠たねむ市を横断する雫しずく菜な河の河か川せん敷しき。

  　そのスペースを利用した、ブランコとすべり台とベンチだけの小さな公園に莉花さんはいた。

  　夕暮れ時の公園にほかに人の姿はない。莉花さんはブランコに腰掛け、そこから悠々と流れる川かわ面もをじっと見つめていた。

  　僕は肩で息をしながら、その背中に声をかけた。

  「莉花さんっ」

  　莉花さんは背中をピクリと震わせたが、振り返ろうとはしなかった。

  　図書館を出てから、ほぼ走り通しでここまできた僕はへとへとだった。

  　が、莉花さんの姿を見たら疲れなんて吹き飛んだ。僕って単純なんだな。

  「なによ？　決着をつけに来たってわけ？　ふん、受けて立つわよ、ガチンコで。どっちかが〝まいりました。僕が間違ってました。人間的に失格でした。死ぬまで莉花様の奴ど隷れいにさせてください〟って言うまで続けてあげるわ」

  「それもう、僕が負けること前提だよね？」

  　莉花さんはそこでようやく首だけを振り返らせ、

  「ここ、帆ほ鳥とりに訊いてきたの？　あたしのオキニの場所だから、君には知られたくなかったんだけど」

  　不満そうに頬を膨ふくらませる。

  「そ、それは、ごめん」

  「冗談」

  「え？」

  　莉花さんはフッと頬を緩め、また川の流れに視線を戻した。

  　日は暮れようとしている。

  　雫菜河の川かわ下しもの遠くには水平線が覗のぞき、そこに陽射しが吸い込まれようとしていた。川面は夕陽の最後のかけらを映し、きらきらとだいだい色に輝いている。

  〝莉花さんは一人ぼっちの女の子でした〟

  　図書館での帆鳥ちゃんの話を思い出しながら、僕はゆっくりと莉花さんに近寄っていく。

  

  「莉花さんは独りぼっちの女の子でした」

  　莉花さんが飛び出していった図書館の休憩スペースで、帆鳥ちゃんは遠い思い出を掬すくい取るようにして話し始めた。

  「莉花さんが花か族ぞくに覚かく醒せいしたのは六歳の頃だったようです」

  　それは花か族ぞくとしては異例の早さで、そのためフラワー協会のほうでも把握が遅れてしまったという。

  　莉り花かさんは、自分に宿った力を自覚しないまま、それまでどおり両親と暮らし続けることになった。

  「そしてそれが悲劇を呼び起こしたのです」

  　帆ほ鳥とりちゃんが痛ましい表情を浮かべる。

  「莉花さんは密みつ鬼おにに狙われました」

  　花族の力を自制できない莉花さんの密みつ花ばなには大きな負荷がかかり、歪ゆがみ、蜜みつが零こぼれ、それが密鬼を呼び寄せてしまったらしい。

  　密鬼はペイジランクの小物だったが、時間をかけて莉花さんの密花を侵おかしていったという。

  「莉花さんは次第に衰すい弱じやくし、そして狡こう猾かつな密鬼は莉花さんだけでなく、莉花さんのパパとママにも、その毒どく牙がを向けたのです」

  　原因不明の病やまいに侵される我が子を心配し、心身を疲ひ弊へいさせた両親の密花にも異常が生じていた。それが密鬼には格好の獲物となった。

  「フラワー協会が莉花さんの元へ駆けつけたとき、莉花さん自身は高い潜在能力のおかげで、最悪の事態を免まぬがれました。しかし莉花さんのパパとママは……」

  　帆鳥ちゃんが瞳を伏せて言った。

  「莉花さんはそのとき独りぼっちになりました」

  　僕はなにも言えなかった。莉花さんの悲しい過去を僕なんかが聞いてしまったことにうしろめたささえ感じていた。

  「莉花さんはその後、私のうちで暮らすことになりました」

  　莉花さんが七歳。帆鳥ちゃんが五歳の頃だという。

  「貴き島しま家は代々、花族を輩はい出しゆつしていて、現貴島家当主の私のパパは、フラワー協会の要職にも就ついています。パパは莉花さんを実の娘と同じように優しく、厳しく育てました。花族の力とともに生きる術すべを、少しずつ教えていったのです」

  　帆鳥ちゃんが懐かしそうに言う。

  「莉花さんと私は姉妹のように育ち、莉花さんは花はな狩かりとして力をつけていきました。つらい過去を乗り越えたのだと皆は思いました。でも……」

  　帆鳥ちゃんは少し間をあけ、それから僕に訊いてきた。

  「莉花さんは学校でお友達ができたようですか？」

  「それは……」

  　学校での莉花さんは周囲と距離を置いている。

  　壁を作り、誰ともつきあわず、自分を押し殺して過ごしている。花狩の責務を果たすため、余計なことに時間を割さきたくない、というようなことを言っていたはずだ。

  　そのことを告げると、帆ほ鳥とりちゃんは予想していたようにうなずいた。

  「莉り花かさんは私以外の人とはほとんど話そうともしません。ずっとそうでした」

  「……」

  「だから私は、洋ひろさんがきっかけになってくれるのではと期待しているのです」

  　帆鳥ちゃんが意味ありげに僕を見る。

  「莉花さんが感情をオープンに話せる男の子なんて、洋さんが初めてなんですよ」

  　帆鳥ちゃんはそう言って、小さく息を吐はいた。

  「莉花さんは怖いんだと思います」

  「怖い？」

  「花族の自分と関わることで、その人に危険が及ぶことを恐れているのだと思います。莉花さんのパパとママがそうだったから」

  　帆鳥ちゃんは莉花さんがさっきまで座っていた場所を見つめ、

  「莉花さんは臆おく病びようですから」

  　そう呟つぶやいた。

  

  「――まいりました！　僕が間違ってました！　人間的に失格でした！　死ぬまで莉花様の奴ど隷れいにさせてください！」

  　ブランコに座った莉花さんの前で、僕はなぜかそう叫んでいた。

  　莉花さんがわずかにたじろいだせいで、ブランコがキィと鳴った。

  「な、なに？」

  「ごめん、わかんない！」

  　本当になんでこんなセリフが出てきたのか、僕にだって謎だ。さっぱりだ。

  　ただ帆鳥ちゃんから聞いた話と、ここ数日間の出来事、莉花さんと話したことや、そのときの莉花さんの表情、そして莉花さんの密みつ花ばな――真紅のバラが頭の中を駆け巡り、混ざり合い、どんどん膨ふくらんで、もういっぱいいっぱい、ついに弾けるように口の中から出てきた言葉が、これだった。

  　ああもう、かっこ悪い。

  　気の利きいたセリフからはほど遠いし、なんて卑ひ屈くつで情けない。でも……。

  　僕は口の中で呟く。

  　しょうがない。これが今の僕なんだし。

  　あたりさわりのない笑顔でごまかしたり、逃げだすよりはずっとマシだ。

  　だから僕はやけくそ気味に胸を張った。

  「僕が莉花さんのそばにいて頑張るから！　こき使ってくれて構わないから！　だから……だからもう莉り花かさんは大丈夫！　莉花さんが莉花さんでいられるよう、僕が莉花さんを視み続けるから！」

  　僕は必死にそう言うと、ブランコのチェーンをつかんでいる莉花さんの手を握った。

  　これまたびっくりだ。自分にこんなことができるなんて信じられない。頭の中がカアッと茹ゆだって、ぐるぐる回り、なんていうか……もう衝しよう動どうが抑おさえられない。

  「セクハラ？」

  「触りたくなったから触った！」

  「変態の開き直りじゃん！」

  　そう言いながらも莉花さんは僕の手を払おうとはしなかった。

  「ま、いっか。君にはこのまえ教室で、もっとすごいことされてるし」

  　莉花さんは肩をすくめ、それからちょっとだけ視線を逸そらした。

  「さっきは言いすぎた……悪かったわよ」

  　消え入りそうな声で、莉花さんは言った。唇がほんの少し震えている。

  「莉花さん……」

  　殊しゆ勝しような莉花さんが、なんだかとても……とても……――ああ、かわいい！

  　しかしそんな浮かれ気味の僕を、莉花さんは探るように見つめ、

  「それで君、帆ほ鳥とりになにを聞いたの？」

  　一転して取り調べ口調に変わった。

  「そ、それは……」

  　少し迷ったが、莉花さんの過去を知ったことを隠しておくわけにもいかないだろう。僕は図書館でのことを正直に話した。

  「ほ～、あたしの両親が？」

  　莉花さんの瞳が心なしか不穏に輝く。

  「うん……密みつ鬼おにに心を食べられて……亡くなったって」

  「ほ～」

  　ガツッ！

  　とたんに莉花さんの蹴けりが、僕の弁べん慶けいの泣き所にヒットした。

  「んがっ!?」

  　僕は悲鳴を上げ、うずくまる。弁慶が泣くくらいだからとても痛い。座った姿勢からのローキックでこの威力なんだから……。莉花さんの身体能力侮あなどりがたし。

  「あたしの両親を勝手に殺すな、バカ！　今でもぴんぴんしてるわよ！」

  「え？」

  　なんだって？

  「たしかに密鬼に襲おそわれて重症を負ったし、あたしのせいで傷つけたし、それがきっかけでずっと離れて暮らしてはいるけどね」

  「そう、なの？」

  　聞いた話と違う。

  　いや、待てよ。そうじゃない。帆ほ鳥とりちゃんは莉り花かさんの両親が亡くなったとは一言も言わなかったじゃないか。

  「？？？」

  「たくっ、帆鳥にまんまと乗せられたってわけね、単純バカ。バカキング」

  　僕は地面に膝ひざをついたまま唖あ然ぜんとし、ぷんぷん怒っている莉花さんを見つめ、それから、

  「ぷっ」

  　吹き出した。

  「なによ？　ついに壊れちゃった？」

  　莉花さんに睨にらまれても、僕は笑いを止めることができなかった。大声上げて笑った。

  　良かった……良かった……ホント、良かった。

  　ただ心の中でそう言い続けた。

  「おかしな子」

  　莉花さんは笑い続ける僕を呆あきれ顔で見つめ、しばらくしてから自分も笑い出した。

  「バカ……あはっ……君、ホ～ント、バカね……」

  　莉花さんは僕を指さし、おなかを抱え、終しまいには目に涙を浮かべて笑い続けた。

  「あ～、もうなんで？　なんでだろ？……あははっ……よくわかんない……君といると調子がくるうわ……な～んか……話したり、触れ合ったり……そんなのが悪くないって思えて……あはっ、ホント、わかんない！」

  　莉花さんは笑いながら、ブランコをゆり動かした。

  　そのスカートが翻ひるがえり、僕は慌あわてて目を逸そらした。
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  　翌日の種眠たねむ北高。

  　昼休みを告げるチャイムが鳴ると同時、僕は意を決して、自分の席から立ち上がった。

  「なにかあったらすぐに呼ぶこと。命令よこれは」

  　莉り花かさんがバッグから弁当箱を取り出しながら、声をかけてきた。

  「うん。ありがとう。心配してくれて」

  「はあ？　ち、違うわよ。心配とかそういうんじゃなくて……これは、その、単なる伝達事項というか……」

  　莉花さんは口をもごもごと動かし、

  「とにかくはっきりさせてきなさい。まずはそれからだわ」

  　少し乱暴に弁当箱の包みを開けた。

  「行ってくるね」

  　莉花さんはそっけなく手を少しだけ振った。

  

  　紗さ代よちゃんは中庭にいた。

  　花壇の縁ふちに腰掛けて、虚うつろな表情でプツリ、プツリ、と雑草を摘んでいた。

  「紗代ちゃん」

  　紗代ちゃんは僕の声にハッとして振り返ると、無邪気そうに、ぱあっと笑った。

  　その笑顔に胸が痛む。

  　でも……。

  　挫くじけそうになる気持ちを懸命に奮い立たせる。

  　はっきりさせなくちゃいけない。

  　密みつ鬼おにと戦うためにも、紗代ちゃんを助けるためにも、事実を知る必要がある。

  「先輩、もうお昼は食べましたか？　紗代、今日は超ラッキーです。売店でチョコチップメロンパンをゲットしちゃったんですよ。にはは～」

  　そう言ってパンの入ったビニール袋を掲げる紗代ちゃんに、僕は告げた。

  「紗代ちゃん、宗そう也やくんに会いに行こう」

  　紗代ちゃんは一瞬言葉に詰まり、しかしすぐに、

  「ごめんなさいです。宗也くん、今日も休みなんですよ」

  　残念そうに答えた。

  「宗也くんの教室に行ってみよう。具合が良くなって途中から来てるかもしれないよ」

  　そんなことはあるわけないのに。

  「いえ……だって……休むって、朝、宗そう也やくんから電話がありまして……」

  「それなら、クラスメートに宗也くんのこと訊いてみるってのはどうかな？　クラスでの最近の宗也くんの様子を教えてもらおうよ」

  「でも……」

  　僕は今とても残酷なことをしているのかもしれない。でも……それでも――。

  「紗さ代よちゃん！」

  　僕の声に紗代ちゃんは身を縮ませ、パンの入ったビニール袋がその手から落ちた。

  「行こう。宗也くんの教室へ」

  　紗代ちゃんは拳こぶしを握り締めて佇たたずんでいたが、僕がもう一度紗代ちゃんの名を呼ぶと、

  「……はい」

  　小さく返事をして、息を吐はいた。

  　その表情は叱られた子供のように萎しおれ、でもどことなく安心したように見えたのは気のせいだろうか。

  　紗代ちゃんと一緒に僕は宗也くんのクラス――一年Ｅ組の教室に向かった。

  　紗代ちゃんは俯うつむき加減で僕の二、三歩うしろをついてくる。

  　ゆっくりと歩いていく。なるべくなら、一年Ｅ組の教室に着く前に、紗代ちゃんが真実を話してくれることを望みながら。

  　しかし結局紗代ちゃんは一言も発しないまま、僕らは目的地に着いてしまった。

  　一年Ｅ組の教室の扉とびらは開いていて、室内からは生徒たちの賑にぎやかな声が聞こえてくる。

  「ここ、だよね？」

  　僕の背後に隠れるようにして立つ紗代ちゃんに尋ねる。紗代ちゃんはこくりとうなずいた。話を切り出そうとはしない。

  　それが紗代ちゃんの意思なのか、それとも心にとり憑ついた密みつ鬼おにがそうさせているのかはわからない。それをはっきりさせるためにも、今ここで宗也くんが存在しないという事実を晒さらす必要があると、僕は思った。

  　僕は一年Ｅ組の中に視線を向ける。扉口に立っていた女の子に声をかける。

  「なんでしょう？」

  　眼鏡めがねをかけたその子は、僕と紗代ちゃんに視線を向け、首を傾かしげた。

  「あの、香こう月づき宗也くんって……いますか？」

  　僕の言葉に紗代ちゃんが息を呑む。

  　宗也くんが存在しないことを知った僕に、紗代ちゃんはどんな反応をよこすのか。なんと答えてくれるのか。

  　それを思うと僕の緊張もピークに達する。ごくりと喉のどを鳴らした。

  　そのとき――。

  「香こう月づきくんは風邪でお休みですよ」

  　眼鏡めがねの女の子が答えた。

  「え？」

  　僕は耳を疑った。今、この人はなんて言った？

  「風邪で……休み？」

  「ええ、昨日から休んでますけど」

  　そんなわけない。莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんがたしかめたと言っていたじゃないか。香月宗そう也やはこの世に存在しないと。

  「誰かと間違ってない？　香月宗也だよ」

  　僕は女の子に詰め寄った。

  「ええ、クラス委員長の香月宗也くんですよね？　欠席です」

  　女の子は当たり前のように答える。

  「香月くん、皆から頼られてるから、いないと大変なんですよ。早く治って来てもらわないと、クラスがまとまらなくって」

  　女の子が困ったように肩をすくめた。

  「そんなわけ――」

  「ありえないっ！」
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  　紗さ代よちゃんの叫び声。

  　振り向くと紗代ちゃんが両手で顔を覆おおっていた。指の間から覗のぞく肌は、蒼そう白はくだ。

  「ありえない、ありえないです……そんなの、そんなのってない……紗代はもう……もう……」

  　紗代ちゃんはうわ言のように呟つぶやき、

  「いやあっ！」

  　引き裂くような声を上げ――ドサッ――糸の切れた操り人形のようにその場に倒れた。

  「紗代ちゃん!?」

  　倒れた紗代ちゃんの体は小刻みに震えている。

  「紗代ちゃん!?　紗代ちゃん!?」

  　その体を抱き起こし、大声で呼びかける。が、紗代ちゃんは焦点の合っていない瞳を細く開けているだけで、反応はない。

  「あ、あの、保健の先生、呼んできます！」

  　眼鏡めがねの女の子はそう言うと、廊下を駆けていった。

  「しっかりして！　紗代ちゃん！」

  　事態に気づいて生徒たちが集まってくる。紗代ちゃんは僕の腕の中にもたれたまま。

  　僕は紗代ちゃんの名を呼び続けた。

  「……っ」

  　紗代ちゃんの青ざめた唇が微かすかに動いた。

  「紗代ちゃん!?」

  　紗代ちゃんは虚うつろな視線をさまよわせる。僕の声は聞こえていないようだ。

  「心配ないからね！　今すぐ先生が来るから！」

  「……――!?」

  　表情をなくしていた紗代ちゃんの顔が、不意に怯おびえるように歪ゆがんだ。その視線は廊下の天井付近の虚空に向けられている。

  「……ごめん……なさい」

  　紗代ちゃんはそのなにもない空間を見つめながら呟つぶやいた。哀しみに満ちた悔かい悟ごの響きのようだった。

  「……ごめんなさい……――宗そう也やお兄ちゃん」

  「!?」

  　そのとたん、世界は無音になった。

  　騒然としていた周囲からは、集まっていた生徒たちの息いき遣づかいすら聞こえなくなった。

  「？」

  　異変を感じて辺りを見ると、生徒たちは一人残らず、彫ちよう像ぞうのように静止していた。

  　いや、生徒たちばかりではない。教室の中の壁時計の針も、風にはためいていた窓のカーテンも、動いていたものすべてが一瞬で凍りついたように止まっていた。

  「いったいなにが――」

  　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、腕の中の紗さ代よちゃんが、身を折り曲げて苦しみだした。

  「……いや……心が……破裂しちゃう」

  　紗代ちゃんが堪こらえ切れないように僕の胸にしがみついてくる。

  　僕の目が紗代ちゃんの蜜みつ口ぐちをとらえたのはそのときだった。

  　それは紗代ちゃんの左膝ひざに、光る四よつ葉ばの形で浮かび上がっていた。

  　四つ葉!?

  　紗代ちゃんの花はな視みなんて考えたことがなかったから、その蜜口を視みるのも初めてだった。そしてそれが、花か族ぞくの莉り花かさんや帆ほ鳥とりちゃんと同等の心の力を示す四つ葉だったことに、僕は驚きよう愕がくした。

  「……い……や……溢あふれちゃうよ……紗代の……心がっ……」

  　つらそうに悶もだえる紗代ちゃん。蝋ろう細ざい工くのように血の気を失った顔からは、次第に生気さえも奪われていく。

  「紗代ちゃん！」

  　そんな紗代ちゃんの姿を目にし、僕はためらうことなく、紗代ちゃんの左膝の蜜口に唇をつけた。

  　紗代ちゃんの心に……密みつ花ばなにいったいなにが起きたのかを視るべきだと思った。

  「……んっ……」

  　膝をツツーと舌でなめると、紗代ちゃんの朦もう朧ろうとしていた眼まな差ざしが一瞬、僕に向けられた。

  「………先輩……紗代は――」

  　しかし最後まで言う前に、紗代ちゃんの体は不意に僕の腕から引き剥はがされた。

  「!?」

  　見えない力に持ち上げられるように、紗代ちゃんの体は、そのまま廊下の天井付近まで浮上する。

  「な、なんだ、これ……」

  　その瞬間、花視の力がとらえた光景に、僕は唖あ然ぜんとした。

  　紗代ちゃんの背中には、巨大な塊かたまりと化した密花の群ぐん生せいが広がっていた。

  　その茎や葉は紗代ちゃんを中心に四方に広がり、蔓状になって天井を覆おおい、壁を伝い、廊下を猛もう然ぜんと這はいずっていく。

  　そしてその広がっていく緑の中に、まるで明かりが灯ともるように、ポッ、ポッ、ポッ――。

  　三種類の花が咲いていた。

  　一人の人間に三種類の密花。そのことに息を呑みながら、僕は辺り一面に咲いていく花に目を凝らした。

  　一つは、糸のような葉に包まれて咲く紫色のニゲラ。花言葉はたしか〝夢での恋〟。

  　もう一つは白いカップのような形のホオズキで、花言葉は〝偽いつわり〟。

  　そして最後の一つがカンナ。血の色にも似た赤い花の花言葉は〝妄もう想そう〟だったはずだ。

  　密みつ花ばなの群ぐん生せいは、周囲をあっという間に密林へと変へん貌ぼうさせていく。

  　そしてそれを目の当たりにした僕は、なぜさっきから生徒たちが、いや、室内のあらゆるものが静止しているのか理解した。

  　紗さ代よちゃんの密花に捕まっている……。

  　紗代ちゃんの背中から溢あふれた密花は、生徒たちを含む室内のすべてをその蔓つるで緊きん縛ばくし、自由を奪うばい、そして植物群の中に取り込もうとしていた。

  　どうしてこんな……。

  　精神世界の密花が、心の外の物質世界に影響を及ぼすことなんてありえない。それなのに……。

  「――葉はノの宮みや先輩っ」

  　紗代ちゃんの声にハッとして頭上を仰あおぐ。紗代ちゃんは自分の密花に体を呑まれようとしていた。

  「紗代ちゃん!?」

  　繁はん茂もする密花の中、弱々しくもがく紗代ちゃんに、必死に手を伸ばす。

  　しかし無数の蔓によって持ち上げられた紗代ちゃんをつかむことはできず、その体は次第に植物群の中に埋まい没ぼつしていく。

  「は、はの……み……や……せんぱ――」

  　懸命にジャンプした僕の手は空くうを切り、紗代ちゃんの体は、密花の厚い壁の中に完全に消えた。

  「紗代ちゃん!?」

  　諦あきらめてたまるもんか！

  　僕は壁を覆おおった蔓に手と足を掛け、紗代ちゃんが消えた辺りを目指してがむしゃらにのぼっていく。

  　が、蔓をつかんでいた手に、逆に蔓が巻きつき、

  「うわっ」

  　両手が拘こう束そくされると同時に、背後から伸びてきた蔓が首に巻きついてきた。

  　しなやかで、そして頑丈な蔓は、容よう赦しやなく僕の首を締め上げてくる。

  「くっ！」

  　両手が使えない僕は、足をばたつかせ身を捩よじるが、蔓はびくともせずにぎりぎりと首に食い込んでくる。

  　頭に不快な熱が滾たぎり、口こう中ちゆうが乾き、視界が狭きよう窄さくしていく。

  　冗談じゃない……こんなとこ……で……。

  　線香花火のように意識がパチッ、パチチッと明滅し、そして――ポトリッ――線香花火の火の玉が落ちるように、意識が闇に沈んでいく――寸前。

  　ダアーンッ！

  　銃声が響き、僕の首に巻きついていた蔓つるが弾けた。

  　ダンッ！　ダンッ！

  　両手を拘こう束そくしていた蔓も千ち切ぎれ飛び、僕はドテッと床に落ちた。

  「なにかあったら呼べって言わなかったかしら？」

  「莉り花かさん！」

  「遅～い！」

  　ダアーンッ。

  　密林と化かした廊下の向こうで、莉花さんは僕に向かって銃じゆう花かを発動。

  「ひえっ」

  　思わず頭をすくめた僕のすぐ頭上で（僕に忍び寄っていたものだろうか）緑色の蔓が散さんじ、パラパラとその残ざん骸がいが振り落ちてきた。

  「たくっ、君にはどれだけ貸しを作ればいいのかしらね？」

  「い、一生かけて返すよ。絶対」

  　思わず言った言葉に、莉花さんはきょとんとしたあとで、なぜか少しだけ頬を赤らめた。

  「バ、バカ」

  　困ったように呟き、それからゴホンと咳せき払ばらいをしてから言った。

  「花はな瀑ばく布ふが起きたようね」
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  　種眠たねむ北高はまるでジャングルに葬ほうむられた遺い跡せきのようだった。

  　教室も廊下も、壁も天井も紗さ代よちゃんの密みつ花ばなに覆おおわれ、そのあちこちに突起物のように植物の塊かたまりが点在している。おそらく生徒たちの変わり果てた姿だろう。

  「莫ばく大だいな力を秘めた心が一気に破裂すると、精神世界がそれに耐え切れなくなるの。ダムが決けつ壊かいするみたいに、溢あふれた密花はそのまま物質世界に滝となって流れこんでくる。それが花はな瀑ばく布ふ。実際にお目にかかるのは初めてだけどね」

  　莉り花かさんは行く手を阻むニゲラ、ホオズキ、カンナの密花群をかき分けながら、ずんずん前進していく。

  「密花が半物質化してるのはそのためね。歩きにくくてしょうがないわ」

  「学校の生徒たちは無事なの？」

  　僕も莉花さんと並んで鬱うつ蒼そうとした廊下を突き進んでいく。

  「紗代の密花に心と身体を拘こう束そくされてるだけよ。花瀑布を収めれば元に戻るだろうし、今のところは命に関わることもないでしょ」

  「今のところは？」

  「花瀑布自体が異常事態なのよ。そんな歪ゆがみに捕まった心なんて、密みつ鬼おにの格好の餌えさじゃない？」

  「それって、生徒たちの心を狙って密鬼が襲ってくるかもしれないってこと？」

  「これだけの規模なら大群が来るかも」

  　その光景を想像しただけで、ぞっとする。

  「そうならないためにも、紗代を見つけ出す必要があるわ。どんな手を使っても密花の暴走を止めなきゃならない――どっち？」

  　廊下の曲がり角――今は花と葉と蔓つるだらけの分かれ道に差しかかると、莉花さんは立ち止まった。

  　僕は視みることに集中する。

  　不規則に乱れ咲く紗代ちゃんの密花。

  　しかし僕の目はその中に、ある傾向を見出だしていた。それは――。

  「……――こっち！　蕾つぼみはこっちのほうが多い！」

  　花の蕾の存在だ。

  　三種類の密花は大部分が咲き開いているが、その群ぐん生せいの一部に明らかに蕾が目立つ箇所がある。

  　それに気づいたとき、僕は閃ひらめいた。

  　紗代ちゃんから溢れる密花が、その異常な放出速度のせいで開花が追いついていないのではないか、と。

  　もしそうなら、密みつ花ばなの蕾つぼみは紗さ代よちゃんの心から放出されたばかりのもの。それが目立つルートを進めば、最速で紗代ちゃんの元にたどり着くことができるはずだ。

  　もちろん推測でしかないが、莉り花かさんにそのことを告げるとあっさりと了解してくれた。

  「あたしには蕾なんて見えていないわ。花はな視みの力がわざわざ視みせてくれてるんなら、信じてみる価値はありそうじゃない」

  　そうして僕の蕾ナビに従って、校内をひた走ってきたというわけだ。

  　花か蕾らいの道は校舎内を縦じゆう横おうに巡っていた。

  　生い茂る密花のせいで方向感覚をくるわされながらも、僕らは階段を昇り降りし、校舎の端から端へ駆け、息を切らし、このままでは校内で遭そう難なんするんじゃないか、と心配しかけた頃になって、

  「ここって……」

  　着いた先は――特別講義室だった。

  　種眠たねむ北高の南端にある特別講義室は、室内自体はほかの教室よりも三倍以上は広い。

  　席は階段状に整然と設置され、教壇を見下ろす格好で広がっている。大学の講義室によく見かける造りだ。

  　そしてそこも、三種類の花と多くの緑に満たされていた。階段席なんて藪やぶに覆おおわれた山の斜面のようだ。

  　教壇脇の出入り口から入ってきた僕と莉花さんは、そのせり上がった密花の茂みを見上げた。

  「!?――紗代ちゃん！」

  　紗代ちゃんはそこにいた。

  　講義室の席の一番上。たくさんの密花の蕾が集まり、まるで立てかけたベッドのように、紗代ちゃんの体を受け止めていた。

  「紗代ちゃん！」

  　紗代ちゃんは瞳を閉じ、呼びかけにも応じない。ここからじゃ無事かどうかも確認できない。いや、無事に決まってる！

  「ぼさっとしてないで！　行くわよ！」

  　僕より先に莉花さんが階段席の藪に足を踏み入れていた。僕も慌あわててそれに続こうとする。が、莉花さんが急ブレーキをかけるように立ち止まった。

  「莉花さん？」

  「ものすごいイヤな気配がする」

  　そう言って一歩、二歩とあとずさり、僕と並ぶ。

  　カサッ。

  　階段席を覆う密花が、風もないのに震えた。

  　カサ、カサ、カササササ。

  　不穏な葉は擦ずれの音があちこちから聞こえだし、密みつ花ばなの群ぐん落らくは全体が波打つように揺れだした。

  「気をつけなさい！」

  　莉り花かさんがそう言って銃じゆう花かをセットアップした瞬間。

  　のそり。

  　藪やぶの中からダンゴムシが現れた。

  「……」

  　ちなみに大きさは子犬並み。

  「えええっ？」

  　いやもう、間違いなく、子犬並みダンゴです。

  「ダ、ダンゴ……ダンゴ……巨大ダンゴ……」

  　その大きさだけでも気色悪いのに、それがあちこちから顔を覗のぞかせたものだからたまらない。

  　巨大ダンゴムシが密みつ鬼おにの一種か、それとも以前、帆ほ鳥とりちゃんの密花を枯らした〝呪い〟の類たぐいなのかは知らないが、あんなものに一斉に襲われたら、いろんな意味で絶望的だ。

  「莉花さんにも、あの虫、見えてる!?」

  　ざっと見た感じでは巨大ダンゴムシは十匹ほど。

  　莉花さんにも見えているなら、銃じゆう花かで駆く除じよできるはず。たとえ莉花さんの目に見えてなくても、僕が指示すればなんとか切り抜けられそうだ。うん、きっと大丈夫。

  「莉花さん、どう？　見えてないのなら、僕が教えるけど」

  「……」

  「莉花さん？」

  「……」

  「莉花さん？」

  　返事がないので振り向くと、いつのまにか莉花さんは僕の背後に隠れていた。おや？

  「莉花……さん？」

  「無理。虫。無理」

  　簡潔に説明された。

  　まさか。

  　僕は莉花さんの顔を覗きこんだ。青ざめて震えている。こんな莉花さん見たことない。でもまさか莉花さんに限って――。

  「虫が苦手なんてことは？」

  「昔、レタスに青虫、以来ダメ」

  　またもや簡潔に説明された。

  「で、でも、だって帆鳥ちゃんに虫がついてたときは撃てたよね？」

  「バカ！　君、大バカ！　あの時はあたしには見えなかったもん！　今、見えてるもん！　しかもあのでかさなんなの!?　もうやだっ！」

  　口調が変わるほどに怯おびえている。

  　ガサササッ。

  　そんな僕らに向かって、巨大ダンゴムシたちが動き出した。

  「きゃあっ！」

  　悲鳴とともに、莉り花かさんが僕の腕にしがみついてきた。なにもかも莉花さんらしくない。

  　まあ、でもこんな莉花さんも悪くない。

  「――なんて思ってる場合じゃない！」

  　僕は莉花さんの両肩をつかんだ。

  「しっかりして莉花さん！　僕がついているから！　僕が指示を出すから！　ちょっとだけ我慢して銃じゆう花かを撃って！　イヤな虫たちを追い払おう！　ね!?　そうしよう！」

  　僕の励ましが莉花さんに届いたのだろうか、莉花さんは銃花を両手で持ち、そして迫り来るダンゴムシたちに向けて構えた。

  　キシキシキシッ。

  「やっぱ無理～！」

  　僕の励ましは届かなかったようです。

  　莉花さんは「いやあ！」と叫ぶと、あろうことか、僕をダンゴムシの群れに向かって押し出した。

  「ここは任せるわ！」

  「ええええええ!?」

  　僕の悲痛な叫びがダンゴムシたちを刺激したのか、虫たちはそこで一いつ斉せいに――ぴょ～ん――僕に向かって飛び跳ねてきた。

  　うわわわ！　僕の人生、虫オチ!?

  　いやそんなオチはない！　と激しく思ったとき――。

  「リーフレットガード」

  　冷静な声が講義室に響き渡った。それと同時に、僕の目の前には、大量の葉で構築された壁が出現する。

  　それは飛びかかってきた巨大ダンゴムシを弾き返し、その大きさをさらに広げると、

  「ラッピング」

  　その声を合図にダンゴムシの群れに覆おおい被かぶさっていった。

  　キシッ!?　キシシッ!?

  　葉っぱの壁は網あみのように柔じゆう軟なんに変へん化げし、そのまま暴れるダンゴムシを一いち網もう打だ尽じん。すっぽりと包み込むと、講義室の藪やぶの中にずぶずぶと沈んでいった。

  「うふふ、どうですか、洋ひろさん？　莉花さんの意外な一面にキュンッとしましたか？　男の子ってそういうのに弱いはずです」

  　杖じよう花かを手にした帆ほ鳥とりちゃんが、ほんわかと笑いながら立っていた。

  「帆鳥、助かった～！」

  　莉り花かさんが帆鳥ちゃんに抱きつき、帆鳥ちゃんはその背を撫でながら、

  「間に合ってよかったです」

  　ほっと息をついた。

  　帆鳥ちゃんは事前に莉花さんから通信を貰い、早々に学校を早退しこちらに駆けつけてきたという。

  「この地に近づいてくる多くの邪よこしまな気配を感じます。花はな瀑ばく布ふに引き寄せられた密みつ鬼おにの群れだとしたら、あまり時間がないですね」

  　そう言って、階段席の向こうに捕らえられている紗さ代よちゃんを見み遣やった。

  「紗代さんを助けましょう」

  　帆鳥ちゃんは杖花を握り締めると、ようやく落ち着きを取り戻した莉花さんとともに階段席を駆け上がっていく。もちろん僕もそれに倣ならう。

  　しかし僕らが紗代ちゃんの元にたどり着く寸前、

  「――紗代は渡さない」

  　どこからともなく、聞き覚えのない男の声が冷たく響き渡り、

  「!?」

  　紗代ちゃんを乗せた密みつ花ばなの台座が蠢うごめきだした。

  「紗代ちゃん！」

  　密花の台座は、近づいていく僕らを嘲あざ笑わらうかのように遠ざかっていく。その向こうにあるのは植物の蔓つるに覆おおわれた窓ガラスだ。

  　密花の台座は窓ガラスに向かって突き進み、それを迎え入れるように、周囲の蔓が、窓ガラスを押し割った

  　そのけたたましい音で目を覚ましたのか、台座の上の紗代ちゃんが首をもたげた。

  「紗代ちゃん！」

  　紗代ちゃんの目が僕に向けられ、

  「葉はノの宮みや先輩!?」

  　その口が僕の名を呼んだ瞬間、紗代ちゃんを乗せた密花の台座は、割れた窓の向こうへと消えていった。
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  　特別講義室の割れた窓から外を覗のぞくと、空中に草花の道ができていた。

  　それは物質化した密みつ花ばなの群ぐん生せいによって作られた道で、幅は一メートルほど。校舎と校舎の間の空間をうねうねと伸びている。

  　目を凝らしてみると、その道は第二校舎の向こう側まで続いていることがわかった。

  　僕と莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんの三人は、ガラスの破片に注意しながら窓をくぐり、花と葉でできた道に降り立った。僕たち三人の重さにもそれはびくともしない。

  「紗さ代よさんは、この道の先に運ばれたようですね」

  　帆鳥ちゃんが慎重に足を運びながら口を開いた。道幅が狭いためにあまり急ぐことはできない。足でも滑らせたら約十メートル下の地面に叩きつけられてしまう。

  　僕ははやる気持ちを抑えながら、それでもいつの間にか駆け足になっていたのだろう。

  「こら、走るな」

  　莉花さんに窘たしなめられたときには、二人よりも五、六メートルほど先に来てしまっていた。

  「密みつ鬼おにがなにを仕掛けてるかわかんないのよ。君、自分で自分を守れないんだから、あたしたちから離れるんじゃない」

  「そうですよ、洋ひろさん。今のを通訳しますと、〝洋さんが心配でたまらない、そばにいて〟ということですよ」

  「あ、ありえない通訳しないの、帆鳥！」

  　憤ふん慨がいする莉花さんのそばで、帆鳥ちゃんはにこやかな表情のまま、僕に言った。

  「でもこの状況ならたしかに敵のほうが有利です。想像もつかない、なにかとんでもないことを起こすことだって――」

  　ズンッ。

  　帆鳥ちゃんが言い終える前に、足元がわずかに揺れた。と同時に、なにか重たいものが落ちたような鈍い音が響き渡る。

  　何事かと思い振り返ると――。

  「そう、たとえば足場が崩れていくような、とんでもないことだって起きてしまうのです」

  　たった今、通ってきたばかりの密花の道が崩ほう落らくしていた。

  「走りなさい！」

  　莉花さんが帆鳥ちゃんの手を取り、僕の方へ駆けてくる。

  「なに止まってんのよ!?　君は落ちてもいいから、死ぬ気で走りなさい！」

  　ひどい。しかもついさっき、走るなと言ったばかりなのに。

  　などと一瞬思ったが、その莉花さんたちの背後で、道だった密花の塊かたまりが次々地面に落ちていくんだから、走るしかない。

  「ぐずぐずするな！　蹴けり落とすわよ！」

  　なんかもう、道の崩ほう落らくが怖いのか莉り花かさんが怖いのかわからない。

  　しかしとにかく今は走る。走る。ひたすら走る。

  　道の崩落音に追い立てられるように、前へ前へと足を運ぶ。

  　しかし――。

  「み、道がないんですけど!?」

  　第二校舎が間近に迫った辺りで、前方の草花の道が寸断されていることに気がついた。

  　すっぽりと空あいた空間。

  　向こうに道はあるのだが、その間隔は四メートルほどもある。とてもじゃないがジャンプできる距離ではない。かといって僕たちの背後からは崩落が迫ってくる。

  　最悪だ！

  　絵に描いたような絶望的状況に思わず立ち止まろうとした、そのとき、

  「そのまま走ってください」

  　帆ほ鳥とりちゃんの声が聞こえ、

  「リーフレットガード」

  　とたんに大量の葉が頭上に出現し、僕らを追い越していった。

  　そうか！

  　帆鳥ちゃんの意図に気づき、さらに足を速めた。

  　リーフレットガードは、目と鼻の先に迫った途切れた空間に振り落ちていく。

  　いける！

  　僕は足場を蹴り、目の前の空間に向かってジャンプした。

  　もちろん、やけになって飛び降りたわけではない。

  　なにもなかった空間にはリーフレットガードによって、葉は群ぐんの足場ができあがっていたのだ。

  　そこに着地し、勢いを保ったまま向こうの密みつ花ばなの道に飛び移る。

  「さすが帆鳥！　あとで好きなもの奢おごったげる！」

  　二人もこちらがわの道に無事飛び移り、ようやく胸を撫で下ろす。

  「うふふ、では抹まつ茶ちやクリームあんみつで」

  「あたしはフルーツパフェ。君、わかった？」

  　あれ？　僕が奢るの？

  　よくわかんないけど――ま、いっか――危機を回避できたことに安あん堵どし、僕はうなずいていた。

  　視線の先では、今しがた通ってきた密花の道が完全に崩落していた。が、途切れた空間を挟はさんだこっちの道が崩れる気配はない。

  　僕たちは息を整え、改めて道の先を見つめた。

  　それは第二校舎の陰に隠れてしまっているが、その向こうになにがあるかはもちろん知っている。

  「ねえ、この先って？」

  　そう訊いてきた莉り花かさんに、僕は「うん」とうなずく。

  「温室だよ」

  

  　見慣れた温室の面おも影かげはどこにもなかった。

  　そこにあるのは、密みつ花ばなが密集してできあがった巨大な植物の柱。

  　温室を完全に内ない包ほうしたそれは、まるで古代の大たい樹じゆのように、十五メートルほどの高さにまで到達していた。

  　空中の密花の道はその柱の下のほうに繋つながっていて、僕らはそこから植しよく物ぶつ柱ばしらの手前の地面に降り立った。

  「いるわね。密みつ鬼おにの気配に、胸むねの奥がかき乱される」

  　莉花さんが植物柱に向けて銃じゆう花かを構える。

  　それに反応するように、柱の上部がぐにゃぐにゃと蠢うごめき、内部から押し出されるように紗さ代よちゃんの上半身が現れた。

  「紗代ちゃん！」

  　僕の声に紗代ちゃんがうっすらと目を開ける。

  「……葉はノの宮みや先輩？」

  　その瞳が僕をとらえると、とたんに涙を溢あふれさせた。

  「待って！　今助けるから！」

  　しかし紗代ちゃんはつらそうに首を横に振る。

  「……ダメ……です。宗そう也やくんが……許してくれない……です」

  　男の冷笑が聞こえてきたのはそのときだった。

  　莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんが身構える中、紗代ちゃんをとらえている柱の表面が再び隆りゆう起きした。

  「紗代の心は僕のもの」

  　柱から浮き出て、背後から紗代ちゃんを抱きしめたのは若い男。

  　その顔は顎あごの線が細く、鼻筋が通り、藍あい色いろの目は白い肌とともに美しく映はえている。胸板は薄く、紗代ちゃんを抱きしめている腕にも無駄な肉はついていない。髪は緩やかに肩まで伸びている。

  　しかしそんな芸術品のような上半身とは対照的に、胸から下は植物化し、柱と同化していた。

  　現実離れした美少年。しかしその中性的な顔立ちはどことなく紗代ちゃんに似ているような気がした。

  「宗そう也や……くん」

  　首をわずかに動かし、自分を抱きしめている男に視線を向ける紗さ代よちゃん。

  　男は酷こく薄はくな笑みを浮かべ、僕らを見下ろしている。

  「あれが宗也くん……？」

  「んなわけないでしょ！」

  　唖あ然ぜんとしている僕に、莉り花かさんがぴしゃりと言い放った。

  「あれこそ大ボス！　このあやかしの波動、間違いなくクイーンランクだわ！」

  　莉花さんは決然と叫ぶと、男に銃じゆう花かの銃口を向けた。

  「おや、僕のかわいい紗代も撃うつつもりかい？」

  　男は平然と、紗代ちゃんの頭に頬をすり寄せ、その背後に身を隠す。

  「女の子を楯たてにするとはいい趣味ね」

  　莉花さんが苦々しく言う。

  「こんな歪ゆがんだ心を持った子はそうはいないからね。ゆっくりと味わわせてもらうよ」

  「紗代ちゃんを放せ！」

  　男は僕を一いち瞥べつし、

  「邪魔はさせない」

  　にやりと笑う。

  　それが合図だったかのように、植しよく物ぶつ柱ばしらから拳こぶし大の黒い塊かたまりが、次々と射出された。

  　その塊の上部には漆しつ黒こくの毛が生え、まるで黒い綿毛のたんぽぽのようにゆっくりと落ちてくる。ただの石のように見えた塊は、大きな黒い種子のようだ。

  「なによ、こんなものっ」

  　莉花さんがフンッと鼻を鳴らし、銃花を数発放った。

  　光の種は見事に黒い種子を撃ちぬき、それは空中で爆発するように破裂する。

  「フラワーボムの一種ですね」

  　次々に撃破されていく種子を見上げながら帆ほ鳥とりちゃんが口を開いた。

  「威力はそれほどでもないように思えますが――」

  　そう言いかけた帆鳥ちゃんの顔色が、さっと変わった。

  「リーフレットガード！」

  　素早く杖じよう花かを振ると、僕ら三人の頭上に葉は群ぐんの傘が出現する。

  「帆鳥？」

  　莉花さんが怪け訝げんそうな表情で振り返る。帆鳥ちゃんは頭上を見上げたまま、

  「いくら莉花さんでも、これでは撃てません」

  　眉をひそめて言う。

  　その言葉の意味はすぐにわかった。

  　リーフレットガードの向こう、僕らの頭上はあっという間に、黒雲に覆おおわれたように翳かげっていた。

  「なによこれ？　これじゃ、なにも見えないじゃない！」

  「フラワーボムに付着していた黒い綿毛です」

  　言われてみると、濃のう霧むのように見えるそれは黒い繊せん毛もうのようだ。

  　それが僕らと植しよく物ぶつ柱ばしらの狭はざ間まに浮遊し、充満し、次第にその周囲をも黒く染め上げていく。視界が奪われてしまう。

  「冗談じゃないわ。こんな状況でフラワーボムを落とされ続けたら」

  「もちろん、それが敵の狙いでしょう」

  　帆ほ鳥とりちゃんが言い終えた瞬間、爆発音が響き、頭上のリーフレットガードが震動した。それがフラワーボムの爆発だと気づいたときには、二発目、三発目のフラワーボムが、僕らを守る葉は叢むらの楯たてを震わせた。

  「あはっ、いつまでもつのかな？　その葉っぱ」

  　頭上の闇の中から冷淡な声が聞こえてくる。

  　いつもは穏やかな表情の帆鳥ちゃんが、唇を噛かんでいる。その視線を向けているリーフレットガードは、爆発を受けるたびに葉を散らしはじめていた。

  「このままじゃ」

  　莉り花かさんが苛立った声を上げ、銃じゆう花かを構える。

  「ダメです、莉花さん。無闇に撃ったら、紗さ代よさんにも当たってしまいます」

  　帆鳥ちゃんに言われ、莉花さんは悔しそうに銃花を下げた。

  　フラワーボムは葉っぱの傘だけでなく、周囲の地面にも落ち爆音を上げている。そのたびに闇の濃度は増し、僕らの視界を漆しつ黒こくで閉ざしていく。

  「――ごめんなさい……」

  「紗代ちゃん？」

  　紗代ちゃんの震える声が、頭上の暗闇から聞こえてくる。

  「紗代のせいで、こんな……」

  　もう一度紗代ちゃんは謝ると、泣きそうな声で語りはじめた。

  「――宗そう也やくんは紗代のお兄ちゃん。この世に生まれなかった……紗代だけの大切な人なんです」
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  「宗そう也やくんは紗さ代よと一緒に生まれてくるはずでした」

  　特製フラワーボムによる煙幕と爆発の狭はざ間まから、紗代ちゃんの声が哀しく落ちてくる。

  「お母さんは頑張ったけど、でもどうしようもなくって……。だから宗也くんは、紗代が生まれてこられるように、自分の命をくれたんです」

  「ああ、僕は紗代のことを一番に考えていたよ。お母さんのおなかの中にいた頃からね」

  　紗代ちゃんが宗也くんと呼ぶ密みつ鬼おにが、暗闇の向こうで笑う。

  「お母さんから宗也くんのことを初めて聞いたのは、小学校に上がる頃。紗代はドジでとろくてお勉強もダメで、人見知りも激しくて……。だからきっとクラスでうまくやっていけないって、塞ふさぎこんでいたとき……」

  「うんうん、紗代は繊せん細さいな子だからね」

  「お母さんが言ったんです。紗代は大丈夫。宗也くんが――その名前を言ったのがお母さんだったか、紗代があとからつけたかはもう覚えてなくて――ただお兄さんがそばにいてくれるから。だから心配しないでって。そう言ってくれて……」

  「素敵な人だね、僕らのお母さんは。そっちも味見したいな、くくくっ」

  　紗代ちゃんがつらそうに続ける。

  「紗代はやっぱりダメな子で、失敗ばっかり……、皆ともうまく話せない。初めは声をかけてくれてた子たちも少しずつ離れてって……紗代はいつの間にかクラスで独りぼっちになってました」

  「かわいそうな、紗代。でも僕はいつでも君のそばにいたよ」

  「……うん」

  　肯こう定ていした紗代ちゃんが、痛ましかった。

  「紗代は宗也くんがいてくれたから寂しくなかった……だって宗也くんは紗代といつもおしゃべりしてくれたから。冗談を言ったり、一緒にお買い物につきあってくれたから。失敗したときは……慰めてくれたから」

  　でもそんなのは……。紗代ちゃん、そんなのはやっぱり――幻なんだ。

  「宗也くんは優やさしくて、紗代のことを大切にしてくれました……。大好きだったおばあちゃんが亡くなったとき、お父さんとお母さんが離婚したとき……宗也くん、ずっと紗代のそばにいてくれて……。励ましてくれて……」

  　紗代ちゃんの幻は、紗代ちゃんの心の代わりに傷を受け止めていたのだろう。

  　そうすることで紗代ちゃんは自分を守ってしまった。心が潰れてしまわないように、と。

  　それを責めることは……できない。できないけど……。

  「宗也くんは、紗代のお兄ちゃんで、家族で、ヒーローで、友達で、恋人で……紗代にとってかけがえのない人になりました」

  「でも……でも宗そう也やくんはいない！　いないんだよ！　最初から宗也くんなんていなかったんだ、紗さ代よちゃん！」

  　思わず叫んだ僕の声は、フラワーボムの爆音にかき消される。

  　それでもわずかな沈黙のあと、紗代ちゃんは「……はい」と答えてくれた。

  「それをわからせてくれたのは――」

  　ためらうような間。そして――。

  「――葉はノの宮みや先輩でした」

  　僕が？

  　隣の莉り花かさんがチラリと視線をよこしたのがわかった。

  「紗代、お花が好きでした。お花はなにも言わないから。紗代につらく当たらないから。ただ綺麗だから」

  　紗代ちゃんの声が微かすかに熱を帯びる。

  「でも葉ノ宮先輩に会って、それが違うってわかったんです」

  「おいおい、紗代。そんなこと、どうでもいいじゃないか？」

  　宗也くんの声が初めて動揺した。

  「先輩のそばでお花を見て、先輩が見ていた世界に触れたら、紗代にもお花たちが話しかけてきてくれた。そんな気がして。お花は言葉を持っていたんだって初めて気がつきました」

  　思い出すように、紗代ちゃんは話した。

  「――〝寒いよ。暑いよ。今日は少し疲れたよ。元気。紗代が水をくれたおかげ。僕の仲間があそこで咲いている。あなた最近私のこと見てくれないわ。もう少しで花が咲く。楽しみにしていて。僕の体はもっと丁てい寧ねいに扱ってね。ねえ、花が咲いたの、触れてみて。今日は少し哀しそう。なにかあったの？　話してみなさいよ。ほら、落ち込んでたあいつも花を咲かせている。笑って。私たちと一緒に笑って。笑顔を咲かせて。ほら、この青空の下で――〟」

  　紗代ちゃんは一気に言うと、ヒクッと嗚お咽えつをもらした。

  「ああ、紗代だったんだ……。皆の声を聞いていなかったのは紗代だったんだ……心を閉ざしていたのは紗代のほうだったんだ……」

  　悲痛な声は、紗代ちゃんの心のかけらみたいで。

  「今頃気づくなんて、やっぱり紗代、バカです……自分に優しいだけの場所に居ることなんてできないのに……。だから紗代は宗也くんとさよならしなくちゃいけないのに……」

  　紗代ちゃんは迷いながら、でもはっきりと助けを求めている。

  「でも宗也くんは……きっと許してくれない……」

  「当たり前だよ、紗代。だって僕は君のためだけに生きてきたのだから」

  「違う！　そいつはこの世に生まれなかった紗代ちゃんの兄弟でも、紗代ちゃんの大切な人でもない！」

  　僕は力を込めて言う。

  「そいつは紗さ代よちゃんの心を喰べる鬼だ！」

  　紗代ちゃんの嗚お咽えつが激しくなり、その声は心こころ許もとなくさまよう。

  「でも葉はノの宮みや先輩……。宗そう也やくんが……紗代の心の中だけの宗也くんが……今は目の前に――いるんですよお！」

  「違う、紗代ちゃん！　そいつは――」

  　僕の声を遮さえぎるように宗也くんが声を上げた。

  「そうだよ、紗代！　僕は宗也だ！　君のためだけに生まれ、君のためだけに生き、そして君をこうして抱きしめるために現れた、君だけの宗也だ！」

  　紗代ちゃんが短い悲鳴を上げる。

  「君はそんな僕を自分の勝手で捨てるのかい？　君を支えてきたこの宗也を！」

  　紗代ちゃんがついに大声で泣き始めた。

  　身を引き裂くような泣き声に、思わず葉っぱの傘の下から飛び出そうとして、莉り花かさんに首根っこを押さえつけられた。

  「り、莉花さん!?」

  　そのまま莉花さんにグイッと引き寄せられる。

  「そんぐらい元気があるんなら、花はな視みをマックスで発動させなさい」

  　莉花さんが僕に耳打ちする。

  「君の目なら、この暗闇も打ち破れる。その力で紗代を救ってあげなさい」

  　しかしその花視の力を僕はまだ使いこなせていない。

  「最後は気合いよっ」

  「そんな無茶なっ」

  　困惑する僕を、莉花さんは「へたれ！」と小声で罵ば倒とう。それから僕の頭を動かないよう両手で抱え、そのまま顔を近づけてくる。

  　へ？　な、なに？　こんなときに、まさかキ――!?

  　ガツンッ。

  　頭突きでした。

  「いつつつっ」

  「あたしの気合いをあげたわっ」

  　莉花さんが胸を張って言う。

  「気合いは誰かを想う気持ちの強さ。君にもそれがあるなら、花視の力がきっと応えてくれる」

  「莉花さん……」

  　その言葉は単純に胸に響いた。

  　紗さ代よちゃんを助けたい。今はただそれだけが願いなのだから。

  「――やるよ、僕」

  　僕はうなずいた。それから精神を集中させるために目を瞑つむる。

  「帆ほ鳥とり」

  　莉り花かさんが帆鳥ちゃんの名を呼ぶ。

  　帆鳥ちゃんは莉花さんの意図を悟さとったように、「はい」と冷静に答え――ヒュン――たぶん杖じよう花かを振った音。

  「リーフレットガード！」

  　帆鳥ちゃんが声を上げた瞬間、僕は閉じていた目をカッと見開いた。

  　お願いだ！　皆が助かる道を視みせて！

  　ただ一心にそう祈って。

  　そしてその祈りが通じたのか、それとも莉花さんからもらった気合いのおかげか。花はな視みの力が邪悪な暗闇を超越した。

  　――視えた！

  　僕の視界には、頭上に浮かんだ葉は群ぐんの足場が、暗闇をものともせずにくっきりと映し出されていた。

  「いけっ」

  　莉花さんが小声で、しかしはっきりと僕に命じた。

  　それに背中を押され、僕はリーフレットガードの下から躍おどり出ると、足場に向かって飛び跳ねた。

  　頭上からはフラワーボムが落ちてくる。が、花視の力は暗闇に漂うそれを暗視カメラの映像のように、いやそれ以上の鮮明さで僕の視界に映してくれる。

  　視野を遮さえぎるものがなければ、落下速度の遅い爆弾はなんとかかわすことができる。

  　僕はスピードを衰えさせないまま、足場からさらに上の足場に向かってジャンプする。

  　上へ。上へ。紗代ちゃんのところまで一秒でも早く。

  　フラワーボムの爆風すらも利用して、自分の体を押し上げ、次の足場に向かってダイブする。

  　帆鳥ちゃんが作った葉群の足場は七つ。すでに五つ目の足場を蹴り上げ、六つ目に着地。

  　花視の目はその先に佇たたずむ紗代ちゃんをとらえ、その紗代ちゃんを抱きしめている宗そう也やくんの姿をも露あらわにする。

  　僕は最後の足場に向かって飛ぶ。

  「――おまえは!?」

  　そこでようやく気づいたのか、宗也くんが目を血走らせ、七つ目の足場に到達した僕に腕を突き出してきた。

  　宗也くんの腕が植物の蔓つるを束ねた鋭い槍に変へん化げする。それがまっすぐに僕の胸に迫ってくる。

  「!?」

  　が、その宗そう也やくんの腕が僕の胸の先で止まった。

  「この女！」

  　宗也くんが怒声を上げる。

  　宗也くんの腕を引き止めたのは、紗さ代よちゃんだった。その両腕で宗也くんの腕を懸命に押さえている。

  　僕は最後の足場を蹴り上げ、巨大植しよく物ぶつ柱ばしらに拘こう束そくされている紗代ちゃんに飛びついた。

  「紗代ちゃん！」

  　僕は紗代ちゃんの体に手を回し、そのまま落ちていく自分の体重をかけ、紗代ちゃんの体を植物柱から引き抜いた。

  「紗代!?」

  　紗代ちゃんに伸ばした宗也くんの腕が空くうを切る。

  「莉り花かさん、撃って！　密みつ鬼おにはここだ！」

  　僕の声に向かって莉花さんの銃じゆう花かの弾丸が放たれる。

  　僕と紗代ちゃんは真下へと落下した。

  　銃声。銃声。銃声。

  　宗也くん、いや、密鬼の断末魔の叫びがこだまする。

  　銃声はそれをかき消すようにさらに鳴り響く。四発目……五発目……悪夢を振り払うようにとどめの六発目。

  　落下していく僕の視界には、枯れ木のように干ひからび、次の瞬間には塵ちりとなって崩壊していく宗也くんの姿が映った。

  　そして――。

  「リーフレットガード」

  　僕と紗代ちゃんが地面に落ちる寸前、柔らかい葉っぱのベッドが僕たちを受け止めてくれた。

  「うふふ、これはもう奇跡的成功ですよ、洋ひろさん」

  　密鬼の力が消え去ろうとしているためか、フラワーボムはすでに消滅し、周囲の暗闇も急速に薄れつつあった。

  　そんな中、帆ほ鳥とりちゃんはいつもの癒いやし系笑顔で立ち、その後こう方ほうに莉花さんがやれやれといった表情で佇たたずんでいる。

  　花はな視みの力を発動させているためだろう。僕の目には二人の密みつ花ばな――帆鳥ちゃんのネモフィラと莉花さんのバラが色鮮やかに映っていた。やっぱり美しいと思った。

  「大丈夫みたいね、その子」

  　莉花さんが目線で僕の腕の中の紗代ちゃんを指した。

  　僕と紗代ちゃんはまだ葉っぱのベッドの上で、紗代ちゃんは僕の胸に頭を埋うずめて気を失っている。その背からはもう密みつ花ばなは溢あふれていない。ニゲラ、ホウズキ、カンナが控え目に咲いているだけだ。

  　いつかもっと紗さ代よちゃんに相応ふさわしい花が咲きますように。

  　紗代ちゃんの呼吸が安らかなことにほっとしながら、僕はそう願った。

  「洋ひろさんが頑張ってくれたおかげでうまくいきましたね。さすが男の子です」

  「そ、そうかな？　えへへ」

  「なあにが〝えへへ〟よ、バカ。土ど壇たん場ばまでうじうじしてたのはどこの誰？」

  　言い返せません。僕一人だったら、今頃、植物の肥こやしになっていたと思うしね。

  　でも結果的にうまくいったんだし、少しぐらい褒ほめてくれても……なんて思っていたら、

  「まあ、でも……」

  　莉り花かさんが僕を横目で見ながら言った。

  「よくやったんじゃない？　自分のできることを、逃げずにやりきったんだから」

  　その言葉に、じわわ～んと胸が熱くなり、

  「君、なんていうか……出会った頃よりかは、ちょっとばかりいい顔になったわ」

  　そのセリフでノックアウト。

  「あ、ありがどう……うぐ……うれじい……」

  　泣いてしまった。

  「げっ、なんでここで泣くのよ！　あたしたちが泣いてないのに、どうして男の君が泣くかな!?　ああ、もう取り消し取り消し！　君の顔、やっぱ全然最悪！」

  「ご、ごべんだざい……」

  　僕は泣き笑いで謝り、莉花さんは頬を膨ふくらませ、でもそれもすぐに緩ゆるんだ。

  「はあ～あ、君は鍛きたえがいがありそうだわ」

  　肩をすくめて笑った。笑ってくれたのに……。

  　――ザンッ！

  　不意に空気を切り裂くような鋭い音が鳴り響き、それと同時に、バラが舞い散った。

  「……っ！……」

  　莉花さんの開いた口からは短い呼吸が一つもれ、その背後では鮮血が飛ぶように、真紅のバラが無残に、地面に落ちていった。

  「莉花さん!?」

  　莉花さんの異変に気づいた帆ほ鳥とりちゃんが悲鳴を上げる。

  　僕はなにが起きたのかわからず、ただ莉花さんを見つめていた。

  　莉花さんの顔は一瞬で蒼そう白はくとなり、その視線が僕と交こう錯さくした。それは悔しそうに歪ゆがみ、みるみるうちに焦点が失われていく。

  「莉花……さん……」

  　莉り花かさんの密みつ花ばなが、バラが、心が……――僕の目の前で散らされていく。
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  　莉り花かさんがその場に倒れると、その背後に立っていた人影が露あらわになった。

  　人影は、散り落ちたバラの上に横たわる莉花さんを見て、にやりと笑った。

  「いいざまね。花狩が自分の密みつ花ばなを刈られるなんて」

  　その手に黒い刀身の大おお太た刀ちを持った人影には、見覚えがあった。

  「君はさっきの……」

  　一年Ｅ組の教室で、宗そう也やくんのことを訊たずねたあの眼鏡めがねの少女だ。しかし今、その制服から覗のぞく手足は、おびただしい葉によって鱗うろこのように覆おおわれている。

  「完全人型の……密みつ鬼おにです」

  　帆ほ鳥とりちゃんの震える声が聞こえた。初めて耳にする、怒りと悲しみに満ちた声音だ。

  「あれほど……あれほど高次な物体化をした密鬼は……初めてです……。クイーンランク……いえ、もしかするとキングランクに近い……強敵……でも……でも……」

  　帆鳥ちゃんの声を無視し、少女は冷然と笑う。

  「せっかく一ひと芝しば居い打ってその子の心を暴走させたのに、あんたたちが余計なことするんだもの。これはそのお仕置よ」

  　そう言って、莉花さんの背中に残っていたバラの一房を、黒こく刀とうの切っ先で払った。

  　最後のバラが儚はかなく落ちていく。

  「でも私はあなたを絶対に許さない！――リーフレットガード！」

  　帆ほ鳥とりちゃんが杖じよう花かを振る。その頬が涙で濡ぬれている。

  　少女の周囲に現れた葉は群ぐんの壁は、そのまま少女に向かって突進する。

  　が、少女がその中央で黒こく刀とうを一振りさせると、リーフレットガードの壁は一瞬にして、粉々に崩れていった。

  「無駄よ。この刀は花か族ぞくの力を吸うあやかしの刀だもの」

  　少女は妖よう艶えんに笑い、顔の前にかざした黒刀の刃をぺろりとなめた。刀身が一メートルほどもある両もろ刃はの大おお太た刀ちには、黒蛇のような刀とう紋もんが浮かび、不穏に輝いている。

  「それにあたしの分身と戦ってくれたおかげで、あんたたちの力は把握できたわ」

  　つまり密みつ鬼おにの本体は宗そう也やくんではなく、今目の前にいる少女だったというわけか。

  　僕は気を失っている紗さ代よちゃんを残して、ふらふらと立ち上がった。

  　ようやくこの絶望的状況を理解できたが、正直、そんなことはどうでもよかった。

  　莉り花かさん……莉花さん……。

  　僕は莉花さんをすがるように見つめた。さっきまで快活に笑っていた莉花さん、なのに今は倒れて動かない莉花さんを。

  　でもどんなに目を凝らしても、莉花さんのバラは視みえなかった。

  「莉花……さん」

  　倒れている莉花さんに近づこうとしたら、

  「洋ひろさん、危ない！」

  　帆鳥ちゃんの声が聞こえた。顔を上げると、少女が僕の目の前に迫ってきていた。

  「花はな視みのあんたも刈ってあげるよ、その命ごとね！」

  　莉花さんのことで頭がいっぱいな僕は、逃げようという気もなく、ただ振り上げられた黒刀を見つめるばかり。

  「!?」

  　しかしその刀身が僕を切り裂くことはなかった。

  　少女の黒刀が振り下ろされる寸前、銃声が鳴り響く。

  「ちっ」

  　バランスを崩した少女は僕の目の前で大きくジャンプし、そのまま空中へ浮上した。

  「まともな意識なんかないくせに」

  　少女は空中で静止したまま吐き捨てるように言った。その二の腕の辺りには血がにじみ、憎にく々にくしげに見つめる先では、倒れた莉花さんの身体からだの下から銃じゆう花かの銃口が覗のぞいていた。

  「莉花さん！」

  　僕は莉花さんに駆け寄り、その体を抱き起こした。

  　しかし莉り花かさんの顔は能面のように無表情で、どんなにその名を呼んでも、閉じた瞳が開かれることはなかった。

  「莉花さん！　しっかりして莉花さん！」

  　僕の声は届かない。

  　莉花さんの身体からだは弛し緩かんし、銃じゆう花かを持つ手もだらりと垂れ下がっている。生気はどこにも感じられず、呼吸しているのかすらもわからない。

  　莉花さんの心はバラの花とともに散っている。

  「最後の力も使い果たしたようね」

  　僕を助けるために……。

  「あははっ、生ける骸むくろの完成だわ」

  「黙りなさい！」

  　帆ほ鳥とりちゃんが頭上の少女に向かってリーフレットガードを展開させる。

  「いいわよ、もう一人の花はな狩かり。〝みんな〟が来るまで遊んであげる」

  　少女はそう言うと、力の差を見せつけるように、優ゆう雅がにリーフレットガードを斬り捨てていく。

  　そんな中、僕は莉花さんを抱きしめていた。ただ抱き続けていた。

  　全神経で莉花さんの心を感じようとしていた。探そうとしていた。

  　起きて、莉花さん。お願いだから、起きて。

  　そう祈りながら、僕は涙を流していた。

  　莉花さんの体があまりに軽くて細くて、切なかったから。

  「起きてよ、莉花さん。こんなんじゃ、借りを返せないよ……」

  　河か川せん敷しきの公園で交わした会話が脳のう裏りに浮かんだ。

  〝僕が莉花さんのそばにいて頑張るから！〟

  　ああ、僕はそんなことを言ったんだ。

  〝莉花さんが莉花さんでいられるよう、僕が莉花さんを視み続けるから！〟

  　そうだ、あのとき僕は誓った。覚悟を決めたんだ。

  　――この目で視ていたい人がいる――。

  　その人の心が迷わないように。

  　ほんの少しでもいい。僕の力がその人の進む道を照らせるなら。

  　僕はすべてをかけて視ていこう。そう心に決めたんだ。

  「……ねえ、莉花さん」

  　物言わない莉花さんに語りかける。

  「花はな視みの力ってさ、心を覗のぞく力でも……理解する力でも……ない……」

  　そんなに簡単に人の心なんてわかるはずがない。でもだからこそ――。

  　僕はギュッと目を瞑つむり、溜まっていた涙を振り落とす。

  「――それは誰かの心に寄り添うためのもの」

  　目を開ける。

  「だから莉り花かさん」

  　僕は莉花さんに囁ささやく、ゆっくりと顔を近づけていく。

  「――莉花さんの心を視みつけるね」

  　そして莉花さんの首筋に唇をあてた。莉花さんの蜜みつ口ぐちだ。

  　今にして思えば、放課後の教室で莉花さんの蜜口をなめたのが、始まりだった。

  　心に触れること、触れられること。

  　それははずかしくて、照れくさくて、胸がドキドキして、もうなにがなんだかわからなくて。

  　でも温かくて、優しくて、気持ちが良かった。

  　そんな素敵な始まり。

  　僕は莉花さんに触れた唇を、もう少しだけ強く押し当てた。

  　――誰にも、人の心を消せやしない――。

  　その思いを胸に、僕は莉花さんの肌を、首筋を、その内側に眠る心を求めるように――なめた。

  　ドクンッ。

  　聞こえた鼓こ動どうは、僕のものか莉花さんのものかわからなかった。ただその鼓動によって全身は火ほ照てり、それと同時に、花の香りを、形を、影を、存在を〝舌に〟感じた。

  　それはゆっくりと、正確に脳のう裏りに描かれていく。

  　僕の心に刻まれていく。

  　そして――。

  　頭をそっと抱きかかえられた瞬間、耳元で銃声が鳴り響いた。

  　驚いて顔を上げると、そこには……――そこには莉花さんの颯さつ爽そうとした笑顔があった。

  「寝起きに見る顔としては冴えないわね」

  　僕の顔を見て莉花さんはそう言うと、僕の体に腕を回してきた。

  「いつか、あたしを満足させる顔になりなさい」

  　そしてともに立ち上がる。

  「!?」

  　その瞬間、僕は目の前の光景に息を呑んだ。莉花さんの背後に満ちた色彩に目を奪うばわれる。

  　それは多彩で無数の花、花、花……。

  　バラはもちろん、その狭はざ間まには〝孤独〟を花言葉に持つエリカが釣つり鐘がね状じようの花を咲かせ、その周囲にはナノハナ――〝快活〟――が黄色を添えている。さらには〝家族愛〟を表わすサルビアの鮮烈な紅くれないや、〝臆病〟なオシロイバナと寄り添うように咲いているのは〝希望〟を求めるスノードロップ。

  　莉り花かさんの背後には、多種多様な密みつ花ばなが華やかに雄お々おしく咲き誇っていた。

  　それはまるで花の園。豊かさと奥深さを垣かい間まみせる心の園だった。

  　莉花さんはその花園に立ち、銃じゆう花かを上空の密みつ鬼おにに向かって構えていた。

  「きさま!?」

  　少女が驚きよう愕がくし、

  「莉花さん！」

  　帆ほ鳥とりちゃんが、くしゃっと笑顔になった。

  　莉花さんは毅き然ぜんとした表情で銃花を撃ち放った。

  　しかし少女の黒こく刀とうはその銃弾を瞬時に受け止めると、刀とう身しんに吸収してしまう。

  　続けざまの銃撃にも、少女は眉一つ動かさずに、銃弾を正確に黒刀に呑み込ませていく。まるで銃弾が黒刀に吸い寄せられているようだった。

  「言ったはずよ。この刀は花か族ぞくの力を吸う妖よう刀とうだと」

  　勝ち誇ったように笑う少女。莉花さんは取り乱した様子もなく口を開いた。

  「一つだけ言っておくわ」

  　その表情は凜り々りしく、気高い。

  「人の心を弄もてあそんだ奴は、必ず、人の心の強さにひれ伏すわ！」

  　莉花さんの銃花が再びうなりをあげた。

  　それは止とめ処どなく空気を震わせ、連射される。

  「人の心なんてただの食い物よ！」

  　銃弾をことごとく吸収する黒刀を振り上げ、少女は咆ほう哮こうした。それは勝利を確信した凱がい歌かだ。

  「刈りつくしてやる！　おまえたちのすべてを喰いつく――!?」

  　不意に少女の顔が強こわ張ばった。

  「な!?　こ、これは……」

  　その目は大きく見開かれ、自分の振り上げた黒刀に向けられている。

  　少女の手に握られた黒刀は、その刀身の幅を先程よりも三倍以上も膨張させ、鳴動していた。

  「な、なにをした!?」

  　答える代わりに、莉花さんが銃花を放った。その光の弾丸が膨張した黒刀に呑み込まれると、刀身はさらに膨ふくれ上がった。

  　それを見た少女がハッとして、莉花さんに振り返る。

  「吸い尽くせない!?　刀に収まらないなんて――!?」

  　莉花さんは銃口を向けたまま、フッと笑った。

  「言ったでしょ？　人の心の強さにひれ伏すって」

  　そして銃声。放たれた弾丸は刀身に吸い込まれ、その瞬間、黒刀は一気に破裂した。

  「ぎゃああああっ」

  　耳をつんざく少女の悲鳴とともに、黒こく刀とうに吸収されていた銃じゆう花かの力が迸ほどばしった。

  　それは光の奔ほん流りゆうとなって少女を呑み込み、清せい冽れつな心の力に貫かれた少女の体はぼろぼろと崩れていった。

  「あ、あはははっ、あたしが……あたしが死んだって、もうこの地はおしまいさ。花はな瀑ばく布ふに引き寄せられた〝みんな〟が……ほら、もう……やってき……た……」

  　密鬼の少女は、最期に上空を見上げて笑うと、全身を崩壊させた。

  「〝みんな〟？」

  　莉り花かさんが眉をひそめたとき――空が翳かげった。

  「り、莉花さん、あ、あれ……」

  　上空を見上げた僕は、少女の言い残した言葉の意味に気づき、慄りつ然ぜんとした。

  　種眠たねむ北高の上空には無数の密鬼が、黒こく雲うんのように群がってきていた。

  　密鬼は鳥のような形をしたもの、四本足の獣型、さらには人に近い二本足で滞空しているものまで様々だ。

  　ただしいずれも植物との融合体で、体の半分ほどを葉っぱや蔓つる、または毒々しい色の花弁によって形成されていた。中には僕が初めて会った密鬼のように、巨大二ふた葉ばや巨大花といった、植物そのままの形をしたものもいる。

  　それらが上空で、葉は擦ずれの音とおぞましい鳴き声を上げて蠢うごめいていた。

  　僕はへなへなと座り込んだ。この光景を見て驚くなと言うほうが無理だ。

  「腰こしを抜かすのも、ちびるのも構わないけど」

  「いやちびってはいないから」

  　莉花さんが頭上を仰あおぎながら言う。

  「花は見られることで美しく力強く咲く。花はな視みがあたしたちを視みることで、力は飛躍的に高まる――それ、忘れないでよね」

  　莉花さんは僕を横目で見て、

  「あたしたちをずっと視てなさい。それでもし心を見失ったときには……見失ったときには……また……――なめて」

  　そう言って頬を染めた。

  「莉花さん」

  　莉花さんの言葉に一瞬で勇気が湧く。

  　僕は勢いよく立ち上がる。

  「僕は視るよ！　君たちをずっと！」

  　気合いたっぷりの僕を見て、莉花さんがくすっと笑いながら銃花を構えた。

  「ガン・ブロッサム！――百ひやつ花か！」

  　莉り花かさんの声に応え、一輪の花を模もした銃身から、さらに無数の芽が一斉に頭を覗のぞかせた。

  　それは瞬またたく間に生長し、次々と葉や茎を生い茂らせていく。

  　と同時に、その細部は互いに融合と再構成を繰り返し、何本もの新たな銃身へ変へん化げしていった。

  　増設された花の銃身――もちろん銃口は花弁――は、元の銃身を取り囲むようにずらりと並ぶ。

  　その間かん、わずか五、六秒ほど。莉花さんの手にあった花はな型がた単たん装そう銃じゆうは、新たに十基き以上もの銃身を要した連れん装そう銃じゆうにグレードアップしていた。

  　ほとんど小型ガトリング砲と言ってもいいそれは、一見すると花束のよう。

  「君の力を感じる」

  　莉花さんは花束銃じゆう花かを上空に向けたまま、独り言のように呟つぶやいた。

  「帆ほ鳥とり、あたしたちならできるわ」

  　優しく、力強い莉花さんの言葉に帆鳥ちゃんは「うふふ」といつものように目を細めた。

  「洋ひろさん、贔ひい屓きしないで私も視みてくださいね」

  　帆鳥ちゃんはそう言うと、莉花さんと並んで、杖じよう花かをすうっと掲げた。

  　僕はそんな二人を視つめていた。

  　二人の密みつ花ばなは色いろ褪あせないどころか、次第に光を帯びたようにそれぞれの色を際立たせ、それでいてほかの花と溶け合うように、一枚の花の絵を描いていった。

  　僕は二人の描く花園に包まれる。この花園を守っていこう。

  　改めてそう誓ったとき――。

  「いくわよ！　帆鳥！――洋！」

  　莉花さんが初めて僕の名を呼んでくれた。

  　花束銃花のすべての銃身が、天に向かって一斉掃射を開始した。



  


  エピローグ

  

  「あら？　君、生きてたの？」

  　朝の教室で、莉り花かさんはそう言って、僕をまじまじと見つめてきた。

  「幽霊？」

  「いや生きてますからっ」

  　莉花さんは、くっくっ、と笑って、

  「五日も寝込むなんて。そのひ弱さ、君らしいわ」

  　妙に感心したような口ぶりで言われてしまった。

  　密みつ鬼おにとの大決戦から今日で六日目。

  　密鬼掃そう討とう後には花はな瀑ばく布ふの影響は跡形もなく消失し、生徒たちが密みつ花ばなや密鬼などの異変に気づいた様子もなく、日常が戻ってきていた。

  　が、その間、僕は疲労のせいで起き上がれず――表向きは風邪で――学校を欠席していたのだ。しかもずっとおかゆぐらいしか食べられず、ちょっとげっそりしての復帰。

  　……。

  　たしかにひ弱かも。うん、ひ弱だ。

  　僕より何倍もハードな戦いを繰り広げた莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんは、翌日から学校に通っていたというし、帆鳥ちゃんなんか学校帰りに毎日見舞いにも来てくれた。しかも疲れた顔一つ見せずにおかゆまで作ってくれたのだ。嬉しかった。莉花さんは一度も顔を見せなかったけどね。

  　まあ、とにかくそんな二人に比べれば、たしかに僕なんかひ弱なのだろう。いや、待てよ。二人の強きよう靭じんさが異常なんじゃ？

  　ポロリとそんなことを口にしたら、莉花さんが呆あきれたように言い返してきた。

  「バッカじゃないの。花か族ぞくはそうじゃなきゃいけないの。日頃から鍛たん錬れんしとかなきゃいけないの。あたしの知ってる花はな狩かりなんて、ヒグマとベンガル虎に素す手でで勝つのよ。君にできる？」

  　いや、できないし、正直なりたくもないです。

  　花族としての人生に多大な不安を感じて、僕はため息をついた。

  　そんな僕に莉花さんが改まったように言う。

  「紗さ代よ、一昨日おとといから来てるみたいよ」

  　僕はうなずいた。

  「実はさっき、温室でばったりと」

  　今朝はいつもより早目に家を出ていた。

  　授業が始まる前に温室や花壇、いつも世話をしている花たちを見ておくつもりだった。五日も休んでしまっていたので気がかりだったし、なんとなく、そこで紗代ちゃんに会えるかもしれないと思ったからだ。

  　はたして紗さ代よちゃんは温室にいた。

  　天窓から入る朝陽を浴びながら、花たちに如じよ雨う露ろで水をあげていた。

  　僕はちょっとだけ緊張したが、いつもと同じように挨あい拶さつができたと思う。

  「おはよう、紗代ちゃん」

  「先輩!?　風邪のほうは大丈――あひゃっ!?」

  　紗代ちゃんは元気良く振り返ると……ていうか、あまりにも勢いよく振り向いたものだから、持っていた如雨露がその手からポイッと離れ、僕の胸に大当たり。

  「ぬお、お、おおおっ」

  「きゃっ、ごめんなさいです！　紗代、手が滑すべっちゃいました！　あ、でも不幸中の幸いです！　水がもうほとんど空からでした！」

  「いや、もうこのさい、幸いなんてないんじゃ……」

  　僕は胸をさすりながら、おろおろしている紗代ちゃんになんとか笑顔を返した。

  　そのときふと、並んだ鉢植えの中、ピンクのドレスのような花に目が止まった。ミルトニアだ。たしか六日前は、まだ咲いていなかったはず。

  「昨日咲いたんですよ。綺麗です。まるでビロードです」

  　紗代ちゃんは顔をほころばせ、柔らかそうなピンクの花弁をうっとりと見つめた。

  　そんな普段と変わらない紗代ちゃんの様子に、本当になにも覚えていないんだな、と僕は安心したような、少し切ないような気持ちになった。

  　紗代ちゃんは六日前の出来事を含む、いくつかの記憶を失っていた。そのことは、僕の見舞いに来てくれた帆ほ鳥とりちゃんが教えてくれた。

  　六日前の密みつ鬼おに殲せん滅めつ後、紗代ちゃんの介かい抱ほうをしたときに、莉り花かさんと帆鳥ちゃんがそれに気づいたらしい。

  　密鬼に心を食べられていたのだから、その密鬼の消滅とともに紗代ちゃんの心の一部――記憶がなくなることは考えられないことではなかった。

  　その失われた記憶が、宗そう也やくん関連のものだったことは、密鬼がおもに、紗代ちゃんの一いち途ずで弱かった部分を食い物にしていたためだろう。

  　それが莉花さんたちの見解だった。

  「紗代、なんか変なんです」

  　紗代ちゃんはミルトニアを見つめながら呟つぶやいた。

  「なにか、忘れているような気がしちゃっています」

  「……」

  「なにかとっても懐なつかしくて、大切ななにかのような気がするんですが。頭の中がハテナマークだらけで、思い出せないんですよ」

  　懐なつかしくて、大切ななにか。

  　でもそれは、もしかすると思い出さなくていいものなのかもしれない。

  　今の紗さ代よちゃんを見ているとそう思った。

  　そしてそれが間違っていないことを示すように、紗代ちゃんは言った。

  「でも先輩の顔見られたら、そんなことどうでも良くなっちゃいました！」

  

  「あ、そ」

  　温室で会った紗代ちゃんの様子を話すと、莉り花かさんはまったく興味がなさそうな口ぶりで、

  「良かったわね。それより、英語の宿題見せなさいよ。あたし、今日当たりそうだし」

  　と、机の中から取り出した教科書をぱらぱらと開き始めた。

  「あ、あの、莉花さん、それだけ？」

  　もう少し、紗代ちゃんのことを気にかけてあげてもいいのに、と僕は少し口を尖とがらせた。

  　そんな僕の不満顔に気がついたのか、莉花さんが、

  「なによ？」

  　じろりと睨にらんできた。

  「いや、心配じゃないのかなって」

  「はあ？」

  　莉花さんは信じられないといった顔で、

  「あたしたちが密みつ鬼おににどんな目に遭あわされたと思ってんの？　危うく三人とも死んで――ううん、ここの生徒だって皆、巻き添ぞえ喰くらって大だい惨さん事じだったのよ。その引き金を引いたのが星ほし音ね紗代。あの子が原因。そんなお騒がせ女がこの先どうなろうと、花はな狩かりのあたしの知ったことじゃないわ。ていうか、そんな心配してる暇ひまなんかこれっぽっちもないの」

  　周囲に気き遣づかいながらも早口でまくし立てた。

  「で、でも……紗代ちゃんだって、その……つらい思いを……」

  　莉花さんの突き放した言い方にショックを受け、僕はうまく言い返せない。

  　しかしそんな僕の代わりに、この場に姿のないもう一人の花狩少女の声が、ふわりと応えてくれた。

  〝うふふ。大丈夫ですよ、洋ひろさん。莉花さん、紗代さんのメンタルケアの要望書をフラワー協会に出す暇はあったみたいですから〟

  　帆ほ鳥とりちゃんの声は僕のイヤリング通信機からのもので、それを聞いた莉花さんは、あたふたと僕の耳からそれをむしり取った。

  「い、痛いよ、莉花さん」

  「こら、帆鳥」

  　僕を無視して、莉花さんは手の中の通信機に口をくっつけるようにして、声をひそめる。

  「通信は時と場合を選びなさい。周りにばれたらどうすんのよ？」

  〝うふふ、洋ひろさんにぜひとも、莉り花かさんの奥ゆかしい優しさを教えてあげようと思いまして――〟

  「バ、バカ。あたしにそんな優しさない」

  「うわ～ん、莉花さんってやっぱり優しい人なんだね」

  「君は、なに勝手に感動してんのよ！」

  〝ちなみに、洋さんの見舞いに毎日行ってほしいと頼んできたのは、莉花さんだったりします〟

  「帆ほ鳥とり！」

  「うわ～ん、ありがとう、優しい莉花さん」

  「だから感動するな！」

  「あ、あの～？」

  　不意に僕ら以外の声がした。

  　振り返ると、莉花さんの向こう隣の席の女子――名前は谷たに野の綾あや子こさん。控え目な物腰の図書委員だ――が、こっちをためらいがちに窺うかがっていた。

  　僕と莉花さんは、しまった、といった表情で顔を見合わせる。

  　今の話を聞かれたのかもしれない。密みつ鬼おにとか花はな狩かりとかフラワー協会とか、さらに通信機にも気づかれたかもしれない。

  　それはちょっとやばくない？

  　莉花さんも同じことを思ったのだろう。明らかに警戒しながらも、動揺を隠して言った。

  「なにかしら？」

  　谷野さんは莉花さんに視線を向けられ、逡しゆん巡じゆんするように俯うつむいた。が、すぐに顔を上げる。

  「私も、一緒にお話していいかな？」

  「へ？」

  　と、間抜けな声を上げたのは僕と莉花さんで同時。

  　そんな僕たちに谷野さんは言い繕つくろうように。

  「あ、その、ホントは尊みことさんとは話したかったの。転校してきてからずっと。席、隣だし。でも、なんか、その、なんていうか、うまくきっかけがなかったっていうか……」

  　きっかけというよりも、莉花さんが明らかに避けていたのだろう。

  　莉花さんはクラスメイトとは意図的に距離を置いて過ごしてきた。莉花さんが僕以外の生徒と話している姿なんて、見たことない。

  「でも、なんだか葉はノの宮みやくんと普通に、楽しそうに話してるから」

  〝楽しそう〟のところで莉花さんは眉をピクリとさせたが、とりあえず聞き流してくれた。

  「だから、私も話せるかなって。話していいかなって」

  　谷野さんがそう言うと、その谷野さんの前の席の山やま瀬せ霞かすみさんが手を上げた。

  「はいはいはい、私も仲間に入れてよ」

  　谷野さんとよく一緒にいる山瀬さんは、そう言って座っていたイスを莉り花かさんの席に近づけた。

  「尊みことちゃんてさ、話しかけんなオーラ出してんのかなって思ってた。けど、葉はノの宮みやと話してるくらいだから、そうじゃないよね？　これからは私たちとも仲良くしよう、ね？」

  「ていうか、俺がここに入ると完かん璧ぺきじゃね？」

  　僕の前の席から、昌しよう平へいが身を乗り出してきた。いや、こなくていいのに。

  「男二人に女三人。はじまるぜ！　青春ラブストーリーがさ！」

  「あ、私は鐘かね綿わたくんとは無理だけど」

  　と、谷野さん。

  「昌平とじゃどつき漫才にしかならないね。どつかれるのは昌平だよ」

  　と、山瀬さん。

  「いいんだ、俺には莉花さんがいる！」

  　と、捨てられた子犬のような目で莉花さんを見る昌平。

  　そして莉花さんは、

  「――あれ？　あんた名前なんてったっけ？」

  　見事に昌平を粉ふん砕さいした。

  　朝からどっぷりと落ち込んだ昌平に構わず、谷野さんが、心配そうに莉花さんに問いかける。

  「あの、私たち迷惑……じゃないよね？」

  　莉花さんは一瞬戸と惑まどったように、瞳を逸そらした。

  　僕は莉花さんを見つめた。

  　絶対に叶かなわないけれど、莉花さんのあの密みつ花ばなを、美しいバラをここで皆に見てもらいたい。なぜだかそんな思いがよぎった。

  　莉花さんがおずおずと視線を動かす。僕と一瞬、目が合った。莉花さんはちょっとだけ怒ったように目を細め、それから皆に聞こえるように言った。

  「もちろん、私も皆と話したいと思ってたわ」



  


  あとがき

  

  　昨日、五年ぶりに会った友人の名前が、宗むね之ゆきからえみるに変わっていたことに軽く衝撃を受けた桜さくらこうです。初めまして。

  　いや、本人がとても幸せそうだったので、よかったんですけどね。カレ……いやカノジョとの友情はこれからももちろん続きます。

  　というわけで、人生、なにが起こるかわかりません。

  「おや？　今朝は清すが々すがしい青空が広がってるよ。よ～し、バイトサボろ！」な～んて言ってた桜が、第二回小学館ライトノベル大賞でガガガ賞をいただいてしまうくらいですから。ホントにびっくりです。運、使い果たしました。

  　さて、本書について。

  　まずはこのタイトル……哲学的な趣おもむきを感じますね。感じねーよ！

  　すみません。なんでこんなタイトルになったか、思い出してみます。思い出しました。あれは夢追い人の桜が、ドリームでジャンボな宝くじを買いにいったときのことです。

  「おばちゃん、ドリームでジャンボな宝くじ、おくれ」

  　夢追い人なので三千円も出します。夕飯はカップ麺めんです。売り場のおばちゃんは、桜に宝くじを渡しながら、にこやかに言いました。

  「夢はきっとつかめるよ」

  　その瞬間、桜の頭の中にドッシャーン！　という音とともに〝僕がなめたいのは君っ！〟というタイトルが閃ひらめいてしまったのです。なぜかはわかりません。神のお告げ？　ただの欲求不満？　まさか売り場のおばちゃんへの衝動？　などと考えると、今になって動どう悸きが激しくなります。

  　でもこのタイトルが、夢へのスタートラインに立つきっかけとなったのですから、売り場のおばちゃんには感謝しなければなりませんね。

  　ちなみに、そのとき買った宝くじは、〝ばら〟十枚。はい、そうです。〝バラ〟の花を宿やどしたヒロインが、誕生した瞬間でもあったのです。

  　………………すみません。全力をだした結果がこれです。ダジャレオチです。

  　謝しや辞じに逃げます。

  　イラストを描いてくださった西にし邑むら様、本作の世界に魅力的な色と形を与えてくださって、本当にありがとうございます。美び麗れいなイラストの数々に感動いたしました。

  　担当編集者様、基本ダメ人間の桜がこうして本を出せたのも、担当様の的確なアドバイスのおかげです。大感謝です。これからもご指導のほどをよろしくお願いします。

  　ライトノベル大賞選考委員の先生方、ガガガ文庫編集部の皆様、桜にチャンスを与えてくださったことを心より感謝いたします。精進いたします。

  　この本の制作、出版に携たずさわってくださったすべての方々、心よりお礼申し上げます。

  　バイトで世話になったみんな、大好きです。たいちょーは元気ですか？

  　そしてなにより、本書を読んでくださった読者の皆様、本当に、本当にありがとうございます。ありったけの感謝を捧ささげます。

  　桜さくらが種をまき、たくさんの方々の手によって育てられた作品が、皆様の心に、もしもなんらかの花を咲かすことができたなら、桜は本望です。

  　これからも頑張っていきたいと思います。

  　桜でした。

  



  
    桜　こう
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  イタリア出身、とホラを吹く青森生まれの雪国っ子。

  でも寒さに激弱で帰省できません。

  最近の自慢は、「おまえ、ダメ人間だな」と、一日で三人から言われたこと。
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